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例  言

1 本書は、二日市イシバチ遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。
2 遺跡の所在地は、石川県野々市市二日市町地内である。
3 調査原因は、野々市市北西部土地区画整理事業にともなうものである。
4 調査は、野々市市北西部土地区画整理組合からの依頼を受けて野々市市教育委員会が実施した。
5 調査にかかる費用は、野々市市北西部土地区画整理組合と野々市市が負担した。
6 現地調査の年度・期間・面積・担当者は以下のとおりである。

平成 18年度 第 1次

期 間   平成 18年 5月 8日 ～平成 19年 1月 16日

面 積   7,849∬

担当者   田村昌宏 野々市町教育委員会文化振興課職員

平成 20年度 第 5次

期 間   平成 20年 7月 15日 ～平成 20年 9月 5日

面 積   565ゴ

担当者   田村昌宏

平成 21年度 第 6次

期 間   平成 21年 4月 13日～平成 21年 8月 28日

面 積   2,130∬

担当者   横山貴広 野々市町教育委員会文化振興課職員

7 出土品整理は平成 23、 24年度に野々市市教育委員会が実施 した。

8 報告書の刊行は平成 23年度に野々市市教育委員会文化振興課が実施 した。担当及び執筆・編集は

田村昌宏、編集補助・遺物写真撮影・レイアウトは菊地由里子、布尾幸恵が行った。

9 現地調査から出土品整理、報告書干U行に至るまでに、野々市市北西部土地区画整理組合、林大智、

安中哲徳の協力を得た。 (敬称略 )

10 本書についての凡例は以下のとおりである。

(1)方位は座標北を指し、座標は国土交通省告示の平面直角座標第Ⅶ系に準列している。

(2)水平基準は海抜高であり、T.P。 (東京湾平均海面標高)に よる。

(3)出土遺物番号は、本文・観察表・挿図・写真に対応する。

(4)挿図の縮尺は図に示すとおりである。また、写真図版における遺物の縮尺は統一していない。

(5)土層図の注記は、農林水産省農林水産技術会事務局 。財団法人 日本色彩研究所監修『新版
標準土色帖』に拠った。

(6)遺構名称の略号は以下のとおりである。

掘立柱建物 :SB  溝 :SD  井戸 :SE  古墳 :SH

竪穴建物、竪穴状遺構 iSI  土坑 :SK  小穴 :P  性格不明遺構 :SX

ll 調査に関する記録と出土遺物は、野々市市教育委員会が一括して保管 。管理している。
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第 1章 調査の経緯と経過
第 1節 調査に至る経緯
本書収録の二日市イシバチ遺跡が所在する野々市市北西部地域は、整然とした水田が広がる農業振

興地域であった。しかし、近年における周辺地域の都市化に伴い、本地域も住生活環境の変化が必要

となり宅地化の促進が図られることになった。そこで、平成■年に野々市町北西部土地区画整理事業

が施行されることが決定した。

北西部土地区画整理施行区域 65,4 ha内 には、埋蔵文化財の存在する可能性があり、詳細な確認調査

を行う必要が生じた。そこで、平成 11年 8月 25日 付で野々市町産業建設部長から野々市町教育委員

会教育長宛に土地区画整理事業区域内の埋蔵文化財の分布調査についての依頼が出され、同年8月 31

日付けで同区域での分布調査を行う旨の回答をした。これに基づき、北西部土地区画整理施行区域内

に試掘坑 352箇所を設定し、宅地化など掘削作業できない箇所を除いた 337箇所を、同年9月 27日 ～

10月 19日 にかけて試掘調査を実施した。その結果、以前より存在が確認されていた二日市イシバチ

遺跡の南側の範囲が確定したほか、新たに、三日市ヒガシタンボ遺跡、三日市A遺跡、郷クボタ遺跡、

徳用クヤダ遺跡を発見した。

この結果から、野々市町北西部土地区画整理組合、野々市町都市計画課、野々市町教育委員会と協

議を重ね、埋蔵文化財包蔵地のうち、道路等恒久化する工事箇所と、民有地内で十分な遺跡の保護層

が確保できない箇所については、発掘調査を行うことで合意した。平成 12年 4月 13日 付けで、野々

市町と野々市町北西部土地区画整理組合との間で野々市町北西部土地区画整理事業地区内埋蔵文化財

に関する協定書が交わされた。

二日市イシバチ遺跡、三日市ヒガシタンボ遺跡、三日市A遺跡、郷クボタ遺跡、徳用クヤダ遺跡に

関する文化財保護法第 57条の 3に基づく届出については、北西部土地区画整理組合から文化庁長官宛

に提出されたものを、平成 12年 3月 29日 付けで野々市町教育委員会教育長から石川県教育委員会教

育長宛に進達した。これを受けて、同年 3月 30日付けで石川県教育委員会教育長から野々市町教育委

員会教育長宛に埋蔵文化財発掘調査の届出に関する通知がなされた。

以上の手続きを終えて、平成 13年度より上記 5遺跡の発掘調査が開始された。

第 2節 発掘作業の経過
第 1次 (平成 18年度調査)

第 1次発掘調査は、野々市市北西部土地区画整理地区内の区画道路工事に伴う事業を調査原因とす

る。

平成 18年 4月 3日 、野々市町北西部土地区画整理組合 (当時 以下、北西部組合と呼称する。)か ら野々
市町 (当時)に 当該地域における発掘調査の依頼があった。同月同日、野々市町は本開発予定地にお

ける埋蔵文化財発掘調査の実施計画書を北西部組合に提出し、その計画書に基づいて、野々市町と北

西部組合との間で委託契約を締結した。

現地調査は調査面積が広大なこともあって、A～ C区、D・ E区、 F・ I・ L・ M区の 3区画に分
けて実施した。大～ C区 については、表土除去は 5月 8日 より開始し5月 15日 に完了した。発掘作

業員による人力作業は 5月 12日 より始め 7月 5日 に完了。継続して遺構清掃を行い、7月 7日 にラジ

コンヘリコプターによる空中写真測量を実施した。D・ E区については、表土除去を 6月 26日 より開

始し6月 29日 に完了した。発掘作業員による人力作業は 6月 29日 より始め 9月 27日 に完了し、その

まま遺構清掃を行い、10月 13日 にラジコンヘリコプターによる空中写真測量を実施した。F,IoL・
M区 については、表土除去を 8月 1日 より開始し8月 10日 に完了した。発掘作業員による人力作業は

10月 12日 より始め 12月 27日 に完了。そのまま遺構清掃を行い、平成 19年 1月 11日 にラジコンヘ

リコプターによる空中写真測量を実施した。その後、主要遺構の補足調査、調査器材の搬出を経て、1

月 16日 現地調査を完了した。

第 5次 (平成 20年度調査 )

第 5次発掘調査は、野々市市北西部土地区画整理地区内の河川水路工事事業に伴う仮設水路の設置

を調査原因とする。
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平成 20年 6月 30日 、北西部組合から野々市町に当該地域における発掘調査の依頼があった。7月 2日 、

野々市町は本開発予定地における埋蔵文化財発掘調査の実施計画書を北西部組合に提出し、その計画

書に基づいて、野々市町と北西部組合との間で委託契約を締結した。現地調査は、7月 15日 より大型

掘削機による地山面までの掘削から始まった。掘削機による表土除去は、7月 17日 に完了した。7月

22日 から発掘作業員による人力作業が始まった。9月 2日 人力による掘削作業が完了し、翌 3日 より

遺構清掃を開始した。9月 5日 、遺構清掃が終わり、ラジコンヘリコプターによる空中写真測量を実施。

測量後は遺物の取り上げ、調査器材を搬出して、現地調査は完了した。

第 6次 (平成 21年度調査 )

第 6次発掘調査は、野々市市北西部土地区画整理地区 63・ 64街区の一部と区画道路を調査原因と

する。

平成 21年 4月 1日 、北西部組合から野々市町に当該地域における発掘調査の依頼があった。同月同

日、野々市町は本開発予定地における埋蔵文化財発掘調査の実施計画書を北西部組合に提出し、その

計画書に基づいて、野々市町と北西部組合との間で委託契約を締結した。現地調査は 4月 13日 より始

め、8月 28日 に完了した。

第 3節 整理作業の経過

出土品の整理は平成 22年 9月 1日 より出土品の洗浄作業から始まった。洗浄は 10月 20日 に終了し、

翌 21日 より記名・分類・接合作業にとりかかった。平成 23年 1月 16日 から出土品の一部の実測作業

が始まり、実測については、平成 24年度に入ってからも継続して実施した。平成 23年度は一時中断し、

平成 24年 4月 2日 から実測作業を再開した。8月 31日実測作業が完了し、9月 3日 からは出土品等の

製図作業を始め、9月 24日 に終了した。平成 24年 9月 3日 ～ 9月 28日 、11月 1日 ～ 11月 30日 まで

の間は出土品の写真撮影作業を実施した。平成 24年 12月 から発掘調査報告書の原稿執筆や編集作業

を実施して、3月 28日 までこれらの作業を完了した。

第 1図 北西部土地区画整理事業地区遺跡位置図
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第 2章 遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境
野々市市は石川県のほぼ中央、石川平野の要地に位置する。市の大きさは南北約 6.7km、 東西 4.5km

で、県内で最も面積の小さい自治体である。市域は霊峰白山を源とする県下第一級河川手取川によっ

て形成された手取川扇状地の北東部にあたり、扇央部と扇端部の狭間に位置する。本市で最も高い標

高地は 50m、 最も低い地点は 10mで、なだらかな緩斜面となる地勢をみせている。

現在の野々市市は平坦な地形が広がっているが、従前は手取川から派生する多くの小河川によって

形成された微高地と微低地が混在する地形であった。野々市で人々の生活が認められるのは縄文時代

後期前半からで、集落の拠点は標高の高い微高地であった。この時代は扇状地の大部分が未開の原野で、

ススキや低木が生い茂る荒地であったようである。これが稲作の伝わる弥生時代から石川平野の中で

水田耕作が営まれるようになり、土地の開墾が始まっていった。古代以降、農耕具の発達などにより

凸凹の多い土地は次々と開発されていき、未開発地は耕作地とし

て生まれ変わっていった。明治時代以降は、田区改正による耕地

整理が各地で急速に広がり、市内全域は起伏のない平坦な地形ヘ

と移り変わり、水田区画は碁盤目のように整然となった。このよ

うな、大きく広がった田園風景は昭和 30年代ころまで見られた。

しかし、昭和 40年代の高度経済成長期以降は、県庁所在地金

沢市の隣接地という地理的条件から、住宅地や商業施設の建設な

どが著しくなり、急速に水田風景は失われていった。特に、北部

の御経塚地区や南部の三納・栗田。新庄地区は区画整理事業が進

み、住宅地として生まれ変わっていった。今回、発掘調査箇所と

なる市域北西部地区も区画整理事業の一貫として行われており、

周辺地は大きな変貌を遂げてきている。また、市内の東部には金

沢工業大学、南部には石川県立大学といった教育機関が置かれ、

若者が多く集う学園都市としての性格も持ち合わせている。

今回の発掘調査地である二日市イシバチ遺跡は、標高約 15mで、

手取川から派生する小1可川によって形成された微高地上に立地す

る。ただし、市域上流部と比較して、大きな川原石の堆積は少な

く、微低地との高低差も大差ないことから、当時の生活拠点の場

としては、非常に適した地であったと思われる。

第 2節 歴史的環境
二日市イシバチ遺跡周辺に点在する遺跡を、時代別に概観する。

第 3図 野々市市位置図

縄文時代

本遺跡より北東方約 lkm離れたところには国指定史跡となっている 6御経塚遺跡が所在する。御

経塚遺跡は、縄文時代後期中葉～弥生時代初頭にかけて営まれた地域における拠点集落である。当遺

跡で発見された御経塚式上器は縄文時代晩期前半の基準資料となる。御経塚遺跡の近隣には、縄文時

代後期後半～晩期後半の 1チカモリ遺跡や縄文時代後期後半～晩期後半の 2中屋サワ遺跡といつた集

落遺跡が点在し、御経塚遺跡の拠点集落を中心に展開した出村的な集落であったようである。これら

の遺跡は標高 6～ 10mに立地し、扇状地を伏流する地下水の湧水域であった。また、当時の生活に必

要な落葉広葉樹と照葉樹が混在する豊かな

林野が大きく広がっていた場所でもあったことから、この地帯は当時の人々にとって生活環境に最

適な場であったようである。

本遺跡より南東約 2kmの ところには、縄文時代晩期の 17長竹遺跡がある。長竹遺跡は縄文晩期後

半の基準資料となる土器が出土した遺跡で、水田稲作農耕が西日本に波及した極めて重要な時期であ

る。なお、12三 日市A遺跡及び御経塚遺跡からは、当該時期の稲籾の圧痕のついた土器が出土してい

る。
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弥生時代

手取川扇状地一帯における弥生時代の遺跡分布を見ると、前期～中期にかけては極めて少なく、後

期に数多 く存在する。御経塚遺跡 (ツ カダ地区)、 15乾遺跡からは、柴山出村式と呼ばれる弥生時代

前期の土器が確認されているが、この時期は弥生文化の波及が十分ではなく、まだ縄文文化の影響が

強く残っていたようである。

弥生時代後期になると、鉄器の普及などを要因とする生産力の向上から人口が増え、それに伴い手

取川扇状地一帯にも集落が展開するようになる。本遺跡をはじめ、周辺にある5御経塚シンデン遺跡、
御経塚遺跡、7長池ニシタンボ遺跡、10郷クボタ遺跡、三日市A遺跡、13三 日市ヒガシタンボ遺跡、
14徳丸ジョウジャグ遺跡などからは、竪穴建物や掘立柱建物などで構成される集落跡が見つかってい

る。これは、農耕社会が急速に広がったことから、安定した農耕地の確保が必要となったため、広範

にわたってムラが形成されていったと考えられる。

古墳時代

古墳時代前半については、本遺跡で、弥生時代後期からの流れを汲む集落跡を確認することができ

るが、扇状地上での集落数は激減し、一旦収束傾向となる。ただし、本遺跡より北方 lkmにある御
経塚シンデン遺跡・御経塚シンデン古墳群では、弥生集落廃絶後に 15基の前方後方墳、方墳からなる

大古墳群を造立している。また、本遺跡の集落域からやや離れた箇所には、一辺約 18mの規模を中心
とした大小の方墳 7基を確認しており、各地域を治める首長層の存在を伺い知ることができる。
古墳時代後半になると、本遺跡から南方約 4kmの市上流域の扇状地扇央部で末松古墳や上林古墳
など後期古墳が築かれるようになる。これは,可川上流域における開発が広がり始めていったことを意

味する。

古代

7世紀後半には、手取川扇状地扇央部に、県内最古の古代寺院である末松廃寺が建立される。末松
廃寺は、東に塔、西に金堂が置かれた法起寺式の伽藍配置をもち、この寺院建立以降、市内南部地域

を含む手取川扇状地扇央部一帯で耕作地開発が急速に進み、特に 8世紀後半以降は 18藤平田ナカシン

ギジ遺跡をはじめとする周辺各地に集落が増大していく。扇状地扇端部には、初期荘園の遺跡である

3横江荘々家跡、4上荒屋遺跡が所在する。また、本遺跡の南方部には、9世紀頃に成立した古代の官
道である北陸道の跡が見つかり、上記荘園遺跡との関係が指摘されている。

中世

11世紀後半～ 12世紀頃から、在地領主層の武士団の形成がはかられるようになった。地元武士団
である林氏や富樫氏は、手取川扇状地での新開発や再開発に大きな影響を与えた。ただし、市内にお

いて現在のところ中世前半にかけての遺跡はあまり多 く確認されていない。中世の遺跡が多 く認めら

れるようになるのは、富樫氏が加賀国の守護職に任 じられ、野市に守護所を置 く14世紀頃からであ
る。本遺跡をはじめ、近隣の三日市A遺跡や郷クボタ遺跡、中屋サワ遺跡では、溝で囲まれた中に建
物などが配置される散居村のような景観が広がる集落が認められる。また、本遺跡南方 1.5kmに ある
16堀 内館跡では、幅 ■5m、 深さlmほ どの大きな堀で囲まれた屋敷地の跡も確認されている。15世
紀以降になると、集落跡である本遺跡、8長池キタノハシ遺跡、11徳用クヤダ遺跡では、掘立柱建物、
竪穴状遺構などの主要遺構が密集した本寸落形態を示し、14世紀頃までみられた散村から集村へと大き

く変わる様相となる。

近世

現在見ることのできる集落は、近世に成立したと考えられる。御経塚集落内 (御経塚遺跡デト地区)

や郷町集落 (徳用クヤダ遺跡)隣接地での発掘調査でも、近世の遺構 。遺物を発見している。また、
乾遺跡や、三日市A遺跡からは、近世前半の墓地跡を確認している。
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母器辞蟄望型
第 4図 遺跡の位置と周辺の遺跡 (S=1/20000)
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第 1‐秦 野々市市と周1辺の遺跡
番号 遺 跡 名 種 別 時 tt

1 チカモリ遺跡 鎌 鱗 1鰊
2 車屋サワ遺跡 集落跡 緯支～中世

鰯 々期 荘園 昔代

4 上粛犀驚跡 1築藷跡 薙函跡 縄文～中遺
5 御揺擦シンデン遺跡

―

御経燃シンテン古墳群
鋤 誡 豫生―tt

る 神経雰違跡 1鰤 縄支～申世

7 長絶ニシケンボ進藤 1鰯 弥養

B 長池キタタ′ヽシ遺跡 集勘 1中世

9 二―H市イン
'ヾ
ナ遵飾 菊翻卜吉墳 鷺支 弥生 古墳 申世

10 痛ケ,ドケ動 桑落誘 弥■ こ敬 申性

徳用 ヤ́ダ遺跡 鰤 古代 中世
12 三日市A遺跡 期 弥坐 1占代 中世
13 三日市4ガシタンボ鷺麟 翻 弥生 古代 中世

14 徹 ジ■身ジャガ鶴 錦 跡 雄 猷

鰤 集密跡 `墓地 緻 ～ 麟

16 掘内鑽跡 鰯 申性

17 景脚 | 墓地・散布地 鮫 ～ 識

18 藤平田チーガシンギデ通鱗 纂落跡 占代 申世
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第 3章 調査の方法 と成果

第 1節 調査区の設定

本調査区は、平成 18。 20。 21年度と年を跨いで発掘調査を実施している。また、調査区域内には既

設農業用道路や耕作地や排水用の生活用水が縦断している。これらの箇所については、発掘調査の対

象から外 したことから、調査区域内に小区画が設定されることとなった。本報告では、小区画毎にア

ルファベットA～ Mの区名を設けて、その呼称を使用して遺跡の概要を紹介する。

第 2節 調査の方法

現地調査は、大型掘削機による表上の除去作業からはじめた。重機による掘削は、遺構面直上まで

とした。重機掘削完了後、人力による作業を実施した。人力による作業は、鋤簾鍬などの道具で遺構

面の検出を行い、その後、移植ゴテなどで遺構を掘削していく。遺構検出及び遺構掘削の作業の中で、

遺跡の様相を把握するため、写真撮影や、遺構平面図・断面図などの作成を同時に行っていった。記

録を完了した遺構については、順次完掘していった。調査区内の遺構完掘後は、清掃作業を行ってから、

空中写真測量及び完掘状態の個別遺構の写真を撮影して調査を完了していった。

整理作業については、野々市市ふるさと歴史館内にある調査整理室で実施した。作業手順は、出土

した遺物を水で洗浄し乾燥させ、乾燥 した遺物に遺跡名や出土した地点などを注記した。注記後、一

部の遺物を実測し、この遺物実測図や現地で表記した遺構実測図を製図トレースした。

これらの作業完了後、遺物の写真を撮影し、調査担当者が原稿執筆、図面・写真のレイアウ ト等を行い、

報告書を刊行した。

第 3節 層序

層序については、第 5図の上層断面模式図を基に説明していく。

1の灰色粘質土は土地区画整理事業以前まで行われていた水田耕作土である。2の橙灰粘質土は、こ

れら耕作土の整地層にあたる。3の暗灰粘質土は、近世から近代までの水田耕作土と考えられる。そ

の下の 4暗灰褐粘質土は古代以前の遺物包含層にあたり、中世の遺構面にも相当すると思われる。そ

の下にある 5黄褐色粘質土は、古代より古い時期の遺構面 (地 山面)である。上記の上層は基本土層

である。場所によっては、3暗灰粘質上の中に間層が入 り、水田耕作と考えられる土層が複数確認で

きる箇所がある。また、 F・ L区の鞍部や M区古墳群周辺では、3暗灰粘質土と4暗灰褐粘質上の間
に黒色粘質土が入る。

1灰色粘質土 (水田耕作土)

2橙灰粘質土 (水田耕作土整地層)

3暗灰粘質土

4暗灰褐粘質土 (遺物包含層)

5黄褐粘質土 (地山)

第 5図 土層断面模式図
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第 4節 遺構

本調査では、竪穴建物跡、掘立柱建物跡、布掘建物跡、土坑、古墳、溝などを確認した。以下、各

個別遣構について説明する。

S11
B区グリッドB-20で見つかった隅丸方形型の竪穴建物である。竪穴の東半分は調査区タトヘと延び
るため、全体の様相はわからないが、竪穴の北西隅と南東隅の角が確認できたことから、一辺約 3m
の小型規模のタイプと想定される。方位はN44° Eである。規模は、北西一南東方が 295 cm、 北東一

南西方が 240 cm以上、深さ 16～ 20 cmを測る。貼床及び柱穴は確認されなかった。壁面際には周溝

が認められる。周溝は、南西隅のコーナーより北西方へ 190 cm、 南東方へ 220 cmにわたって確認で

き、幅 20～ 30 cm、 深さ6～ 8cmを測る。竪穴廃絶後に堆積した土は、12黄褐色ブロック土混り暗

灰褐色粘質土、14灰褐色粘質上、13黄褐色ブロック土混り灰褐色粘質上、11暗灰褐色粘質上の順で、

12～ 14の覆土は床面及び壁際で少しずつ堆積し、残 りは 11が全域に渡って埋まっていく。床面より

約 10 cm上面の暗灰褐色粘質土の覆土からは、甕、高郭などの土器や人頭大の自然石が出上した。

S12
B区グリッドC-20で確認した隅丸方形型の竪穴建物である。竪穴の東側 3分のとは調査区外へと

廷びるため、全体の様オロはわからないが、S11と 同様、一辺約 3.5mの小型規模のタイプと考えられる。
方位はほぼ真北である。規模は、東西方 270 cm以上、南北方が 360 cm、 深さ地山面から20 cm前後

を測る。貼床は確認されなかった。壁面際には周溝が認められるが、南東コーナー付近では確認でき

なかった。周溝は、幅 20～ 28 cm、 深さ5cm前後を測る。竪穴廃絶後に堆積 した土は、5淡灰褐色

粘質土、4灰褐色粘質上、3黄褐色ブロック土混 り暗灰褐色粘質土、1暗灰褐色粘質土の順で、レンズ

状に堆積していった。床面より約 20 cm上面の暗灰褐色粘質土や責褐色ブロック土混 り暗灰褐色粘質

上の覆土からは、奏、壷、高郭などの上器群や人頭大の自然石、炭化材が出上した。出上した土器に

は 6、 7、 13な ど復元可能な一括土器が多く見つかっている。炭化材が出上していることで焼失家屋の

可能性も否定できないが、炭化材の数量が少ないこと、焼土痕跡が認められないことなどから、竪穴

内で発見した遺物などは建物廃絶後の廃棄によるものと考える。建物内部には 7基のピットを確認し

た。 Plは北面壁際にあり、長径 58 cm× 短径 50 cm、 深さが床面から48 cmを測 り、他の穴に比べ

て最も規模が大きい。当該時期の竪穴建物で所見の多い松菊里ピットかもしれない。その他のピットは、

直径 20～ 45 cm、 深さが床面から8～ 16 cmを 測る。深さや配置箇所から、いずれのビットも柱穴と

は考えにくい。

S13
D区グリッドA-23で確認した方形型の竪穴建物である。本調査では南側 3分の 1程の検出しかで
きなかったが、平成 22年度調査で北側の箇所全域を調査できたことで、全容が明らかとなった。 (野々

市市教委 2012)今 回の報告については、平成 22年度調査で明らかになった箇所を含めたものを記述

する。

方位はN44° Wで、規模は北東―南西ラインが 546 cm、 北西―南東ラインが 620 cm、 深さは地山面

から10～ 25 cm、 面積が約 33.5どである。床面には厚さ4～ 12 cmの貼床が施されている。竪穴内部

には 4基の柱穴が認められる。柱穴は円形を基本とし、竪穴各コーナーより約 200 cm中 に入ったとこ

ろに設置している。規模は直径 20～ 40 cm前後、深さは 30～ 60 cmを測る。壁面際を巡る周滞は、

南西復1で一部途切れるが、基本的には全周していたと思われる。周溝の大きさは、幅 15～ 25 cm、 深

さ床面から5～ 8cmを測る。
また、竪穴南東側壁面中央部からは長径 40 cm、 短径 32 cm、 床面からの深さ59 cmの Plを検出した。
このPlの北西と南東部には幅約 8cm、 高さ3～ 5cmの上手状の高まりを設けている。竪穴廃絶後
の堆積土は、11暗灰褐色粘質土、10灰黄褐色粘質上の順で、レンズ状に堆積している。

なお、 S13は 一度大きな改4象を加えている。前述した内容は改修後のプランである。改修前の竪
穴も方形型で、規模は北東―南西ラインが 445 cm、 北西―南東ラインが 420 cm、 深さは遺構面から
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28～ 38 cm、 面積は約 18.7だである。床面には厚さ4～ 12 cmの貼床が施されている。内部には 4基
の柱穴が認められる。柱穴はほぼ円形を呈し、各コーナーから 160 cm前後、中に入ったところに設置
している。柱穴の大きさは直径約 20 cm、 深さ 35～ 65 cmを測る。ところで、第 13図では南東側し
か図示していないが、壁面周囲には周溝が全周していたことがわかっている。溝幅は 15～ 19 cm、 深
さは床面から3～ 5cmである。また、改修後のプランと同様、南東狽1壁面中央部で長径 50 cm、 短径
29 cm、 床面からの深さ29 cmの P2を確認した。 P2の周囲には、幅 12～ 20 cm、 高さ5～ 8cmの
上手状の高まりが、この穴を囲むように構築されている。

S14
D区グリッドB-23で 確認 した方形型の竪穴建物である。竪穴の南束側 3分の 1は調査区外へと
廷びるため、全体の詳細な様相はわからない。方位はN56° Wである。規模は北東 ―南西ラインが
415 cm、 北西―南東ラインが 470 cm以 上の長方形プランとなり、深さは地山面から5～ 10 cm被 と
浅い。貼床は確認されなかった。壁面際には周溝が認められる。大きさは幅 23～ 35 cm、 深さは床面
から5cm前後を測る。竪穴廃絶後に堆積した土は、2灰黄褐色粘質土、1暗灰褐色粘質土が順に堆積
している。1及び 2の覆土からは、奏などの上器片や自然石などが点在 して埋まっていた。竪穴中央
部には、柱穴の可能性をもつ長径 35 cm× 短径 20 cm、 深さ床面より約 40 cmの Plが存在する。

S15
DttB o C-25で 見つかった五角形の大型竪穴建物である。竪穴とその周辺には中世集落の中心箇
所であった。そのため、当該時期の柱穴や竪穴状遺構、井戸、溝などの遺構が錯綜して掘られていた

ことから、 S15の 遺存状態はよいとはいえない。規模は、最大径約 11.lm、 深さ地山面から25～
cmを測る。床面には厚さ約 5cmの貼床が全面に施されていた。壁面際には幅 35～ 50 cm、 床面から
の深さ7～ 10cmの周溝が認められる。竪穴廃絶後に堆積した土は、3灰褐色粘質土、2暗灰褐色粘質土、
1灰褐色粘質上の順で、レンズ状に堆積していった。壁面際の床面直上より、28。 31・ 44な どの完形
に近い奏や高琢が見つかっている。土器祭祀に伴うものかもしれない。建物内部には主柱穴と目され

る 1～ 5と 、その間に掘 られた支柱穴 6～ 10の ピットを検出した。 Plは長辺 60 cm、 短辺 45 cm、
最深部床面より41 cmを 測る。深さ床面より19 cmのテラスが設けられている。 P2は長辺 76 cm、
短辺 61 cm、 最深部床面より36 cmを 測る。ピット1と 同様、床面より深さ 25 cmの テラスが存在
する。 P3は長辺 83 cm、 短辺 60 cmの楕円形をし、最深部床面より69 cmを 測る。床面からの深
さ44 cmの テラスが認められる。 P4は直径 52 cmの円形をし、最深部床面より45 cmを測る。床面
からの深さ22 cmの三日月型のテラスが存在する。一部中世のピットに切られている。 P5は、長辺
80 cm、 短辺 55 cm、 深さ床面から39 cmを測る。 P6は直径 45 cm、 深さ床面より23 cmを測 り、北
側の一部は中世のピットに切 られている。P7は長辺 69 cm、 短辺 61 cm、 深さ床面から32 cmを測
る。一部中世のピットに切られている。P8は直径 38 cmの円形ピットで、床面より30 cmの深さをも
つ。 P9は長辺 40 cm、 短辺 35 cm、 深さ床面から17 cmを 測る。 P10は、長辺 38 cm、 短辺 34 cm、
深さ床面から30 cmを測る。各主柱穴と支柱穴の長さは以下のとお りである。 Pl― P6 225 cm、
P6-P2 175 cm、 P2-P7 180 cm、 P7-P3 210 cm、 P3-P8 270 cm、 P8-P4
185 cm、 P4-P9 165 cm、 P9-P5 260 cm、 P5-P10 170cm、 P10-P1 275 cln。
また、竪穴中央付近には一回り大きな P ll、 P12が存在する。 P llは 南北に長い楕円形をしてお
り、長辺 121 cm、 短辺 80 cm、 床面からの深さ48 cmを測る。穴内部の北半には、深さ床面から7cm
程の三日月型のテラスが設けられている。 P12は、2基の大きなピットが連なる形状をしている。 (P
12-a、 P12-b)北 側は中世のピットによって切られている。長辺 138 cm、 短辺 100 cm、 P12
-aの深さは床面より46 cm、 P12-bの 深さは床面より40 cmを測る。 P llと P12は規模や配置
状況などから、松菊里ピットと考えられる。

S16
D区グリッドD・ E-23で確認した五角形の竪穴建物である。竪穴の西側端部は調査区タトヘ、南端
は中世溝 S D 15に 切られているため、全容は明らかではない。規模は、最大径約 7.5m、 深さ地山面
から 18～ 23 cmを 測る。床面には厚さ3cm前後の貼床が全面に施されていた。壁面際には幅 28～
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38 cm、 床面からの深さ6cm前後の周溝が認められる。竪穴廃絶後に堆積した土は、大略的に 3灰責
褐色粘質土、2灰褐色粘質上、1暗灰掲色粘質土の順で、レンズ状に堆積 していった。1及び 2の覆土

からは、奏などの土器片が散在 して埋まっていた。土器の出土状況は竪穴の南東部に集中している。

出土土器はいずれも破片で、完形品や一個体となるものはない。

竪穴内部には複数のピットが存在するが、柱穴となるのはPl～ P5で ある。 Plは長辺 55 cm、
短辺 44 cm、 最深部床面より30 cmを 測る。穴内には 3個の三日月型をしたテラスがある。床面か

らの深さは、北側が 15 cm、 西側が 7cm、 南側が 25 cmで ある。P2は 2基並ぶようにして存在す
る。北側のP2-aは 、長径 48 cm、 最深部床面より26 cmを 測り、穴内の南側には床面からの深
さ17 cmを 測るテラスが存在する。もう一方のP2-bは 、長辺 51 cm、 短辺 38 cmの 精円形をし、
穴内には中央にテラスがあって、その両側に小ピットが存在する。両側の小ピットの深さは床面か

ら39 cmと 22 cmで ある。P3は北西側に中世と思われるピットと接している。長径 70 cm、 短径
62 cm、 最深部は床面から38 cmを測る。穴内の北側には床面からの深さ21 cmを 測るテラスが 1基

存在する。P4は半分が調査区外となる。直径 71 cm、 床面からの最深部は 32 cmである。穴内には
床面からの深さ20 cmのテラスが存在する。P5は長径 66 cm、 短径 52 cm、 床面からの深さ49 cmで、
南東側に細いテラスが存在する。深さは床面から18 cmを 測る。竪穴中央部には不定形な土坑状遺構

の中にP6が存在する。不定形な土坑の規模は、長辺 172 cm、 短辺 128 cm、 深さ床面から14 cmで
ある。P6は長径 58 cm、 短径 50 cm、 深さが床面から51 cmと なる。これらの他にも竪穴内には大
小のピット状遺構が複数検出されているが、いずれも中世以降のものと考えられる。

S17
D区グリッドF-23で確認した隅丸方形型の竪穴建物である。方位はN27° Wである。大きさは北
東―南西ラインが 610 cm、 北西―南東ラインが 680 cmの長方形プランとなり、深さは地山面から32

～ 35 cmである。貼床は厚さ 3～ 5cmで、全面に施されていた。壁面際には周溝が認められた。大き
さは幅 20～ 32 cm、 深さは床面から5cm前後を測る。竪穴廃絶後に堆積 した土は、4責灰褐色粘質
土、3黒灰褐色粘質上、4再び黄灰褐色粘質上、2灰褐色粘質土、1黒灰色粘質土がレンズ状に堆積 し

ている。1及び 2の覆土からは土器片や玉製品の素材となる緑色凝灰岩などが出土 したが、総体的に

は少ない。そのような中、北西部壁面際から94小奏の完形品が見つかった。竪穴廃絶後の祭祀土器と

思われる。柱穴はPl～ P4の 4本柱である。Plは長径 75 cm、 短径 62 cm、 深さは床面から46 cm
である。 P2は、長径 75 cm、 短径 62 cmの楕円形をし、深さは床面から55 cmを 測る。 P3は長径
80 cm、 短径 63 cmの楕円形をし、深さは床面から53 cmを測る。P4は略円形で、直径 80 cm、 深さ
床面から64 cmを測る。P5は松菊里ピットと思われる。長径 80 cm、 短径 70 cmを し、深さは床面
から32 cmを測る。

S17は 一度大きな改修を経て拡張している。前述した記載は改修後のものである。改修前の大き
さは、北東―南西ラインが 500 cm、 北西―南東ラインが 594 cmの隅九長方形プランとなり、壁面際

には周溝が巡る。周溝の大きさは幅が 18～ 30 cm、 深さは床面より5cmを 測る。柱穴の地点は改修

後の場所と変わってはいない。また、竪穴内部と周辺には大小様々なピットが見られるが、中世以降

の遺構と考えられる。

S18
C区グリッドJ-22で確認した隅丸方形型の竪穴建物である。西側 4分の 1ほ どは調査区外となる
ため、全容は明らかではない。方位はN52° Wである。大きさは北東―南西ラインが 763 cm、 北西―

南東ラインが 686 cmの長方形プランとなり、深さは遺構面から45～ 52 cmで ある。貼床は厚さ 5～

10 cmで、全面に施されていた。壁面際には周溝が認められた。大きさは幅 20～ 35 cm、 深さは床面

から7～ 15 cmを 測る。竪穴廃絶後に堆積 した主要な土は、11灰黄色粘質土、9暗灰褐色粘質土、8

灰褐色粘質上、7黒灰色粘質土で、レンズ状に堆積 している。7及び 8の覆土からは多量の土器片や

自然石が埋まっていた。ほとんどの土器は廃棄による破片であったが、101な どのように一個体のう

ち半分以上残存するものも見受けられた。柱穴はPl～ P4の 4本柱である。 Plは長径 61 cm、 短
径 40 cmの楕円形で、深さは床面から32 cmで ある。北西側に床面からの深さ 29 cmの テラスがあ

る。 P2は、長径 42 cm、 短径 35 cm、 深さは床面から27 cmを測る。P3は長径 40 cm、 短径 36 cm
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の略円形をし、深さは床面から33 cmを測る。 P4は西半分が調査区外 となる。大きさは 48 cm×
28 cm以上、深さ床面から24 cmを測る。この柱穴以外に、方形の上坑状遺構の中にあるP5と P6、
竪穴のほぼ中央に位置するP7と P8が竪穴建物に付随する遺構 と思われる。 P5長径 77 cm、 短径
59 cm、 深さは床面から42 cmを測る。P6は長径 74 cm、 短径 54 cmの楕円形をし、深さは床面から
38 cmを測る。両ピットを囲うように掘られている長方形の土坑状遺構は長辺 158 cm、 短辺 98 cm、

床面からの深さ15 cmで ある。S18の ほぼ中央にあるP7は直径約 50 cmの 略円形をしており、深
さは床面から7cmである。

S19
E区グリッドD・ E-28で確認した竪穴建物である。竪穴の平面プランから多角形型になると思わ
れるが、3分の 2以上は調査区外へと延びるため、詳細な様相は不明である。また、本竪穴建物の中
央部には中世溝 S D 21カ S東西方向に横断し、竪穴北東部では後世の削平などで明確な平面プランを抽

出することができなかったため、全般的な遺存状態はよくない。大きさは最大辺 820 cm、 深さは遺構

面から25 cmで あるが、地山面からは 10 cm前後となる。床面には厚さ 1～ 3cmの貼床が施されて
いたようであるが、検出した竪穴のなかで南側の一部でしか確認できなかった。周溝も南から南西方

にかけてのみ確認できた。長さ370 cm、 幅 30 cm、 深さ床面から7cmであった。竪穴廃絶後に堆積
した主要な土は、6淡灰褐色粘質土、5暗灰掲色粘質土、9黒灰褐色粘質土で、レンズ状に堆積してい

る。5及び 6の覆土からは、奏などの上器片が出土したが総体的に少ない。Plと P2は柱穴になる。
Plはテラスを有した不定形なプランで、長辺 70 cm以上、短辺 40 cm、 床面からの深さがテラスで
15 cm、 最深部で 24 cmを 測る。P2は長径 77 cm、 短径 62 cmの精円形をしており、内部で 2ヶ所の
小穴に分かれる。床面からの深さは北西側の穴が 38 cm、 南東側の穴が 47 cm、 穴と穴の間のテラス

が 19 cmを 浪よる。

S110
E区グリッドE-29で確認した方形型の竪穴建物である。北西側 5分の 1ほ どは調査区外となるた
め、全容は明らかではない。また、中世滞 S D 25と 26が竪穴内を横断するように走っているため、
遺存状態もよくない。方位はN47° Wである。大きさは北東―南西ラインが 540 cm以上、北西―南東
ラインが 595 cmで、深さは遺構面から25 cm、 地山面から 10 cm前後である。貼床は存在していたか

もしれないが、ほとんど確認できなかった。壁面際には周溝が認められた。大きさは幅 18～ 25 cm、

深さは床面から7cm前後を測る。竪穴廃絶後に堆積 した主要な土は、9淡灰褐色粘質土、8暗灰褐色
粘質土、の順でレンズ状に堆積している。出土遺物の数量は、他の竪穴建物と比較すると極めて少な

い。柱穴はPl～ P4に あたる。4本柱により構築されていたと考えられるが、北西側の柱穴は調査
区外に存在すると思われ、構造はわからない。 P2と P3は隣接 しており、建替えの際に掘 り直され
たためと考えられる。ただし、前後関係はわからない。 Plは テラスを有した不定形プランである。
長辺 73 cm、 短辺 38 cmで、床面からの深さはテラスが 18 cm、 最深部で 40 cmを測る。 P2は、一
辺 35 cmの隅丸方形をしており、深さは床面から33 cmを測る。 P3も 一辺 38 cmの略隅丸方形をし、
深さは床面から26 cmを 測る。 P4は長径 54 cm、 短径 43 cmの楕円形をしており、深さは床面から
24 cmを測る。この柱穴以外に、 P5が竪穴建物に付随するピット状遺構になると考えられる。 P5
は長径 65 cm、 短径 40 cm、 深さは床面から33 cmを測る。

S111
F区グリッドG-31で確認した竪穴建物である。方位はN48° Wである。プランは方形型であるが、
北西の面と南東の面の長さは若干相違するため、実際は台形の形状をする。北西面の長さは 560 cm、

南東面の長さは 652 cm、 北西―南東ラインが 647 cmで、深さは地山面から20 cm前後である。最大

厚 10 cmの貼床が竪穴全面に施されていたが、顕著な叩き占めはしておらず、竪穴廃絶時の堆積覆土

と見間違えてしまった。壁面際には周溝が認められた。大きさは幅 25～ 35 cm、 深さは床面から5cm
前後を測る。竪穴廃絶後に堆積 した主要な土は、5暗灰褐色粘質土の 1層のみである。柱穴は確認す
ることができず、ピット状遺構については、南東側壁面際の中央部にPlを検出したにすぎなかった。
Plは直径 90 cmの略円形で、床面から30 cmの深さをもつ。出土遺物は土器片が見つかっているが、
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数は少ない。

S112
G区グリッドE-25で確認した竪穴建物である。方位はN12° Eである。プランは隅丸方形型で、

北側は中世溝 S D 16に切られてお り、全容は明らかではない。大きさは北西一南東ラインが 486 cm、

北東一南西ラインが414cm以上、深さは地山面から30cm前後である。床面全域に貼床が施されていた。

貼床の厚さは 5～ 8cmを 測る。北西側と南西側の壁面際には、幅約 30 cm、 深さ床面から3～ 8cm

の周溝が巡る。竪穴廃絶後に堆積 した主要な土は、5淡灰褐色粘質土、4淡暗黄褐色粘質土、3褐灰

色粘質土、2暗褐灰色粘質上の順で、時間をかけて徐々に堆積 していったようである。柱穴はPl～

4の 4本柱で構成されている。 Plは長径 62 cm、 短径 50 cmの楕円形をし、床面からの深さ 48 cm

を測る。 P2は長径 72 cm、 短径 49 cmの 楕円形をし、床面からの深さは 43 cmで ある。 P3は長径

75 cm、 短径 65 cm、 深さは床面から54 cmを測る。P4は S D 16に一部切 られており、全体の形状

は不明である。長径 69 cm、 短径 52 cm、 穴内には一段のテラスが見られる。床面からの深さは、テ

ラスが 23 cm、 最深部が 49 cmで ある。

S113
G区グリッドE-25の S112に西に隣接 した竪穴建物である。方位はN58° Wである。プランは

隅丸方形型で、北側の一部は中世溝 S D 16に切られており、全容は明らかではない。大きさは北西―

南東ラインが 314 cm、 北東一南西ラインが 458 cm以上、深さは地山面から 15 cm前後である。床面

上に多 く見られる貼床は、施されていなかった。南東側と南西側では途切れるが、壁面際には、幅約

15～ 25 cm、 深さ床面から6～ 12 cmの周溝が巡る。竪穴廃絶後に堆積 した主要な土は、3暗灰黄色

粘質土、2灰褐色粘質土、1褐色粘質上の順であるが、堆積上のほとんどは 1褐色粘質土である。

柱穴はPl・ 2の 2本柱で構成されている。Plは直径 65 cmの略円形をし、床面からの深さ49 cm

を浪↓る。P2は長径 38 cm、 短径 28 cmの楕円形をし、床面からの深さは 44 cmで ある。

S114
」区グリッドG・ H-29で確認した竪穴建物である。土層断面等の観察から、当初は五角形プラン

であったものが、隅丸方形型に縮小 して改修したことがわかっている。隅丸方形型における方位はN

43° Wである。竪穴内には中世溝 S D 26が横断し、中世土坑 S K llと 切 りあったりしており、遺存状

態はあまりよくない。大きさは五角形型で最大長 774 cm、 隅九方形型で北西一南東ラインが 638 cm、

北東一南西ラインが 590 cmで、地山面からの深さが 28～ 32 cmを測る。貼床は中央部の一角で、一

部確認することができた。五角形型及び、隅丸方形型でも壁面際には周溝が全周している。幅は、五

角形型が 20～ 45 cm、 隅丸方形型が 8～ 18 cm、 深さは床面より5～ 15 cmを測る。

隅九方形型竪穴の廃絶後に堆積 した主要な土は、8褐灰色粘質土、7暗灰褐色粘質土、6暗褐色粘質

上の順である。五角形型竪穴の廃絶後に堆積 した主要な土は、16淡褐色粘質土、20掲色粘質土、22

褐灰色粘質土がある。

柱穴は三角形型がPl～ P5の 5本柱、隅丸方形型はP2・ P3・ P6。 P7の 4本柱で構成されて

いる。 Plは直径 42 cmの 略円形をし、床面からの深さ63 cmを 測る。 P2は直径 45 cmの 円形を

し、床面からの深さは 53 cmで ある。 P3は S D 26に 切られているため、全体の形状は不明である。

長径 48 cm、 短径 38 cm、 床面からの深さ52 cmを測る。P4は長径 44 cm、 短径 32 cm、 床面からの

深さは 53 cmである。P5は直径 40 cmの略円形をし、床面からの深さは 42 cmで ある。 P6は長径

42 cm、 短径 33 cm、 床面からの深さ 34 cmを測る。P7は長径 45 cm、 短径 40 cmで、床面からの深

さは 38 cmである。

S115
1区 グリッドI-28・ 29で確認した方形型の竪穴建物で、方位はN5° Wである。北東側の一部に

は中世竪穴状遺構 S129に切られており、一部削平を受けている。大きさは、南北ラインが 635 cm、

東西ラインが 658 cmと ほぼ正方形のプランとなり、深さは地山面から25～ 35 cmである。貼床は厚

さ5cm前後で、全面に施されていた。壁面際には、幅 20～ 32 cm、 深さは床面から 10 cm前後の周
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溝が全周する。竪穴廃絶後に堆積した主要な土の順番は、8灰責褐色粘質上、7暗灰褐色粘質土、5黒

色粘質土、4黒灰色粘質土で、徐々に堆積していったようである。前述した堆積土からは、土器を主

体とした遺物が多く見つかっている。中でも竪穴南面西寄りの壁際で見つかった 144布留式奏と150

東海系パレスタイプの壷は、両者とも完形品で祭祀土器と考えられる。この他にも竪穴中央部南寄り

で 140奏、中央部西寄りで 145甕が一個体分つぶれた状態で出上している。柱穴はPl～ 4の 4本柱
で構成されている。Plは北東部に中世のピットと切りあっている。長径 40 cm、 短径 37 cm、 床面
からの深さ40 cmを 測る。P2は長径 43 cm、 短径 28 cmの楕円形をし、穴内には床面からの深さ
8cmの三日月型テラスがある。穴の最深部は床面から25 cmで ある。P3は長径 32 cm、 短径 26 cm
の精円形である。深さは床面から27 cmを 測る。P4は中央のテラスを挟んで 2基の小穴を確認した。
2基の小穴は、竪穴改修の際、柱の位置を変えて使用した痕跡と思われる。ただし、前後関係はわか

らない。長辺 73 cm、 短径は北西側ピットで 42 cm、 南東側ピットで 36 cm、 深さは北西側ピットが

45 cm、 南東側ピットが 42 cmである。南側壁面際には大型のP5が存在する。プランは隅丸方形をし、
内部には2段のテラスがある。穴の大きさは、長辺 95 cm、 短辺 84 cm、 床面からの深さは29 cmを

測る。P5の周囲には、S13と 同様、P5を囲むかのように幅約 15 cm、 高さ5cmほ どの上手状遺
構を巡らせている。

S116
1区グリッドI-27で確認した隅丸方形型の竪穴建物である。南東側 3分の 2以上は調査区外へと
延びるため詳細な様相はわからない。方位はN66° Wである。北東―南西ラインが 360 cm以上、北西
―南東ラインが 210 cm以上、深さは遺構面から30 cmである。貼床は厚さ5cm前後で、全面に施さ
れていた。壁面際には、幅 20～ 30 cm、 深さは床面から7cm前後の周溝が巡る。竪穴廃絶後に堆積
した主要な土は、■ 暗褐色粘質土、9暗灰褐色粘質土、10灰褐色粘質土、4黒灰色粘質上の順である。

前述した堆積土からは、土器を主体とした遺物見つかっている。竪穴内部でPlを検出した。Plは、
長径 45 cm、 短径 27 cm、 床面からの深さ8cmを測る。Plは深度が浅いことから、柱穴とは考えに
くい。

S117
B区グリッドE-20で確認した隅丸長方形型の竪穴状遺構である。後述するS118と は切 りあっ
ており、土層断面の観察からS117の方が新しいことがわかっている。方位はほぼ真北を向く。大き
さは南北ラインが 470 cm、 東西ラインが 380 cm、 地山面からの深さは 23～ 28 cmを 測る。床面上に

は断片的であるが、貼床が施されていた。貼床の厚さは約 10 cmを 測る。また、土層断面の観察から、

竪穴内で改修を行った形跡が認められた。この断面状況から、この遺構はA～ Cの 3基の小規模な竪

穴の集合体になる可能性がある。Aの規模は約 200 cm四方の正方形型、 Bは約 200× 150 cmの長方

形型、 Cは約 200× 400 cmの長方形型となる。A～ Cの堆積した主要な土は、Aが 4灰褐色粘質土、
3黄褐色ブロック土混り灰褐色粘質土、 Bは 2黄褐色ブロック土混 り褐灰色粘質土、1褐灰色粘質土、

Cは 3黄褐色ブロック土混り灰褐色粘質土、4灰褐色粘質上である。

S118
B区グリッドE-20で確認した隅丸正方形型の竪穴状遺構である。前述した S117と は切 り合っ
ており、土層断面の観察からS118が古いことが判明している。方位はほぼ真北を向く。大きさは南
北ラインが 258 cm、 東西ラインが 240 cm、 地山面からの深さ20～ 24 cmを測る。貼床は確認されて

いない。堆積した主要な土は、2黄褐色ブロック土混り褐灰色粘質土、1褐灰色粘質上、4灰褐色粘質

上の順呑であるが、3黄褐色ブロック土混 り灰褐色粘質土を有した土坑状遺構が S118内で掘削し直
されている。また、 S B 20の 柱穴が本竪穴のコーナー四隅に配置していることから、 S118は SB
20の内部に取 り付 く遺構と考えられる。
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S119
D区グリッドC-25で確認した東西に長い略長方形型の竪穴状遺構である。弥生時代の竪穴建物 S
15内 に所在する。方位はN6° Eである。長辺 250 cm、 短辺 225 cm、 深さは約 10 cmである。貼床
は確認されていない。穴内からは 39珠洲焼壺や 342珠洲焼橋鉢、553鉄製刀子などの陶磁器片や鉄製
品が散在 して見つかった。覆土は 2汎大量混 り暗灰褐色粘質土、1炭混 り暗灰褐色粘質上の順に堆積
するが、土層の様相と遺物の出土状況から、本遺構の覆土は炭化物と一緒に前述 した遺物を意図的に

廃棄したものと考える。

S 1 20

D区グリッドB-25で確認した方形型の竪穴状遺構である。弥生時代の竪穴建物 S15内 に所在す
る。方位はN64° Wである。長辺 275cm、 短辺 260cm、 深さは約 10cmである。貼床は確認されていない。
遺構内とその周 りには大小様々なピット状遺構が複数存在する。 Plは、弥生竪穴建物 S15の 支柱
穴であることが判明しており、その他は中世以降のものと思われる。ただし、これらのピットが SI
20に付随するかはわからない。

S121
D区グリッドD-23で確認した方形型の竪穴状遺構である。方位はN3° Wであるが、ほぼ真北に
近い。本遺構の南西隅は弥生時代の竪穴建物 S16と 切 りあい、東側は調査区外へと延びるため、全
容は明らかでない。南北 244 cm、 東西 120 cm以上、深さは地山面から約 7～ 8cmである。貼床は確
認されていない。遺構内に 2基のピットを検出しており、 Plは中世掘立柱建物 S B 27の柱穴である
ことが半J明 している。ただし、この建物と本遺構が同時併存するかは不明である。

S 1 22

G区グリッドE-25で確認した方形型の竪穴状遺構である。方位はN2° Eであるが、ほぼ真北に近
い。 SK9と は切 り合ってお り、平面検出の観察から本遺構が新 しいことが判明した。南北 214 cm、
東西 414 cm、 深さは地山面から28～ 42 cmで ある。貼床は確認されていない。主要な堆積覆土は、6

褐灰色粘質上、5暗灰色粘質土、3暗灰褐色粘質上の順番で埋まり、覆上の堆積状況及び平面プランの

構造から、Aと Bに分かれると思われる。Aの大きさは、南北 170 cm、 東西長 60 cmの正方形型、B
の大きさは南北 213 cm、 東西 260 cmの長方形型となる。なお、A・ B両遺構の新旧関係については、
土層観察してもわからなかった。竪穴北壁面に接するPl及びP2は 中世掘立柱建物 S B 28の柱穴に
あたる。 S122は、 S B 28の柱穴と柱穴の間に配置されてお り、この建物の方位とほぼ同じ軸であ
ることから、本遺構はS B 28の建物内に取 り込まれて併存したと考えられる。

S 1 23

G区グリッドE-24で確認した方形型の竪穴状遺構である。方位はN2° Eであるが、ほぼ真北に
近い。大きさは南北 216 cm、 東西 196 cm、 深さは地山面から40 cm前後を測る。貼床は確認されて
いない。竪穴廃絶後に堆積する主要な覆土は、16暗灰色粘質上、15褐灰色粘質土、14淡責色粘質土、

6灰責色粘質土、5暗灰褐色粘質土、4暗褐灰色粘質土である。堆積状況は、北西側から順に埋まって
いっており、人為的に土を入れた可能性がある。また、北西部を除くコーナーにはピット状遺構 (P
l～ P3)が見られる。Plは長径 65 cm、 短径 50 cm、 地山面からの深さ69 cmで ある。P2は長径
78 cm、 短径 52 cm、 地山面からの深さ54 cmである。P3は長径 38 cm、 短径 30 cm、 地山面からの
深さ50 cmである。これらのピットは、本遺構に敷設する建物などの柱穴になる可能性があるが、決

め手に欠ける。

S 1 24

G区グリッドF-25で確認した長方形型の竪穴状遺構である。方位はN2° Wであるが、ほぼ真北
に近い。大きさは南北 250 cm、 東西 680 cm、 深さは地山面から 17～ 23 cmを測る。貼床は確認され

ていない。竪穴廃絶後に堆積する主要な覆土は、16褐灰色粘質土、9暗灰色粘質土、5暗褐色粘質土、
15褐灰色粘質土である。覆上の堆積状況及び平面プランの構造から、A～ Dの 4基の小規模な竪穴の
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集合体になる可能性がある。Aの大きさは南北 230 cm、 東西 220 cmの 正方形型、 Bは南北 225 cm、
東西 145 cmの長方形型、 Cは南北 。東西 240 cmの正方形型、 Dは北東―南西 140 cm、 北西―南東
180 cmの 長方形型となる。A～ Cは同一方向となるが、Dは N22° Wと大きく西方に傾く。土層断面
の観察から、D→ A及びC→ Bの順番で造り替えがなされたようである。本遺構内には複数のピット
状遺構がみられる。Pと はCの北側壁面際に掘られた穴で、長辺 103 cm、 短辺 88 cm、 深さ地山面か
ら46 cmの深さをもつ。この穴の性格はわからない。P2～ 4は中世掘立柱建物S B 33の 柱穴にあた
る。柱穴の位置関係から、Bの竪穴状遺構と併存する可能性がある。

S 1 25

D区 グリッドH-26で 確認した方形型の竪穴状遺構である。方位はN28° Wである。本遺構の西側
は調査区外へと延びるため、全容は明らかでない。南北ライン 210 cm、 東西 200 cm以上、深さは遺

構面から24～ 30 cm、 地山面からは 6～ 15 cmである。貼床は床全面に施されていた。厚さは3cm
前後である。竪穴廃絶時に堆積する覆土は、8責褐色ブロック土混 り黒灰色粘質土、6黒灰色粘質土、
5暗灰褐色粘質土の 3層がレンズ状に埋まっていった。本遺構内から、2基のピットとテラスを確認し
た。ピットについては、中世の時期と考えているが、本遺構に伴うものかはわからない。テラスは北

側に存在する。深さは地山面から6cmを測る。

S 1 26

H区グリッドH-25で 確認した略方形型の竪穴状遺構である。方位はN5° Wである。大きさは南
北 200 cm、 東西 189 cmの ほぼ正方形に近いプランである。深さは地山面から 17 cmを 測る。貼床は

確認されていない。竪穴廃絶後に堆積する主要な覆土の順は、4暗灰色粘質土、3褐灰色粘質土、2暗

灰褐色粘質土、1暗灰色粘質上で、徐々に埋まっていったようである。

S 1 27

H区グリッド」-24で確認した略方形型の竪穴状遺構である。方位はN23° Wである。大きさは
北東一南西が 220 cm、 北西 ―南東が 206 cmと ほぼ正方形に近いプランである。深さは地山面から

15 cm前後を測る。貼床は確認されていない。竪穴廃絶後に堆積する主要な覆土は、3暗灰褐色粘質土
1層である。北西側に畝溝の遺構がみられる。溝は土層断面の観察から、本遺構廃絶後に掘られたこ

とが半J明 した。このS127を取り込むようにS B 15が建っている。また、S127と S B 15の主軸
が同じであることから、両遺構は併存した関係であったと考えられる。

S 1 28

1区グリッドI-27・ 28で確認した方形型の竪穴状遺構である。方位はN7° Eである。大きさは
南北ライン 356 cm、 東西 368 cmと ほぼ正方形に近い。深さは地山面から 12～ 18 cmである。貼床

は床全面に施されていた。厚さは 3cm前後である。竪穴廃絶時に堆積する覆土は、4黄褐色ブロック
土混り灰褐色粘質土、3石礫・黄褐色ブロック土混り灰褐色粘質土、2灰褐色粘質土、1橙褐粒土混 り
灰褐色粘質上の順である。本遺構内からは複数のピット状遺構を確認した。ピットについては、中央

を南北方向に並ぶPl～ P3は中世掘立柱建物の柱穴の可能性があるが、本竪穴状遺構と併存するか
はわからない。 Plは長径 38 cm、 短径 25 cm、 地山面からの深さ 36 cmを測る。 P2は 2基の穴が
併合 したものである。南北辺 54 cm、 東西辺 40 cm、 地山面からの最深部 44 cmである。 P3は直径
52 cmの略円形をしたピットで、穴内には地山面からの深さ48 cmの テラスがある。地山面からの最

深部は 64 cmを測る。

S 1 29

1区グリッドI-28で確認した方形型の竪穴状遺構である。古墳時代初頭の竪穴建物 S115と 切
り合い、北側は調査区外へと延びるため詳細な様相はわからない。方位はN6° Eである。大きさは南
北ライン303 cm以上、東西 252 cmと 南北に長い長方形プランである。深さは地山面から30～ 35 cm

である。貼床は床及び壁面全域に渡って施されていた。厚さは 3cm前後である。竪穴廃絶時に堆積す
る覆土は、1暗灰褐色粘質土、5黄褐色ブロック土混り灰褐色粘質土、2黄褐色ブロック土混 り暗灰褐
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色粘質上、4黄灰褐色粘質土が北側から交互に堆積 している。土層の状況から北側の方から人為的に

埋めたものと解釈する。本遺構内からは複数のピット状遺構を確認した。 Plは古墳時代初頭の竪穴
建物 S115の柱穴であることが明らかになっており、その他は中世時期のピットであると思われる。
ただし、これらの遺構が本竪穴状遺構 と併存するかはわからない。

S 1 30

K区グリッド」-28で確認した方形型の竪穴状遺構である。西側壁面際に、畝溝 4の溝 1条が走っ
ており、本遺構の詳細な規模などはわからない。方位はN7° Wである。大きさは南北 210 cm、 東西が
234 cmと ほぼ正方形に近いプランである。深さは地山面から 10～ 13 cmを測る。貼床は確認されて

いない。本遺構の中にはPlが存在する。 Plは中世掘立柱建物 S B 41の北西端の柱穴になるが、両
遺構が併存する関係かはわからない。

S131
K区グリッド」・K-28で 確認した長方形型の竪穴状遺構である。方位はN7° Eである。大きさ
は南北 454 cm、 東西が 240 cm、 深さは地山面から28～ 47 cmを測る。貼床は確認されていない。竪

穴廃絶後に堆積する主要な覆土の順は、6褐灰色粘質土、14褐灰色粘質上、13褐灰色粘質上、10褐色

粘質土、9褐色粘質土、8灰褐色粘質土、5灰褐色粘質土である。全般的に北側から流れ込むような堆

積状況をしており、人為的に埋めた可能性がある。この竪穴は、覆上の堆積状況及び平面プランの構

造から、A～ Cの 3基の小規模な竪穴の集合体になると思われる。北側のAの大きさは南北 160 cm、

東西 180 cmの長方形型、中央部のBは南北 160 cm、 東西 240 cmの長方形型、 Cは南北 130 cm、 東

西 250 cmの長方形型となる。土層断面の観察からBが最も古く、その後にA及びCが造 り替えされた

ようである。本遺構内と周辺には複数のピット状遺構がみられる。Pl・ P3・ P4。 P6は S B 42、
P2・ P5は S B 41の 柱穴となる。この柱穴とS131の A～ Cの位置関係から、S131-Bと SB
41、 S131-A・ Cと S B 42と はセットで併存すると考えたい。

S 1 32

K区グリッドK-28で確認した方形型の竪穴状遺構である。方位はN3° Eである。大きさは南北
188 cm、 東西が 154 cmと ほぼ正方形に近いプランで、深さは地山面から24 cmを測る。貼床は確認

されていない。後述するS133と は切 り合っており、平面検出の観察から本遺構が新しいことがわかっ
た。また、本遺構を取 り込むように建っている S B 42と は同じ施設として併存すると思われる。

S 1 33

K区グリッドK-28で確認した方形型の竪穴状遺構である。方位はN3° Eと 前述した S132と 同
方向である。大きさは南北 258 cm、 東西が 294 cm、 深さは地山面から27 cmを 測る。貼床は確認さ

れていない。前述したようにS133と は切り合っており、本遺構が古いことが判明している。竪穴廃
絶後に堆積する主要な覆土の順は、4暗褐色粘質土、3褐灰色粘質土、2淡黄色粘質土である。なお、

本遺構の内外に掘られているPl～ P4は S B 42の柱穴である。

S 1 34

K区グリッドK-28で確認した方形型の竪穴状遺構である。本遺構の南西側の半分以上は調査区外
へと延び、検出できた箇所の東側にはS133が切 り合っているため、全体の様相はわからない。方位
はN5° Eで、前述した S133と は平面検出の観察から、本遺構が古いことがわかった。現状でわか
る大きさは、南北 330 cm以上、東西 270 cm以上、深さ地山面から17 cmで ある。

S 1 35

F区グリッドH-32で確認した略方形型の竪穴状遺構である。方位はN23° Eである。大きさは北
東一南西ラインが 420 cm、 北西―南東ラインが 410 cmと ほぼ正方形に近いプランである。深さは地

山面から20～ 30 cmである。地山土が締まっていたせいか、貼床は確認できなかった。竪穴廃絶時に

堆積する覆土は、3黄褐色ブロック土混 り暗灰褐色粘質土、2黄褐色ブロック土混 り暗灰褐色粘質土、
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1責褐色ブロック土・炭粒混 り灰褐色粘質上が堆積 している。土層の状況から南東側の方から人為的

に埋めたものと考えられる。本遺構内からは複数のピット状遺構を確認した。 Pl～ P5は中世掘立
柱 S B 46、 P6・ 7も 中世掘立柱建物 S B 45の柱穴であることが明らかになっている。柱穴の配置関

係からS B 46と 本竪穴状遺構はセット関係で併存すると考えられる。

SBl
B区グリッドZA-20で 確認した掘立柱建物であり、壁際に位置し全体の様相はわからない。確
認可能な規模は北 ―南ラインが 27.5cmで、方位はN20° Eである。柱穴は地山面からの深さ 30～
65 cmを浪↓る。

SB2
B区グリッドZA-21で 確認 した掘立柱建物である。方位はN35° Eである。規模は北東 ―南西ラ
インが 515 cm、 北西 ―南東ラインが 300 cmの 長方形プランとなり、柱穴は地山面か らの深 さ 25～

70 cmを預Jる。

SB3
B区グリッドB-21で確認した掘立柱建物である。方位はN15° Eである。規模は北―南ラインが
290 cm、 西一東ラインが 270 cmの ほぼ正方形のプランとなり、柱穴は地山面からの深さ 12～ 70 cm

を測る。

SB4
B区グリッドC-21で確認した掘立柱建物である。方位はN5° Eである。規模は北―南ラインが
300 cm、 西一東ラインが 310 cmの ほぼ正方形のプランとなり、柱穴は地山面からの深さ 10～ 60 cm

を測る。

SB5
B区 グリッドC-20で確認した掘立柱建物である。方位はN66° Eである。規模は北東―南西ラ
インが 375 cm、 北西―南東ラインが 275 cmの 長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ 8～

30 cmを浪Jる 。

SB6
B区グリッドD-20で確認した掘立柱建物である。方位はN ll° Wで ある。規模は北―南ライン
が 485 cm、 北―南ラインが 330 cmの長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ約 35 cmを測る。

SB7
B区グリッドG-20で確認した掘立柱建物である。方位はN71° Eである。規模は北東 一南西ラ
インが 330 cm、 北西―南東ラインが 230 cmの 長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ 15～

40 cmを測る。

SB8
D区グリッドA-23で 確認 した掘立柱建物である。方位はN25° Eである。規模は北東 ―南西ライ
ンが 650 cmで、柱穴は地山面からの深 さ約 45 cmを測る。

SB9
D区 グリッドB-24で 確認 した掘立柱建物である。方位は E35° Sである。規模 は北東 一南西 ラ
インが 250 cm、 北西 一南東ラインが 450 cmの 長方形プランとなり、柱穴は地山面か らの深 さ 15～

60 cmを測る。
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S B 10

D区グリッドC―

265 cm、 西 ―東ライ

S B ll

D区グリッ ドC―
170 cm、 西 ―東ライ

23で確認 した掘立柱建物である。方位はN5° Eである。規模は北―南ラインが
ンが 385 cmの 長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ 10～ 30 cmを 測る。

25で確認 した掘立柱建物である。方位はNO° である。規模は北一南ラインが

ンが 470 cmの 長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ 10～ 30 cmを測る。

S B 12

D区グリッドC-25'26で 確認 した掘立柱建物である。方位はN57E° である。規模は北東 一南西
ラインが 450 cm、 北西 ―南東ラインが 330 cmの長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ 15～

50 cmを 測る。

S B 13

H区グリッド」-25で確認した掘立柱建物である。方位はN10W° である。規模は北―南ラインが
270 cm、 西―東ラインが 485 cmの 長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ20 cmを測る。

S B 14

H区グリッドJ-24で確認した掘立柱建物である。方位はN30W° である。規模は北東―南西ラ
インが 475 cm、 北西―南東ラインが 270 cmの長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ 15～

45 cmを測る。

S B 15

H区 グリッドJ-24で確認 した掘立柱建物である。方位はN10° Wで ある。規模は北―南ライ
ンが 305 cm、 西一東ラインが 320 cmの ほぼ正方形のプランとなり、柱穴は地山面からの深さ 12～

40 cmを浪Jる 。

S B 16

E区 グリッドF-29。 30で確認した掘立柱建物である。方位はNO° である。規模は北一南ライ
ンが 230 cm、 西―東ラインが 240 cmの ほぼ正方形のプランとなり、柱穴は地山面からの深さ23～

43 cmを浪1る 。

S B 17

」区グリッドG・ H-28。 29で確認 した掘立柱建物である。方位は NO° である。規模は北 ―南 ラ

インが 190 cm、 西 ―東ラインが 410 cmの長方形プランとな り、柱穴は地山面からの深さ 12～ 50 cm

を浪1る。

S B 18

L区グリッドM-33で 確認 した掘立柱建物である。方位は N35° Eである。規模は北東 ―南西ラ
インが 330 cmで、柱穴は地山面からの深さ約 30 cmを 測る。

S B 19

L区グリッドM-33で 確認した掘立柱建物である。方位はN65° Eである。規模は北東―南西ラ
インが 270 cmで、柱穴は地山面からの深さ約 35 cmを 測る。

S B 20

B区グリッドE-20で 確認 した掘立柱建物である。方位は NO° である。規模 は北 ―南 ラインが
710cm、 北西 ―南東ラインが 900cmの 長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ20～ 40cmを 測る。
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S B 21

B区 グリッドE-20で 確認 した掘立柱建物である。方位はN
820 cm、 北西一南東ラインが 900 cmの ほぼ正方形のプランとな

45 cmを浪よる。

0° である。規模は北 一南ラインが

り、柱穴は地山面からの深さ20～

S B 22

D区グリッドB-25で確認した掘立柱建物である。方位はN70° Wで ある。規模は北東一南西ラ
インが 260 cm、 北西―南東ラインが 510 cmの 長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ 20～

35 cmを沢↓る。

S B 23

D区グリッドB-25で 確認 した掘立柱建物である。方位はN20° Eである。規模は北東 ―南西ラ
インが 400 cm、 北西 ―南東 ラインが 370 cmの ほぼ正方形のプランとな り、柱穴は地山面か らの深さ
35 cmを浪Jる。

S B 24

D区グリッドB-25で 確認 した掘立柱建物である。方位はN10° Wで ある。規模は北 ―南 ライン
が 600 cm、 西―東ラインが 370 cmの長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ 17～ 30cmを測る。

S B 25

D区 グリッドB-25で 確認 した掘立柱建物である。方位はN10° Wで ある。規模は北 ―南ライン
が 630 cm、 西 ―東ラインが 550 cmの長方形プランとなり、柱穴は地山面か らの深さ 15～ 30cmを測る。

S B 26

D区グリッドD―

700 cm、 西 ―東ライ

S B 27

D区グリッドD―
410 cm、 西 ―東ライ

S B 28

G区グリッドE―

900 cm、 西 ―束ライ

S B 29

G区グリッドE―

215 cm、 西 ―東ライ

23で確認した掘立柱建物である。方位はN20° Eである。規模は北―南ラインが
ンが 430 cmの長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ8～ 40 cmを測る。

23で確認した掘立柱建物である。方位はN5° Eである。規模は北―南ラインが
ンが 230 cmの長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ20～ 35 cmを測る。

25で確認した掘立柱建物である。方位はN5° Eである。規模は北―南ラインが
ンが 230 cmの長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ30 cmを測る。

25で確認した掘立柱建物である。方位はN5° Eである。規模は北―南ラインが
ンが 700 cmの長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ25～ 55 cmを測る。

S B 30

G区グリッドE-24で 確認 した掘立柱建物である。方位はN10° Wで ある。規模は北 一南ライン
が 175 cm、 西―東ラインが 510 cmの長方形プランとなり、柱穴は地山面か らの深 さ 10～ 35 cmを 測る。

S B 31

G区グリッドF-24で 確認した掘立柱建物である。方位はN10° Wで ある。規模は北 ―南ライ
ンが 440 cm、 西一東ラインが 440 cmの ほぼ正方形のプランとなり、柱穴は地山面からの深さ 10～

45 cmを測る。
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S B 33

G区グリッドF-25で確認 した掘立柱建物である。方位はN10° Wである。規模は北一南ライン

が 405 cm、 北西一南東ラインが 215 cmの長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ 10～ 40 cm

を測る。

S B 34

DoG区 グリッドH-26で 確認した掘立柱建物である。方位はN20° Wで ある。規模は北東―南
西ラインが 410 cm、 北西―南東ラインが 460 cmの ほぼ正方形のプランとなり、柱穴は地山面からの

深さ 15～ 30 cmを測る。

S B 32

G区グリッドF-24
インが 700 cm、 】ヒF五 一

45 cmを沢よる。

S B 35

1区グリッド I一

760 cm、 西 一東ライ

を測る。

S B 36

1区グリッド I―

880 cm、 西 ―東ライ

S B 37

J区グリッドH一

840 cm、 西 ―東ライ

で確認した掘立柱建物である。方位はN20°

南東ラインが 515 cmの長方形プランとなり、

Wである。規模は北東一南西ラ
柱穴は地山面からの深さ 10～

27で確認した掘立柱建物である。方位はN3° Eである。規模は北―南ラインが

ンが 700 cmの ほぼ正方形のプランとなり、柱穴は地山面からの深さ30～ 65 cm

27で確認した掘立柱建物である。方位はN5° Eである。規模は北―南ラインが

ンが 730 cmの長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ 30～ 50 cmを測る。

28で確認した掘立柱建物である。方位はN5° Eである。規模は北―南ラインが

ンが 600 cmの長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ7～ 45 cmを測る。

S B 38

」区グリッドH-29で 確認 した掘立柱建物である。方位は N17° Eである。規模は北東 ―南西 ラ
インが 590 cm、 北西 ―南東 ラインが 380 cmの長方形プランとな り、柱穴は地山面か らの深 さ 15～

40 cmを測る。

S B 39

J区グリッドH-30で確認した掘立柱建物である。方位はN10° Eである。規模は北―南ラインが
350 cm、 西―東ラインが 385 cmの ほぼ正方形のプランとなり、柱穴は地山面からの深さ 10～ 35 cm

を波Jる。

S B 40

J区 グリッドH-30で 確認した掘立柱建物である。方位はNO° である。規模は北―南ラインが
620 cm、 西一東ラインが 700 cmの ほぼ正方形のプランとなり、柱穴は地山面からの深さ20～ 50 cm

を測る。

S B 41

K区グリッド」-28で確認した掘立柱建物である。方位はNO° である。規模は北 ―南ラインが

490 cm、 西―束ラインが 650 cmの長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深さ 12～ 40 cmを測る。
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S B 42

K区 グリッドJ-28で 確認 した掘立柱建物である。方位はN5° Eである。規模は北 一南ラインが
925 cm、 西 一東ラインが 650 cmの 長方形プランとなり、柱穴は地山面か らの深さ 20～ 30 cmを 測る。

S B 43

1・ K区グリッドJ-29で確認 した掘立柱建物である。方位はN10° Eである。規模は北 一南ライ
ンが 450 cm、 西 ―東ラインが 490 cmの 長方形プランとなり、柱穴は地山面からの深 さ 20～ 60 cmを

測る。

S B 44

F区 グリッドG-32で 確認 した掘立柱建物である。方位は N22° Eである。規模 は北東 ―南西ラ
インが 450 cm、 北西 ―南東 ライ ンが 220 cmの 長方形プランとな り、柱穴は地山面か らの深さ 10～

30 cmを波Jる 。

S B 45

F区グリッドH-32で 確認 した掘立柱建物である。方位は N15° Eである。規模 は北東 ―南西ラ
インが 240 cm、 北西 ―南東 ラインが 430 cmの長方形プランとな り、柱穴は地山面か らの深 さ 20～
25 cmを測る。

S B 46

F区 グリッドH-32で 確認 した掘立柱建物である。方位は N20° Eである。規模 は北東 ―南西ラ
インが 460 cm、 北西 ―南東 ラインが 390 cmの長方形プランとな り、柱穴は地山面か らの深 さ 20～
65 cmを測る。

SEl
D区グリッドB-24で 確認 した井戸状遺構である。北 一南 310 cm、 東 一西 310 cm、 地山面からの
深さ 186cm以上を測る。堆積覆土は大別 して褐灰色粘質土、暗灰粘質上の 2層 で人頭大の石礫が混 じる。

SE2
D区グリッドC-24で 確認 した井戸状遺構である。北東 ―南西 220 cm、 北西 ―南東が確認可能な
範囲で 60 cm、 地山面からの深さ 188 cm以上を測る。堆積覆土は暗灰褐粘質土、灰責褐粘質土、暗灰

掲粘質土などで、下層で礫混 じりの層が見 られる。

SE3
G区グリッドG-25で 確認 した井戸状遺構である。直径 200 cmで 円形 を呈 し、地山面からの深さ
214 cmを測る。堆積覆土は黒灰粘質土、暗灰褐粘質土、灰褐シル トが主 として堆積 している。

SE4
F区グリッドG-31・ 32で確認 した井戸状遺構である。直径 400 cmで 円形を呈 し、地山面からの
深さ 200 cm以上を測る。堆積覆土は灰褐粘質土、黄褐粘質土、黄灰褐シル トが主として堆積 している。

SE5
」区グリッドJ-30で確認 した井戸状遺構である。直径 140 cmで 円形を呈 し、地山面か らの深 さ
160 cm以上を測る。堆積覆土は灰褐粘質土、褐色粘質土、褐色石礫上が主 として堆積 している。

SE6
M区 グリッ ドM-34で 確認 した井戸状遺構である。北 ―南 300 cmを 測 り、地 山面か らの深 さ
140 cm以上を測る。

―-23-―



SE7
M区グリッドN-35で 確認 した井戸状遺構である。直径 200 cmで 円形 を呈 し、地山面からの深 さ

140cm以上を測る。堆積覆土は灰褐礫土、灰褐粘質土、灰色シル ト、暗灰シル トが主として堆積 している。

SE8
M区グリッドO-36で 確認 した井戸状遺構である。直径 160 cmで円形 を呈 し、地山面からの深 さ

130 cm以 上を測る。堆積覆土は淡灰砂土、灰色シル ト、灰黄砂土、暗灰シル トが主として堆積 している。

SKl
B区グリッドZ-22で確認した土坑である。北西―南東に長い精円形に近い形状をしている。北

西一南東方 135 cm、 北東―南西方 100 cm、 地山面からの深さ 23 cmを測る。南東隅に深さ9cmの半

円形のテラスがある。堆積覆土は、灰褐色粘質土、暗灰褐色粘質土の 2層で、暗灰褐色粘質土からは

156～ 159な どの弥生土器が多量に出土した。

SK2
B区グリッドZ-21で確認した土坑である。分胴型のような形状をしており、複数の上坑が接 した

可能性もある。東西 180 cm、 南北 150 cm、 地山面からの深さ 15 cmを 測る。穴内部には、直径 15～

40 cmの ピットが 4基存在する。堆積覆土は、灰褐色粘質上、暗灰褐色粘質土の 2層で、暗灰褐色粘

質土からは 160な どの弥生土器が多量に出上した。

SK3
B区グリッドD-20で確認した土坑である。東西に長い不定形な形状をし、隅丸方形と思われる複

数の穴が接 しているような形状している。但し、切 り合い関係はわからない。東西 245 cm、 南北 60

～ 135 cm、 地山面からの深さ 10 cm前後を測る。堆積覆土は暗灰褐色粘質上で、中からは 162～ 164

などの弥生土器が多量に出上した。

SK4
D区グリッドB-24で確認した土坑である。大小の方形プランの穴が合わさったような形状をし、

土層の観察から、別の遺構が切 り合っていたことがわかった。大規模の方は南西側にあり、一辺約

260 cmの隅丸方形型のプランをしている。地山面からの深さは約 30 cmを測る。堆積覆土は黄灰褐色

粘質土、灰褐色粘質土、暗灰褐色粘質上の 3層である。小規模の方は北西側にあり、北東―南西に長

い隅丸長方形プランをする。規模は北東―南西が 205 cm、 北西一南束が 105 cm、 地山面からの深さ

18 cm前後を測る。堆積覆土は灰責褐色粘質土、灰褐色粘質上の 2層である。小規模の長方形プラン

の方からは 165な どの上器が多量に出土した。

SK5
D区グリッドB-24で確認した土坑である。東西に長い不定形な土坑で、複数の穴が接していたか

もしれない。北端にはS D 13が走っており全体の形状はわからない。東西 168 cm、 南北 128 cm以上、

地山面からの深さ 18 cmである。堆積覆土は、黄褐色ブロック土混 り暗灰褐色粘質± 1層である。

SK6
D区グリッドG-24で確認した土坑である。南北に長い隅丸長方形のプランをしている。規模は南

北 122 cm、 東西 72 cm、 地山面からの深さ45 cmを測る。堆積覆土は黒灰色粘質土、黄褐色ブロック

土混り灰褐色粘質上、責褐色ブロック土混 り暗灰褐色粘質上の 3層である。北端には45× 30 cm、 深

さ45 cmの ピットが存在する。土層断面からこのピットよりも本遺構の方が新しい。
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SK7
E区グリッドF-29で確認した土坑である。北東―南西方の溝に切られていることから、やや不定
形な形状をしているが、楕円形プランを呈している。規模は長辺 130 cm、 短辺 110 cm、 地山面から

の深さ約 75 cmを測る。堆積覆土は黒灰色粘質土、暗灰褐色粘質上をベースとして 7層ある。

SK8
D区 グリッドF-23で 確認 した土坑である。北側と南側の土坑が 2基合わさったプランをしてい
る。南端はS17に よって様相がわからなくなっている。北側の上坑は南北が 70 cm以上、東西が
200 cm、 地山面からの深さ 10 cm前後、南側の土坑は南北が 86 cm以上、東西が 188 cm、 地山面から
の深さ 15 cm前後、北側と南側の前後関係はわからない。堆積覆土は黄褐色ブロック土混り暗灰褐色

粘質土である。中世の竪穴状遺構になるかもしれない。

SK9
G区 グリッドE-25で確認 した土坑である。方形プランと思われるが、北側は調査区外、南側は
S122に切られており、全容はわからない。方位はN6° Eで、東西長 132 cm、 南北長 110 cm以上、
地山面からの深さ約 25 cmを 測る。

S K 10

G区グリッドF・ G-25。 26で確認した方形土坑である。方位はN15° Wで、南北長 250 cm、 東西
長 240 cmと ほぼ正方形に近い。地山面からの深さ約 90 cmを測る。穴内には 35× 20 cm、 10 cmの

深さを有するピットが 1基存在 している。本遺構は竪穴状遺構になる可能性もあるが、近隣で確認し
ている竪穴状遺構よりもプランが規格的で、著しく穴が深いことから土坑とした。

SKⅢ
」区グリッドH-29で 確認した土坑である。南北に長い隅丸長方形のプランをし、方位はN7° E
である。南北長 135 cm、 東西長 110 cm、 地山面からの深さ約 15 cmを測る。 S114や畝溝 4と 切 り
合い、セヽずれの遺構よりも新しく掘られていることから、中世以降の遺構と考えられる。

S K 12

J区グリッドH-29で確認した上坑である。南北に長い隅丸長方形のプランをし、方位はN13° E
で、隣接するS D 26と 同じ方向をもつ。南北長 205 cm、 東西長 102 cm、 地山面からの深さ約 30 cm

を測る。

S K 13

1・ 」区グリッドI-29で確認した土坑である。方形、楕円形などの複数の土坑が接しているよ
うな形状している。但し、切り合い関係はわからない。東西長 238 cm、 南北長 230 cm、 地山面から

の深さ 10～ 15 cmを 測る。堆積覆土は黄褐色ブロック土混り暗灰褐色粘質上で、穴内には直径 22～
45 cm、 深さ15～ 30 cmの ピット3基を検出している。

S K 14

1区グリッドI-27・ 28で確認した土坑である。北側半分は平成 22年度町営住宅建設に伴う発掘
調査業務で確認している。歪ながらも東西に長い方形プランである。東西長 122 cm、 南北 82 cm、 地

山面からの深さ 10 cm前後を測る。堆積覆土は黄褐色ブロック土・炭粒混 り灰褐色粘質上である。

S K 15

M区グリッドO-37で確認した土坑である。北東―南西が長い長方形プランで、方位はN19° Eで
ある。北東―南西ラインが 393 cm、 北西一南東ラインが 163 cm、 地山面からの深さ約 90 cmを測る。

覆土は灰色粘質土を基本とした土が何層にも渡って堆積 している。堆積覆土と中から近世陶磁器が出

土していることから、本遺構は江戸時代と考えられる。
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SDl
A区北端で検出した東西に走る溝で、方位はW4° Nである。調査区内で確認できた長さは約 3.8m、

幅は約 56～ 64 cm、 深さ地山面から約 25 cmを測る。流路となるような高低差は見られない。堆積覆

土は暗灰粘質± 1層である。

SD2
A区、 B区グリッドA-20、 B-20、 C-20。 21、 D-21、 E-21と 、D区グリッドF22。 23、
G-23と 、 H tt G-23、 H-24、 I-24・ 25、 J-25。 26、 K-26を 通る北東一南西を基軸 とし
た溝である。A・ B区では、 N ll° Eであるが、D・ G区ではN38° Eと、大きく西方に傾 く。

なお、遺構の様相については、小区毎に説明していく。

A区では、区内で確認できた長さが約 5。4m、 幅は約 163～ 182 cm、 深さ地山面から約 60～ 65 cm

を測る。両側には幅 18～ 25 cm、 深さ地山面から2～ 12 cmのテラスが存在する。

B区では、区内で確認できた長さが約 48m、 幅は約 125～ 200 cmで ある。グリッドD-21で 東西
溝 SD3や S字に屈曲するSD4と 合流する。深さはSD3と の合流地点より北側で約 50～ 64 cm、
SD3と の合流地点より南側で 27～ 48 cmを測る。滞の両側には複数のピットやテラスが不規則に掘
られている。ピットの形状は、円形 。楕円形・不定形と様々で、長辺 10～ 80 cm、 深さ約 10～ 40 cm

を測る。溝の護岸用の穴になる可能性もあるが、決め手に欠ける。

D区では、区内で確認できた長さは約 9.6m、 幅は約 128～ 200 cm、 深さは地山面から 12～ 23 cm

である。北岸には溝のラインと同じ方位をとるピット列が存在する。ピットは円形及び楕円形をし、

直径 25～ 40 cm、 深さは地山面から 13～ 29 cmを測る。ピットとピットの間隔は 120 cm前後を測 り、

溝の保護及び、境界を示すような柵列であったかもしれない。南岸にあたる溝の掘り方は直線上には

ならず歪に屈曲する。

E区では、区内で確認できた長さは約51m、幅は約130～ 180cm、 深さは地山面から30～ 40cmである。

本溝は、グリッドJ o K26で二手に分かれる。一方の溝は、W13° Nの東西溝で、幅 170 cm、 地山面

からの深さ38～ 40 cmを測る。もう一方の溝はN62° Eと さらに西寄りとなる。溝幅は 170 cm、 地

山面からの深さ54 cmを測る。

溝底の深さは、最も北端にあたるA区で 13.77m、 B区グリッドB-20で 14,07m、 B区グリッドE
-21で 14.47m、 D区グリッドF-22で 14.80m、 H区グリッドH-24で 14.87m、 H区グリッドK
-26で 14.97mと 比高差は約■2mを数え、わずかながら南端から北端に向かって低くないっていく。

SD3
B区グリッドD-21、 D区グリッドC・ D-23で 検出した東西に走る溝で、方位はW ll° Nである。

確認で きた長 さは、 B区 とD区の間にある約 15mの未調査区分を含めて約 27.5m、 幅は約 100 cm、

深さ地山面から約 35～ 46 cmを測る。流路となるような高低差は見られなかった。D区西方の延長線

上となるグリッドC-25では、同様な規模を有した溝は確認できなかったため、調査区外で途中方向
を変えたか、途切れたかと想定される。B区グリッドD-21で は、SD2と 合流する。本溝は、SD
2の溝幅や深さとほぼ同じで、溝の両袖に不規貝Jな形状のピットが掘られている様相も似ている。また、

土層堆積の状況で、両溝は同時に埋没していたことが判明したことから、SD2と 3は同時期に機能
していたようである。

SD4
B区グリッドD-20・ 21で確認した溝である。 SD2か ら派生し、当初は約 3m南東方向に走るが、
途中南方に向きが変わる。南方に■5m進むと、再び南東方向に向きが戻る。そこから南東方へ 4m
ほど進むと、再び南方に向きが変わり、約 1.5m進んだところで途切れる。幅は 20～ 30 cm、 深さは

地山面から約 10 cmを 測る。周囲には竪穴状遺構 S117・ 18や掘立柱建物 S B 20。 21が所在してお り、

これらの遺構に関係する溝かもしれない。
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SD5
B区グリッドF-20。 21で確認した東西溝で、方位はW8° Nである。後述するSD6と 並走するが、
約 8.5m東方へ進んだところで、北方に向きを変える。北方の方位はN18° Eである。約 2.5m北へ進
んだところで、 S117と ぶつかって終焉する。幅は東西方のときは 65 cm前後であるが、南北方では
25 cm前後と狭 くなる。深さは地山面より3～ 15 cmを測る。遺構の配置状況から、本溝はS117か
ら派生する排水溝の可能性がある。

SD6
B区グリッドF-19～ 21で検出した東西に走る溝で、方位はW8° Nである。前述したSD5の 東
西溝とは途中まで並走する。調査区内で確認できた長さは約 13.4m、 幅は約 45～ 66 cm、 深さは地山
面から30～ 37 cmを測る。覆土は黄褐色ブロック土混 り暗灰褐色粘質土である。

SD7
B区グリッドF-19～ 21で検出した東西に走る溝で、方位はW4° Nである。調査区内で確認でき
た長さは約 13.6m、 幅は約 180 cm、 深さは地山面から約 25 cmを測る。覆土は灰褐色粘質± 1層であ
る。 SD6と は切 りあっており、堆積土の様相から、本溝の方が新しいことがわかっている。

SD8
B区グリッドG・ H-19で 確認した南北に走る溝で、方位はN10° Wである。調査区内で確認した
長さは約 6.2m、 溝幅は 40～ 58 cm、 深さは地山面から26～ 34 cmを測る。南端では、東西溝 SD9
と合致して終焉する。堆積覆土は、3黒灰色粘質土、1暗灰褐色粘質土である。 SD9と は土層断面の
切 り合いから時間幅をもつ可能性もあるが、両溝の幅や深さがほぼ同じで、方位の角度が直角に近い

ことから同一時期と考えられる。

SD9
B区グリッドH-19。 20で検出した東西溝で、方位はW14° Nである。調査区内で確認した長さは
約 16.8m、 溝幅は 44～ 60 cm、 深さは地山面から21～ 28 cmを 測る。堆積覆土は、2黄褐色ブロッ
ク土混 り暗灰褐色粘質土、1暗灰褐色粘質土である。前述した SD8と 合流 し、溝の規模が同一であ
ること、方位の角度が直角に近いことなどから同時期のものと考えられる。

S D 10

B区 グリッドH・ I・ 」-19で確認した南北に走る溝で、方位はN7° Wである。調査区内で確認
した長さは約 22.3m、 幅は 25～ 40 cm、 深さは地山面から8～ 15 cmで、所々 60 cmと 100 cm分途
切れる箇所がある。堆積覆土は暗灰褐色粘質土である。本溝の東と西の側に同規模の構が複数並走 し

ており、耕作用の畝溝と想定される。畝溝の概要については後述する。

S D ll

D区グリッドA-22で 確認した南北に走る溝で、方位はN5° Eである。調査区内で確認した長さ
は約 9,4m、 幅は 80～ 122 cm、 深さは地山面から22～ 36 cmで ある。堆積覆土は黄褐ブロック土混
り灰褐色粘質土と褐灰色粘質土の 2層である。溝の両岸にはSD2や SD3と 同様、不定形なテラス
やピット群が不規則に掘られている。なお、平成 22年度発掘調査では、本溝の北と南側の延長部を確
認している。北側はこのまま 15.5m同方向に延びていき、更に北方へと進んでいく。南側は約 5m廷
びたところで終焉する。

S D 12

D区グリッドA・ B-23で確認した南北に走る溝で、方位はN10° Wである。調査区内で確認した
長さは約 8.2m、 幅は 40～ 50 cm、 深さは地山面から10～ 21 cmである。堆積覆土は黄褐ブロック土
混 り暗灰褐色粘質土と褐灰色粘質上の 2層である。平成 22年度発掘調査では、本溝の北と南側の延長
部を確認している。北側はこのまま 14m同方向に延びていき、更に北方へと進んでいく。南方は約
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5m延びたところで東西溝 S D 13と 合致して終焉する。

S D 13

B区グリッドBoC-21、 D区グリッドB-23～ 26で確認した東西に走る溝で、方位はW3° Nで
ある。B区グリッドC-21が東端となり、西方へと進む。平成 22年度発掘調査でも本溝を確認 しており、
その調査地箇所を含んだ長さは約 46.8m、 幅は 28～ 85 cm、 深さは地山面から6～ 30 cmを 測る。堆

積覆土は黄褐ブロック土混り暗灰褐色粘質土と褐灰色粘質上の 2層である。前述した南北溝 S D 12と

は同時併存したと思われる。時期は中世で、途中SElと切り合うが、土層断面からSElの方が新
しいことがわかっている。

S D 14

D区 グリッドC-25。 26で確認した東西溝で、方位はW5° Nで、 S D 13と 並走する。本溝はSI
5の検出によって、その様相は不明となる。確認できた長さは約 ■8m、 幅は 65～ 72 cm、 深さは地山

面から 19～ 24 cmを測る。堆積覆土は灰褐色粘質上である。本溝の東方延長線上に位置するSD3と
合致するかはわからない。

S D 15

D区グリッドE-22・ 23で確認した東西に走る溝である。方位はW2° Nである。確認 した長さは

約 8.3m、 幅は 100～ 110 cm、 深さは地山面から42～ 57 cmを測る。堆積覆土は黄褐色ブロック土混

り暗灰褐色粘質土、灰褐色粘質上の 2層である。溝幅や深さの規模から、BttS D 2、 G ttS D 16と

は合致する可能性がある。

S D 16

G区グリッドE-24～ 26で確認した東西に走る溝であるが、グリッドE-24で北方へ と直角に曲
がる。方位はW4° Nである。長さは東西方が約 15.7m、 南北方が約 6.6m、 幅は 122～ 185 cm、 深さ

は地山面から60～ 85 cmを測る。堆積覆土は暗褐灰色粘質上、褐色粘質土を主とした複数の層上を確

認することができる。

S D 17

H区グリッドH～ 」-25。 26確認した溝で、SD2と 並走する北東一南西の方位をもつ。但 し、グリッ
ドI-25で北西―南東方へとほぼ直角に向きが変わる。長さは北東一南西方で約 15.3m、 北西―南東
方で約 9。4m、 幅は 25～ 40 cm、 深さは地山面から6～ 17 cmを 測る。南東端はSD2に 切 られている。

S D 18

H区グリッドH～ 」-23～ 25、 で確認した北東―南西に走る溝で、方位はN35° Eである。長さは

約 29.7m、 幅は 25～ 65 cm、 深さは地山面から 11～ 33 cmを測る。切 り合いから畝溝 2よ りも新しい。

本溝の延長線上には複数の細長いピットが確認でき、これらは溝の残存部にあたると考えられ、溝の

距離はもう少し延びていたようである。

S D 19

H区グリッドI～ K-23・ 24で確認した北西―南東に走る溝で、方位はN22° Wである。長さは約

16.4m、 幅は 22～ 40 cm、 深さは地山面から5～ 14 cmを 測る。切 り合いから畝溝 2よ りも新 しい。

本溝の北西端は S D 18か ら派生しており、両溝は同時併存していたかもしれない。

S D 20

E区グリッドDoE-28と I区グリッドH・ 127で検出したやや西に振る南北溝である。方位は
N14° Wである。 E区 と I区 との間には平成 22年度に町営住宅建設に係る発掘調査が行われ、その際、

本溝の一部が確認されている。溝の長さはE区 と平成 22年度調査分、 I区 までの総延長で約 48.5m、

幅は 70～ 133 cm、 地山面からの深さが 22～ 39 cmを測る。E区では S D 21と 複合 してお り、切 り
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合いから本溝が新しいことがわかった。堆積覆土は褐灰色粘質土である。

S D 21

E区 グリッドE-28で 見つかった北西―南東ラインの溝である。方位はN78° Wである。本溝は
南東方に進むとS D 20と ぶつか り、そのまま S D 20と 同じ方位を向いて南方へと進んでいく。溝の

長さは北西―南東ラインで約 6.4m、 南北ラインで約 2.8m、 幅は 98～ 120 cm、 地山面からの深さは
10 cm前後を測る。 S D 20と の新古関係は、切 り合いの状況から本溝の方が古いことがわかっている。

堆積覆土は黄褐色ブロック土混 り暗灰褐色粘質土、灰褐色粘質土の 2層である。

S D 22

E区グリッドE-27で見つかった南北ラインの溝である。方位はN10° Wで、西側に位置するSD
20と ほぼ同方位を示している。 E区内に溝の北端が見え、そのまま南下して調査区外へと進んでいく。
溝の長さは約 3.6m、 幅は約 125 cm、 地山面からの深さは 6～ 23 cmである。堆積覆土は暗灰褐色粘
質土である。

S D 23

E区グリッドE-28。 29で見つかった北西―南東方向の溝である。方位はN72° Wで、本溝の北方
に位置する S D 21と は、ほぼ同方位をとっている。溝の長さは約 9。2m、 幅は約 38～ 50 cm、 地山面
からの深さは 15 cm前後である。北西端部では S D 24。 26と合流しており、溝の形状は大きく変わる。

堆積覆土は暗灰褐色粘質上である。

S D 24

E区グリッドE・ F-28。 29で確認した北西―南東方向の溝である。方位はN25° Wである。本溝
の北方に位置する S D 21と は、ほぼ同方位をとっている。溝の長さは約 7.5m、 幅は約 90～ 125 cm、

地山面からの深さは 5～ 10 cmで ある。堆積覆土は黄褐色ブロック土混 り暗灰褐色粘質土である。北
西端部では S D 23・ 26と 合流 し、その箇所だけ土坑状の深い大穴が掘 られている。規模は 140×

80 cm、 地山面からの深さ45 cmで、暗灰褐色シルト、明灰褐色シル ト、灰褐色シル トの 3層が堆積し、

他の溝とは覆土を大きく異とする。各溝から流出する水を貯める施設になるかもしれない。

S D 25

E区 グリッドE・ F-28～ 30で検出した東西方向の溝である。方位はW15° Sである。溝の長さ
は約 18.6m、 幅は約 50～ 70 cm、 地山面からの深さは 12～ 27 cmである。堆積覆土は灰白色ブロッ
ク土混 り暗灰褐色粘質土、黄褐色ブロック土混 り暗灰褐色粘質土、暗灰褐色粘質土の 3層である。本

澪はS D 23・ 24・ 26と切り合っており、検出作業観察や土層断面の状況から、本溝が他の溝よりも新
しいことがわかった。

S D 26

E区グリッドE・ F-29と J区グリッドG～ I-29で確認した南北方向の溝である。 E区におけ
る方位はN6° Eで、 J区ではより東側に傾き、N16° Eと なる。 E区北端では S D 23・ 24と合流 し、
その箇所には長方形の上坑状遺構が掘られている。滞の長さはE区 と」区を合わせると約 41.5m、 溝
幅は約 40～ 113 cm、 地山面からの深さは 22～ 74 cmである。堆積覆土は黄褐色ブロック土混 り暗灰

褐色粘質土、灰褐色粘質上の 2層である。 E区で S D 25と 交差しており、土層断面観察から本溝が先
行して掘られていたことがわかっている。

S D 27

1区グリッドI-27～ 29と J区グリッドI-29で確認した東西方向の溝である。方位はW3° N
で、後述する S D 28と はほぼ同方位をとる。溝の長さは I区 とJ区を合わせて約 17.Om、 溝幅は 30
～ 50 cm、 地山面からの深さは 10 cm前後である。堆積覆土は黄褐色ブロック土混 り灰褐色粘質土で

ある。
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S D 28

1区グリッド」-28・ 29と J区グリッドI-29で確認した東西方向の溝である。方位はW3° Nで、
同方位であるS D 27は本溝より北方約 lmに存在する。 I区グリッドJ-28で本溝の東端となるが、
そのまま南方ヘクランクするような形状を見せている。但し、南方の延長線上にあるK区では同様の

規模を有した溝状遺構は見られないので、実際に本溝がクランクするかはもう少 し検討を要する。溝

の長さは I区 と」区を合わせて約 17.Om、 溝幅は 25～ 58 cm、 地山面からの深さは 9～ 19 cmである。

堆積覆土は責褐色ブロック土混 り暗灰褐色粘質土である。畝溝 4と は交差するが、検出作業状況から

本溝の方が新しいことがわかつた。

S D 29

1区グリッドIoJ-28と K区グリッド」-28で確認した南北方向の溝である。畝溝 4のひとつ

に挙げられ、方位はN7° Wである。溝の北端は I区の北隣で行われた平成 22年度調査地となり、南

端はKttS 1 31に 切られて終焉する。溝の長さは平成 22年度調査地も含めて約 15.5m、 溝幅は 18～

28 cm、 地山面からの深さは 6～ 12 cmである。堆積覆土は灰褐色粘質土である。

S D 30

F区グリッドG-31・ 32確認した東西方向の溝であるが、東端で北方に向きが変わる。東西ライン

の方位はW5° Nで、南北ラインの方位は真北に近い。溝の長さは東西ラインで約 10.5m、 南北ライン

で 6.6m、 滞幅は 30～ 50 cm、 地山面からの深さは 7～ 16 cmである。堆積覆土は黄褐色ブロック土

混 り暗灰褐色粘質土、暗灰褐色粘質土の 2層である。

S D 31

F区グリッドGoH-32で 確認したやや東方に振る南北方向の溝である。方位はN16° Eである。
溝の長さは約 5.7m、 溝幅は 100～ 160 cm、 地山面からの深さは 35～ 50 cmで ある。堆積覆土は灰褐

色粘質土である。本溝の東岸には、直径 30～ 60 cm、 深さ 10～ 20 cmの不定形な穴が複数にわたっ

て不規則に掘られている。護岸用の杭穴になるかもしれない。

S D 32

F区グリッドH・ I-31。 32で検出した北西―南東ラインの溝である。方位はN69° Wである。溝
の長さは約 12.8m、 溝幅は 50～ 80 cm、 深さは地山面から 18～ 33 cmを測る。堆積覆土は暗灰褐色

粘質土である。なお、グリッドH・ I-32の 一角には、不定形な土坑状遺構が掘られ、本溝の様相が
一部わからなくなっている。土坑状遺構の規模は240× 125 cm、 深度約 50 cmを測る。

S D 33

F区グリッドI・ 」-30～ 32と I区グリッドJ・ K-29・ 30で検出した溝である。 F区では北

西―南東ラインとなるが、 I区で向きを南西方に大きく変えていく。方位は、北西―南東ラインがN
70° Wで、向きが大きく区変わる北西一南東ラインがN18° Eである。溝の長さは北西―南東ラインが

約 25.5m、 北東一南西ラインが約 7.8m、 溝幅は 92～ 180 cm、 深さは地山面から60～ 73 cmを測る。

堆積覆土は黄褐色ブロック土混 り褐灰色粘質土、褐灰色粘質土の 2層である。 F区では S D 34と 交差

し、土層断面観察から本溝の方が新しいことがわかった。

S D 34

F区グリッドI・ J-30～ 32で確認 した溝である。方位はN53° Wである。溝の長さは約 24m、

溝幅は 45～ 70 cm、 深さは地山面から20～ 30 cmを測る。堆積覆土は暗灰褐色粘質上、灰褐色粘質

上の 2層である。交差する S D 33と は、土層断面観察から本溝の方が古いことがわかった。

S D 35

L区グリッドK・ L-31。 32で確認 した北西 一南東ラインの溝である。方位は N70° Wである。溝
の長 さは約 9.6m、 溝幅は 102～ 123 cm、 深 さは地山面か ら 12～ 21 cmを 沢1る 。堆積覆土は灰褐色
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粘質土と粘性の強い灰白色粘質上の 2層である。グリッドL-32で はS D 36が本溝と直交する。本
溝とS D 36が交わる箇所には200× 150 cmの長方形をした土坑状遺構が存在する。この遺構の深さ

は地山面から15 cm前後、覆土は灰褐色粘質土である。なお、この上坑状遺構の際では本溝の幅が

60 cmと 狭くなる。

S]D36

L区グリッドL'M-32で 確認した北東一南西ラインの溝である。方位はN25° Eである。北東
端は S D 35と 交わって終焉する。溝の長さは約 1l m、 溝幅は 80～ 130 cm、 深さは地山面から7～

24cmを測る。堆積覆土は黄褐色ブロック土混 り灰褐色粘質土と粘性の強い灰褐色粘質上の 2層である。

S D 37

L区グリッドL・ M-32・ 33で確認した北西―南東ラインの溝である。方位はN70° Wで、同区の
北東方 12mに存在する S D 35と は同方位となる。溝の長さは約 9.6m、 溝幅は■5～ 145 cm、 溝の
深さは地山面から40～ 47 cmを測る。溝内の北東側には、幅 50～ 60 cmのテラスが設けられている。

深さは地山面から20～ 28 cmを測る。堆積覆土は、粘性の強い黄褐色ブロック土混 り灰褐色粘質土と

褐色粘質上の 2層である。

S]D38
L区グリッドM-33・ 34で確認した東西ラインの溝である。方位はW7° Nである。S B 18。 19付近で、
東方と南方に分岐するような構造を見せているが、複数の遺構が錯綜しているため、実態はよくわか

らない。滞の長さは約 10.4m、 溝幅は60～ 80 cmであるが、 S B 18・ 19付近では約 40 cmと やや狭

くなる。溝の深さは地山面から12～ 21 cmを測る。交差するS D 39と S D 40は土層断面観察から、

本溝が最も新しいことが判明している。堆積覆土は、粘性の強い暗褐灰色粘質土と褐灰色粘質上の 2

層である。

S D 39

L区 グリッ ドM-33・ 34で確認 した北東 ―南西 ラインの溝である。方位 は N23° Eで、東方約
1l mに ある S D 36と 同方位 となる。溝の長さは約 8,9m、 溝幅は 71～ 100 cm、 溝の深 さは地山面か

ら30～ 35 cmを測る。交差するS D 38と は土層断面観察から、本溝が切られていることがわかって

いる。堆積覆土は、粘性の強い暗灰褐色粘質土、暗灰褐色粘質土、灰褐色粘質土の 3層である。

S D 40

L区 グリッドM-33・ 34で確認した北東―南西ラインの溝である。方位はN13° Eである。北端
は S D 38と 直交する。土層断面観察から本溝は S D 40よ りも古いことがわかっている。南端も溝状

遺構によって様相がわからなくなっている。溝の長さは約 6.lm、 溝幅は 38～ 42 cm、 溝の深さは地

山面から6～ 10 cmを 測る。堆積覆土は、黄褐色ブロック土混 り灰褐色粘質土である。

S D 41

M区グリッドN-35。 36で確認した北西―南東ラインの溝である。方位はN42° Eで、ゆるく蛇行
する。南端は古墳 1の周溝によって様相がわからなくなっている。溝の長さは約 9.2m、 溝幅は 38～

60 cm、 溝の深さは地山面から約 20 cm前後を測る。堆積覆土は褐色粘質土の 1層である。

畝溝 1

B区グリッドH～ K-19で確認した溝群である。溝は 4条検出した。北端はグリッドH-19か ら
で、南は調査区外となるため、更に廷びていくと思われる。方位はN7° Wである。溝の長さは最大長
約 31mで、北から9m、 19m、 26mの箇所で溝が途切れる。途切れる箇所の溝と溝の間の長さは約
lmと約 3.5mである。溝の幅は20～ 40 cm、 溝の深さは地山面から5～ 15 cmを 測る。溝 と溝の幅
は 110～ 140 cmである。堆積覆土は暗灰褐色粘質上が主体であるが、灰褐色粘質土も入っている。
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畝溝 2

D区グリッドF・ G-24・ 25と G区グリッドF-24。 25で確認した溝群である。溝は 5条検出し

た。北端はグリッドF-24・ 25か らで、南端はグリッドG-24・ 25で終焉する。方位はN4° Eであ

る。滞の長さは最大長約 12.5mで、溝の幅は 25～ 40 cm、 滞の深さは地山面から5～ 15 cmを 測る。

溝と溝の幅は 130～ 180 cmである。なお、本溝群と畝溝 3と は■5～ 2mの間隔で離れている。堆積
覆土はほとんどが暗灰褐色粘質土であるが、黄褐色ブロック土混 り暗灰褐色粘質土も一部堆積してい

る。

畝溝 3

D区グリッドG・ H-24～ 26と H区グリッドG～ K-23～ 26で確認した溝群である。溝は 18条

検出した。北端はグリッドG-23～ 26か らで、南は調査区外となるため、更に延びていく。方位は
N5° Wである。溝の長さは最大長約 36.5mで、北から約 18mと 約 25mの箇所では、溝の一部が途

切れるか、ゆるい蛇行が見られる。途切れる箇所の溝と溝の間の長さは 20～ 100 cmである。溝の幅

は 20～ 50 cm、 溝の深さは地山面から5～ 15 cmを 測る。溝と溝の幅は 120～ 240 cmで ある。覆土

は暗灰褐色粘質土、褐灰色粘質土、暗褐色粘質上が主として堆積している。

畝溝 4

1区グリッドH～ J-26～ 29、 」区グリッドG～ I-29。 30、 K区グリッドJoK-27・ 28及び、

平成 22年度町営住宅建設に係る発掘調査で確認した溝群である。溝は 21条検出した。北端はグリッ

ドG-26～ 30か らで、南は調査区外となるため、更に延びていく。方位はN4° Wである。溝の長さ
は最大長約 39.5mで、北から約 1l mと約 34mの箇所で溝の一部が途切れる。途切れる箇所の溝と溝
の間の長さは約 lm前後である。溝の幅は 20～ 45 cm、 溝の深さは地山面から5～ 15 cmを測る。溝
と溝の幅は 60～ 155 cmである。なお、本溝群と畝溝 3と は約 4mの間隔で離れている。堆積覆土は
ほとんどが暗灰褐色粘質上であるが、黄掲色ブロック土混 り暗灰褐色粘質土や黄褐色ブロック土混り

灰褐色粘質土も一部堆積している。

鞍部

F区グリッド」-30.31と L区 グリッドK-30。 31で確認した自然の谷地である。幅は約 1l m、

最深部は地山面から65 cmを測る。堆積土は粘性の極めて強い黒色及び暗灰褐色粘質上が主体である

ことから、降雨等の時のみ流水する湿地状態のような様相を見せていたと思われる。黒色及び暗灰褐

色粘質上の埋土から弥生土器や土師器が出上しており、当該時期は谷地であったようである。

SXl
D区グリッドF-22・ 23で確認した遺構である。南北に細長い土坑状遺構で、南北約 278 cm、 東

西約 98 cm、 地山面からの深さ5cm前後と比較的浅いが、中央部から北寄りに不定形で深度のあるピッ

トが存在する。ピットは中央部では円形で、北側では南北に長い形状をしている。円形は直径 35 cm、

地山面からの深さ 36 cm、 南北に長い方は 70X30cm、 地山面からの深さ約 10 cmを 測る。堆積覆土

は暗灰褐色粘質土である。177の奏をはじめとする弥生土器片が多 く出上した。本遺構より約 4m西

方にはS17が 所在する。本遺構 とS17の 遺物は同時期に近く、プランの向きもほぼ同方位である
ことから、両遺構は密接な関係にあると思われる。

SX2
E区 グリッドJ-22・ 23で確認した北西一南東方が長い溝に近い落ち込み遺構である。本遺構の

東端は調査区外となるため、全体の様相はわからない。規模は、北西―南東方が約 608 cm、 北東―南

西ラインが約 144 cmを 測 り、地山面からの深さは約 15 cmを 測る。堆積覆土は灰褐色粘質土である。

178の奏などの土器片が散在して出土した。形状などから、 BttS 1 4に水が入 り込まないように囲

む遺構になるかもしれない。
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SX3
D区 グリッドG-25で確認した溝が一周する周溝状遺構である。溝の幅は 38～ 47 cm、 地山面か
らの深さ 10 cm前後を測る。堆積覆土は灰褐色粘質土である。図示できるものはなかったが、弥生土

器片が数点出土している。周溝内の規模は北西一南東方で 190 cm、 北東―南西方で 140 cmと 楕円形

のような形状をしている。本遺構は、北陸地方の弥生時代集落でよく見られる。本遺跡近隣の弥生時

代集落遺跡である三日市A遺跡、御経塚遺跡ツカダ地区、押野ウマワタリ遺跡、高橋セボネ遺跡など
でも検出している。この周溝状遺構は、1集落に対して 1基 もしくは2基程度存在し、本遺跡でもこ

のSX3のみの確認である。この遺構の性格は、「ニオ (稲積)」 状の施設の説があるが、確定には至っ
ていない。

SX4

J区グリッドH-30で確認した南北に長い溝のような遺構である。南北方 222 cm、 東西方 30～
40 cm、 地山面からの深さ13 cmを 測る。東方約 1.5mに あるS114の外周の方位とほぼ合致するこ
とから、両遺構は密接な関係にあると考えられる。

SHl
M区 グリッドM～ 0-34～ 86で確認した古墳である。方位はN28° Wで、東南側の周溝を確認した。
この古墳の形状を確認するため、M区北西方に 16m× 2m、 8m× 2m、 7m× 2mの トレンチを設けた。
結果、各 トレンチから周溝と思われる覆土を確認することができ、本遺構は方墳であることが半J明 した。

古墳の規模は、墳丘が北西―南東長が約 17.5m、 北東―南西長が約 15.5m、 周溝を含むと北西―南東

長が約 25.5m、 北東―南西長が約 23mと なる。東南面の週溝の幅は約 4.5m、 墳丘面からの最深部約
90 cmで、北東面の週溝の幅は約 3.6m、 墳丘面からの最深部約 140 cm、 南西面の過溝の幅は約 3.2m、

墳丘面からの最深部約 150 cmを 測る。東コーナー部では、溝幅が約 2.5mと 狭 くなる。周溝の堆積覆

土は、下層でシル ト質の土が入るが、基本は黒灰色粘質土など粘性のある土である。様々な上がレン

ズ状に埋まっているので、自然堆積と考えられる。主体部は確認できなかった。

SH2
M区グリッドM-38で 確認した方墳である。方位はN8° Wで、南側と東狽1の一部の周溝を確認した。
古墳の規模はほとんどが調査区外となるため、全容は明らかでない。周溝を含むと、南北長 4.2m以上、
東西長 6m以上である。南面の週溝の幅は約 lm、 墳丘面からの最深部は 83 cmである。周溝の堆積
覆土は、黒色粘質土、黒褐色粘質土などの層が自然に堆積 している。また、溝の形状は、墳丘側は暖

傾斜で、外側は急傾斜となる。溝の中からは 579の重が出土した。主体部は確認できなかった。

SH3
M区グリッドO・ P-36。 37で確認した方墳である。方位はN21° Wで、北側と南側の一部を除く
周溝を検出した。古墳の規模は、墳丘が南北約 8.4m、 東西約 7.6mで、周溝を含むと南北約 10。9m、

東西約 10.3mを測る。週溝の幅は 1～ ■4m、 墳丘面からの最深部は約 100 cmである。周溝の堆積覆

土は、黒色粘質土や黒灰色粘質土などで、極めて粘性の強い土層が堆積 している。主体部は確認でき

なかった。

SH4
M区 グリッドN～ Q-37～ 39で確認した方墳である。方位はN14° Wで、南側と東側の周溝を確
認した。古墳の規模は、墳丘が南北長約 18.5m、 東西長 15.5m以上、周溝を含むと南北長 27.5m、 東

西長 20m以上を測る。東面の過溝の幅は約 4.3～ 49m、 墳丘面からの最深部 135 cmで、南面の週溝
の幅は4.8～ 5.6m、 墳丘面からの最深部約 80 cmを測る。また、北面は北東のコーナー部しか確認で

きていないが、墳丘面から浅くなる傾向にある。このことから、周溝は東側が最も深 く掘られていた

と想定される。なお、最も浅く掘られていた箇所は南面の西端部で、70 cmで あった。また、東側の

周溝内からは供献用と思われる 580の壺片が見つかった。周溝の覆土は下層で明青灰色のシル ト質の
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上が入るが、基本は粘1性の強い黒色粘質土などを基本とした上がレンズ状に堆積する。主体部は確認
できなかった。

SH5
M区グリッドQ-37・ 38で確認した1方墳である。方位はNlぽ Wで、SH4と 同方位である。南側
を除く東・北・西面で周溝を確認した.。 古墳の規模―は、墳とが南北約8m、 東西約 72mで、周溝を
含むと南北約 lα2 m、 東西約10,3mを測る。週溝の幅は北面が約 60 cm、 東面が約 140 cm、 西面が約
160 cmと 、北面がSH4の周溝に規制されているためか、東西面よりも狭い。墳丘面からの最深部は
約 86 cmの北東コーナー部であつた。最も浅い箇所は南西コーナー部で52 cmであった。周溝の堆積
覆土は、黒色粘質土や暗灰褐色粘質1上などで、粘性の強い土が多い。レンズ状に堆積しており、自然
に埋まっていったようである。主体部は確認できなかった。
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⑧́

第7図 SI位置図 (1～ 16弥生・古墳時代□ 17～35中世日)
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第8図 SB位置図 (1～ 19弥生・古墳時代□ 20～46中世■ )
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第9図 溝 。古墳位置図 (S=1/500)
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第10図  SE、 SK、 P、 SX位置図
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7 包含層 A4B粘質土混り暗灰褐粘質土
8資褐ブロック土混り黒灰粘質上

25 遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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2責 褐プロック土混 り暗灰褐粘質土
3責 褐粒土混 り暗灰褐粘質土 (褐色強い)
4黄 灰褐粘質土
5責 褐プロック土混 り灰褐粘質土
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遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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Si30

(1次調査区)

1 褐灰色粘質土 (やや暗い)
2 褐灰色粘質土 (黄色ブロック)
3 灰褐色粘質土 (黄色土筋状 )
4 褐色粘質土 (やや暗い)
5 灰褐色粘質土
6 褐灰色粘質土
7 灰褐色粘質土 (やや暗い)

田 b

(6次調査区)

8 灰褐色粘質土 (やや淡い)
9 褐色粘質土 (やや暗い)
10 褐色粘質土 (責色土筋状 )
11 灰色粘質土 (やや暗い)
12 暗灰褐色粘質土
13 掲灰色粘質土 (黄色粒中)
14 褐灰色粘質土 (やや暗い)

第39図 S130、 31 遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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1 責褐色粘質土 (褐色土マーブル状、カクラン)
2 淡黄色粘質土 (灰色・褐色土マープル状、カクラン)
3 褐灰色粘質土 (やや暗い )
4 暗褐色粘質土
5 暗褐灰色粘質土
6 暗灰褐色粘質上
7 暗褐色粘質土 (黄色プロック)
8 暗灰色粘質土

0                           2m

遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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1 黄褐プロック上、炭粒混 り灰褐粘質土
2黄 褐ブロック土混 り暗灰褐粘質土 (3よ りやや明るい)
3 黄褐プロック土混 り暗灰褐粘質土
4艦 灰褐粘質土
5責 灰掲粘質土

0                                            2m

第 41図 S135 遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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1 暗灰褐粘質土
2黄 掲プロック土混 り暗灰掲粘質土
3灰 褐粘質土
4黒 灰粘質土
5灰 黄褐粘質土
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遺構図・土層断面図 (S=1/60)
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第45図 SB10～12 遺構図・土層断面図 (S=1/60)
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″ 黄褐プロック土混 り黒灰粘質土

3 黄灰褐粘質土
4 暗灰褐粘質土

L=15300m
c西       東 d

SB17

?里」∩(        」√A       J6nヒ軍q

第47図 SB15～ 17 遺構図・土層断面図 (S=1/60)
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2黄 褐プロック土混 り暗灰褐粘質土
3黄 褐ブロック土混 り灰褐粘質土

第50図 SB21 遺構図・土層断面図 (S=1/60)
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第 63図 SB40、 41 遺構図・断面図 (S=1/60)
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第 64図 SB42 遺構図・断面図 (S=1/60)
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第65図 SB43、 44 遺構図・断面図 (S=1/60)
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耕土 灰色粘質土
床土 黄灰粘質土
旧耕土 淡灰粘質土
旧床土 黄灰粘質土
暗灰粘質土

暗灰褐粘質土

黒灰粘質土

石礫混 り黒灰粘質土 (石礫は人頭大、粘性強い)

責褐ブロック土混 り暗灰褐粘質土

黄褐ブロック土混 り灰褐シル ト

石礫 (人頭大)混 り灰黄シル ト
石礫 (人頭大)混 り灰黄粘土 (粘性強い)

や
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導

a

灰褐粘質土 (小礫、炭、少量混る)

黄褐ブロック土混 り灰褐粘質土

褐灰粘質土

黄褐ブロック土混 り灰褐粘質土 (プロック土少量 )

災混 り暗灰褐粘質土 (粘性強い)

6責 褐ブロック土混 り灰褐粘質土 (プロック土大き
7石 礫 (こぶし大)混 り暗灰褐粘質土
8責 褐粘質土
9 黄灰褐シル ト
10石礫 (こぶし大)混 り灰褐粘質土 (粘性強い)

小礫混 り灰褐粘質土

灰黄褐シル ト

石礫 (こぶし大)混 り責灰褐シル ト
石礫 (直径5～20cm)混 り褐色シル ト
石礫 (直径5～20cm)混 り灰褐ンル ト
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4 遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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1 灰褐粘質土
2褐 色粘質土 (石礫少 し混る)
3掲 色石礫土 (こぶ し大の石 )

⑬  SE6

L=14 91Xlm

a 封ヒ

L=15400m
a南西

加一細
〓‐

ａ

L‐ 15200m
a 南西 北東 b

l         i

l 灰褐礫土
2灰 褐粘質土 (粘性強い)
3灰 白粘土プロック混 り灰褐粘質土 (粘性強い)
4 人頭大石礫混 り暗灰褐粘質土 (粘性強い)
5灰 色シル ト
6暗 灰 シル ト

1 淡灰砂土
2灰 色シル ト
3灰 黄砂土
4暗 灰シル ト

遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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1 暗反褐粘質土 (主器多くれ入〉
2床褐粕質土

1 暗反褐粘質上 (土器大量に含む)
去灰褐描賓土
&灰黄福活質土

o                                      2m

通構図・土層断面図・遺物出土状況図 lS■ 1/40)
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第70図 SKl～ 3
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1 暗灰褐粘質土
2灰 褐粘質土
3 責灰褐粘質土
4灰 褐粘質土 (2層 より明るい)
5灰 黄褐粘質土

0                             2m

●b

④  SK5

第71図 SK4、 5 遺構図・土層断面図・遺物出土状況図 (S=1/40)
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L=15200m
a南

黄褐プロック土混 り暗灰褐粘質土

黄褐プロック土混 り灰褐粘質土

黒灰粘質土

暗灰褐粘質土

黒色粘質土

1灰 褐粘質土
2責 褐ブロック土混 り黒灰粘質土
3責 褐プロック土混 り灰褐粘質土
4 暗灰褐粘質土
5黒 灰粘質土
6責 褐プロック土混 り暗灰褐粘質土
7黄 褐ブロック上、石礫混 り暗灰褐粘質土

SK7

L=15300m
a西 東 b

貶a)SK8
L=15100m
a 北西 南東 b

L‐ 15100m
c 南西

0                          2m

遺構図・土層断面図 (S=1/40)第72図  SK6～ 8
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ＳＫ９　刀洲川上下

SK10

1 耕作土
2 淡灰責色粘土 (床土 )
3 暗灰掲色粘質土
4 灰褐色粘質土 (黄色粒少 )
5 褐灰色粘質土 (やや暗く黄色粒少 )
6 褐色粘質土
7 暗褐灰色粘質土 (黄色土筋状 )
8 暗褐色粘質土 (黄色粒中)
9 暗灰色粘質土 (焼土・灰・責色粒 )
10 暗灰褐色粘質土
■ 褐灰色粘質上

SKll

S114周溝
韓 b

1 掲灰色粘質土
2 淡灰白色粘土
3 暗褐色粘質土
4 淡灰褐色粘土
5 暗褐灰色粘質土
6 暗灰色粘質土
7 暗灰褐色粘質土 (責色粒多)
8 褐灰色粘質土 (やや暗い)
9 暗灰褐色粘質土
10 淡暗灰色粘砂質土

遺構図・土層断面図 (S=1/40)
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L‐14900m
A

SD2
L‐ 15300m

C

SD2

SD18
L‐ 15400m

K

明褐色砂

暗褐色粗砂

掲色粘質土 (黄色ブロック)

濁淡黄色粘質土

SD2
し=15500m
E

B

SD8、 9

9(1、 2)    8(3)

SD25、 26

26(5、 8)

1 黄褐ブロック土 多量混 り灰褐粘質土
2灰 褐粘質土
3 黄褐ブロック土混 り灰褐粘質土
4 明灰褐粘質土
5灰 褐粘質土 (4層 よりやや黄色系強い)
6黄 褐プロック土 少量混 り暗灰褐粘質土
7 黄褐ブロック土 多量混 り暗灰褐粘質土

一Ｈ

ｈ

一Ｄ
司

1 褐色粘質土
2 淡褐色砂質土
3 掲灰色砂質土 (やや淡い)
4 暗褐色粘質土      L‐ 15200m

5 濁淡褐色川砂         I
6 褐色粗砂
7 淡灰褐色砂質土
8 褐色粘質土 (やや暗く黄色粒 )
9 淡灰色砂質土
10 灰色粗砂 (黄色プロック)
H 褐灰色粘質土 (黄色ブロック)

L=15300m
M

J

40(3) v

1 褐灰色粘質土
2 淡褐色粘質土
3 暗褐色粘質土
4 褐灰色粘質土
5 濁灰掲色川砂
6 淡灰褐色粗砂
7 淡褐色砂質土 (黄色ブロック)

1 暗灰褐粘質土
2黄 褐ブロック土混 り暗灰褐粘質土
3黒 灰粘質土

25(1、 6、 7)     N

SD2

L‐ 155110m

G

L‐ 15600m

O

L‐ 15500m

S

L‐ 15400m

W

暗褐色粘質土

暗灰色粘質土

暗灰褐色粘質土

淡黄褐色粘質土

L

34(3、 4)

1 褐灰粘質土      L‐ 15500m
2 暗褐灰粘質土 (粘性強い)  U
3灰 褐粘質土
4 暗灰褐粘質土
5暗 灰掲粘質土 (4層 より暗め、

粘性強い)

1 暗灰褐粘質土
2 暗灰褐粘質土 (1層 より暗め)
3暗 灰掲粘質土 (1、 2層 より明るめ)
4 黄褐ブロック土混 り灰褐粘質土

SD38、 40

灰褐粘質土

黄色粘土混 り暗灰褐粘質土

灰白ブロック土混 り暗灰褐粘質土

黄掲プロック土混 り暗灰褐粘質土

SD34

1 灰褐粘質土
2灰 褐粘質土 (粘性強い)
3黄 褐ブロック土混 り暗灰IFJ粘質土 (粘性強い )
4褐 灰粘質土
5 黄褐プロック土混 り暗灰褐粘質土 (3層 より粘性弱い )
6黄 褐ブロック土混 り灰褐粘質土

1 褐灰粘質土
2 黄褐ブロック土混 り褐灰粘質土
3灰 褐粘質土
4 暗灰褐粘質土
5黄 褐プロック土混 り暗灰褐粘質土

SD38、 39

39(3～ 5) T 褐灰粘質土

黄褐ブロック土混 り暗灰褐粘質土

黄褐プロック土混 り灰褐粘質土

①

　

②
　
　
　
①

一
Ｘ

ｘ

暗褐色粘質土

明褐色粘質土 (やや淡い)

暗褐色粘質土 (やや淡い)

暗褐色粘質土 (黄色土マーブル状 )

暗褐色粘質土 (更 に暗い)

暗褐色粘質土

褐灰色粘質土

褐灰色粘質土 (黄色土マーブル状 )

0

褐灰色粘質土 (ま だら)

淡褐色粘質土 (ま だら)

灰掲色粘質土

暗灰色粘質土 (黄色土まだら)

①

　

⑤

土層断面図 (S=1/40)第 9図参照
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④ S�

‐５

ａ

④  SX3 L‐la400m
a南西

L‐15300m
a西                           東 b

o                      2m

第 76図 P17、 SXl～3 遺構図・断面図 (S=1/40)
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L■1,30m

1,褐灰粘質土
2灰黄掘粘質土 (猶性強い)
&灰自粘質二鉛担歳い)

ti鞄饗:骸ルト質送呻
0暗瓜褐油質土
■黒褐粘質土

a談灰シルト
ウ 飯 褐シルト 蜘　　　　　　　　一日日爾�柵鞠日ｐ

遺構全体図 (S=1/300)土層断面図 (`>1/60)、
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第77図 SHl 遺構図 (S〒 1/120)、
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b・

盛土
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渾

フじ

倉
D

窃
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脇

o                          2m

1 耕土 明青灰粘質土
2 床土 橙灰粘質土
3灰 褐粘質土 (若干砂粒混る)
4淡 黄粘質土 (粘性強い)
5 暗灰粘質土 (粘性強い)
6褐 灰粘質土
7黄 褐鉄分混 り黒色粘質土
8 暗灰褐粘質土
9黒 褐粘質土
10 暗灰掲粘質土 (砂粒多 く含む)
11 黒色粘質土
12灰責褐粘質土
13 黄褐プロック土混 り灰褐粘質土

遺構図・土層断面図 (S=1/40)、 遺物出土状況図 (S=1/20)

遺物出土状況図

第78図 S■2
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1.耕土 BH言灰活質土
多床土 浅黄栓灰粘質土
&排土 明緑反粘質土
4床土 槍尿粘質土
5医褐粘質土 (着手砂蔵混る)
6青灰粘質土 (若千砂粒混る|)

&侯豊議会豊
り吉床粘質■ 錯千砂紅,る )

9浚黄消質上鉛世強い)
19暗仄猫質■ (41性強ヤ→
11 明褐仄活質土
協 褐仄粘質土

撮悪浜箸盆盪≧黒
色村質土

15黒床鵜土 (活性樺めて強い)
16.黒魯粘土混,明青屎シルト

遺構図 G=1/80)、

0                                    12m

上層断面図 lS=1/40J舅学79[コ  S出
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L=14510m

墳丘

灰褐粘質土

明褐灰粘質土

淡責砂質土

青灰粘質土

浅黄砂土

明責灰褐粘質土 (鉄分の沈殿による)

黄褐鉄分混 り黒色粘質土

黒色粘質土 (粘性強い)

暗灰褐粘質土 (黄褐鉄分一部混る)

明青灰シル ト

a 南西＼、_べ
ご煮硬≡玉≡てラ

フ
本電覆ここた

~~ノ 牝東 b  
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第 5節 遺物
遺物は縄文時代から近世にかけての上器 。陶磁器、土製品、石製品、鉄製品が出土した。実測図は

第 82図～第 130図 までを掲載している。

縄支時代

主要な遺構は確認できなかったが、D・ G・ H区で、縄文時代後晩期の上器片数点が出上した。第

107図 398～ 401を 図示した。

弥生～古墳時代

本調査で最も多く発見した遺物は、弥生時代後期後半～古墳時代前期の上器である。器種は奏・壷・

高郭・器台・鉢・蓋である。奏は、弥生時代では 7・ 28な ど有段口縁に擬凹線をもつものが多い。古

墳時代では、144。 145な ど口縁端部が肥厚する布留甕が多 く見られる。壼は、82・ 94の有段口縁壺・

81長頚壷・短頚壺など多種にわたる。また、150の ような東海系の壺も見つかっている。高郭は、3・

225。 397の ような脚部より強く屈曲して開く必底部に、大きく外反して口縁部が伸びるものが主体と

なる。また、43の ように小さな塊形の杯部をもつものもある。44は捕手が付く。器台は高イのタイプ

が主流であるが、46・ 47・ 78の ような特殊器台も見つかっている。

古代

本調査では出土量は少ない。須恵器郭・瓶・蓋などを確認している。第 96図 246～ 251を 図示した。

中世

土師器皿、国産陶器、中国製磁器などを確認した。土師器皿は口径 6～ 8cmの小型と10～ 12 cm
の大型に大別され、口縁端部に大きな変化はなく、口縁部に一段のヨコナデを施すAタ イプと、口縁

部は外反し、体部下半にヨコナデに稜をもつEタ イプが多い。国産陶器は珠洲焼・カロ賀焼・越前焼の甕・

壷 。すり鉢が出土している。また、図示はしていないが、瀬戸焼の天目茶碗なども確認している。

近世

図示はしていないが、陶磁器を中心とした遺物が出土している。

土製品

第 107図 402～ 406の上錘がある。402は古代以降、その他は弥生～古墳時代と思われる。

石製品

縄文～古墳時代にかけての打製石斧・磨石 。叩石・砥石・石鏃・管玉と管玉未成品・勾玉と中世の

砥石・火打石・炉石などが出土している。打製石斧は、長方形の板状となるAタ イプ (短冊型)、 基部

から刃部へ向かって幅を広げていくBタ イプ (撥型)、 基部から刃部へ広げていくが、中ほどで括れる

Cタ イプ (分銅型)に分かれる。ほとんどは、使用により刃部が欠損したり、中央部が折れたりして

いる。管玉未成品は荒割・形割・穿孔と、製作過程の様相を示すものを見ることができる。中世にお

いては、炉石などの他に、煤が付着した自然石を多くみることができる。煤付着の自然石は加賀地域

の集落遺跡に多い傾向がある。砥石は中砥石と仕上砥石が見られる。

鉄・鋼製品

鉄製品は刀子や釘が多く、鉄津も見られる。銅製品は銭貨のみである。

なお、上記の遺物の詳細については、別表の遺物観察表を参照されたい。

-114-



に
・

〕                20cm

第82図 土器実測図1(S=1/3、 7のみS=1/6)

-115-



16

第83図 土器実測図2(S=1/3)

ィ デ ー ´

＼手 多 ´ノ
_‐r ィ″

―-116-

24       ∝m



幻

の形蒻移′ ″″潔7ν

第84図 土器実測図3(S=1/3)

-117-



39

48

×
ジ
~ 4R 52

51

虫量
53

57

第85図 土器実測図4(S=1/3)

街修

-118-



＼ ＼

67

軍

第86図 土器実測図5(S=1/3)

-119-



0                             10cm

第87図 土器実測図6(S=1/3)

―-120-―



彗

＼く頭了≪軍
董章===|

⇒

7多 く

113

第88図 土器実測図7(S=1/3)

―-121-



力昴R
121

＼ 卜 ざ
｀

ヽ と一か

0                10Cm

第89図 土器実測図8(S=1/3)

―-122-



|

ノ
146

0                 10cm

第90図 土器実測図9(S=1/3)

///ヽ
穐

幹
三 ヽ

�

・屋
147

―-123-―

149



151

多 ν

161 
第91図 土器実測図10(S=1/3)

162

0                 10cm

157

―-124-―



175

179

0                             10cm

第92図 土器実測図11(S=1/3)

わ
　

　

　

　

　

ぃ　
　
　
　
＼

，ヽ
デ

―-125-―



181

183

潔 ゼ露 多

″  疹

191

第93図  土器実測図12(S=1/3)

プ メ

196

―-126-―

畔 下 T荀 ~「 十 ィ 司 一 F下 即 Cm



201                       202

軍

217

第94図 土器実測図13(S=1/3)

0                1ocm
|

―-127-―



二 だ毒
‐
ユ

219

考

‐‐ノtヽ _っ

第95図 土器実測図14(S=1/3)

~=ア
ニ 夢 '

o                  10cn
1

223

Ⅵ
ＩＩ
ＩＩ
∇

―…128-―



＼ で
３８
２

7 〃

＼

0                  1ocD

第96図 土器実測図15(S=1/3)

―-129-―



252

253

254

255

256

257

258

259

260

屯 | フ
261

262

|

263.

264

266

267

268

ー 270

271

272

273

274

275

276

277

YI ▽

フ

絲

　

　

―
―
―

２

o                         10o五
| トーーー¬       「
――‐
T~~~~|~~~~i‐

~~       

「       「~~~~r――――T―――
=       「
~~~lF~~~→

軍 |フ
９‐
　
　
―
―

盟

９
“
　

　

　

　

　

　

　

　

２

一

第97図 上器実測図16(S=1/3)

278

―-130-―



マ=|
310

314

で = |

1318

0               10cm
l IIΞΞ:EEIΞ ]       ::::]       :||||||||:||||||||ヨ E:||||||||:」        L:こ :]       E:Ξ Ξ]       EEE:]       ΞΞΞ:::ここ」

第98図 土器実測図17(s=1/3)

321

-131-



|

323

顧て
~~~~~|

面
| ノ 手 羽  潔

＼＼ ＼
＼  「

337

第99図 陶磁器実測図18(S=1/3)

0                10Cm

―-132-一



ミ

346

第100図 陶磁器実測図19(S=1/3) 0                 1ocm

―-133-―



=三=景〆ψ

第101図 陶器実測図20(S=1/3)

―-134-―

0                 10Cm



359

0                10cm
i

第102図 陶器実測図21(S=1/3)

―-135-―



ff肇ト

365
366

第103図 陶器実測図22(S=1/3)

―…136-―

OCm



第1磁図 陶器集測図286=1/31

―一137.エー



】          10Cna
1触

第1∞図 1陶器実別m24.(Si弘.380のみS‐ 1/6J

-138-



383

390

第106図 陶器実測図25(S=1/3)

)                10cm

―…139-―



ヽ

□

396

399

Ａ
‐
‥十
‐‐‐
Ｕ

③
４０３

第107図 土器・土製品実測図26(土器391～401S=1/3、

∩
―――Ｉ
Ｍ
）
◎
４０６

一

⑥

４０５

ハ
門
Ｖ

①
４０４

0                10cm

0                         10cm

土製品402～406S=1/2)

―-140-―



∩

円

一
‐‐‐

即

0                 10cm

415

第108図 石製品実測図27(S=1/3)

』
４０８

-141-





う
426

∩
Ｈ
＝
Ｖ

一

ハ
出
＝
――‐
円
＝
Ｈ
ＩＩＩ
Ｖ

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一



Ａ
日
円
り
Ｖ

一

ハ
Ｒ

爾

即
一

ハ
出
―――
卸

一

代
出
――‐
Ⅳ
ν

437

性f下す司~庁―T下コ弓
OCm436

第111図 石製品実測図30(S=1/3)

―-144-―





459              460

第113図 石製品実測図321S=1/31

-146-



＼ デ/
逹
ヤ
r)/1/

0                             20cm

第114図 石製品実測図33 (S=1/3、 466のみS=1/6)

0                 10cm

―-147-―

465



八
Ⅲ
Ⅶ
Ｗ
Ψ

一一

Ａ

Ｉ Ｉ Ｉ

‐ ＩＩ

Ｖ

Ｖ

o                          5cm

石製品実測図34(S=1/1

--148-―

第115図



川
判

0                          10cm

476              0                              5cm

第116図  石製品実測図35(472～ 474S=1/2、 475・ 476S=1/1)

―-149-―



@

趨5紗
478

Q

□魏M
486

0                           5cm

魯
巖

ｏ８４

ｇ

血
醐
鶴
）

黒
９ワ
′

迩
隠
鬱
４

鷺同側
捌
）
　
４８３

□

胸
冊
拶

白
餓

目

４８２

０

島膊
拶

艘
凰

４８５

隠

魚
〕

閾
瑚

７

４８４

題

獅Ю
廻

◎

鰺震
481

第117図 石製品実測図36(S=1/1)

一-150-―



慰

砂⑬G
491

第118図 石製品実測図37(S=1/1)

-151-

~(筵

も

~

Щ
498

0                          5cm

撻

θ

圃
糊

４８９

個
Ｍ

総
嘲

Ｂ

４８８

恩

凸
鬱

船
轡
留

４８７

倒

（帥
畔

胸
圏

圏

尊磯
り

４９２

闇
伊

脚
赳

⑨
ｌ
耐
爛
煙
ｔ
ｅ

４９５

円
Ｈ
Ｕ

脚
Ⅲ
硼

§

蒜

帥

硼

‐
０

４９４

阿
脚
Ｕ

蔵
Ｕ

齢
酬
蝋
Щ
　
　
　
　
４９３

Ｒ
麟
一
錮

畷

錫

會

Ｍ

厨
燭

岡
――
‐‐
―
醐

⑨
‐
周
―――
趨

‐
⑨

４９６

同
――――
側



第119図 石製品実測図38(S=1/1)

―-152-―

Cm



６５０

　

　

´

第120図 石製品実測図39(S=1/3)

―-153-



閲́脇
凱

/ イ /́
/ /

＼
　
・
‘
。

＼‐ヾ

514

0                        10Cm

第121図 石製品実測図40(509～ 513S=1/3、 514、 515S=1/2)

―-154-―



絡
尽
＼主墓彗

熱

Oτg

一

的

Ｍ

ＩＩＩ

Щ



_回 _診

日

524

(t三二正三正三三三正三三二〕ヂ

525

院
Ⅷ
陥
Ｎ
柳
姶
棚
剛

Ｒ
Ⅷ
Ⅷ
鞘
螂
脚
Ⅷ
Ⅷ
幽

―
529

1

1

′々
〔:::こ
ここと、___ここどEとこ

ii,―

530

|  ~司

528

0                        10cm

―-156-―



0                10cm

第124図 石製品実測図43(S=1/3)

534

―-157-―



1第翌5図 石製品実測図製 儡i1/3)

-158-



0                             1ocm

第126図 石製品実測図45(S=1/3)

―…159-―



さ軍 々

二至華≦董曇曇重章
=重
薫三重≦
=も

° こ=胃≦蔓硬憂露≡愛重亘≦ジ:D

0)::

|

緻 ミ
(単(
ことをL」争淀煮■ヽ全と二

一　　　　　　ヽヽ
ヽヽヽ
、ェ．．．・，，′′・′　　　　．

一
堂

（
　

　

　

／

一

こと

557

0                        10Cm
|

第127図  鉄製品実測図46(S=1/2)

―-160-―



6_

◎
563

0                           10cm

0                           5cm

鳳
削
翅

一

561

第128図 鉄製品実測図47(558～ 563S=1/2、 564～567S=1/1)

-161-



０

５７０
０

５６９

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

代
籾
椰
側
Ｖ
Ｕ

　

０

５６８
　

　

　

翻

酬

開

憫

Ｖ

　

⑤

５７２

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一 -8-
〇

573

Ｈ

Ａ
＝

＝

】

７５５

Ｒ

υ

Ｈ

Ｒ

ｌ

５７７

|

||

‖
578

o                          5cm

第129図  鉄製品・銅銭実浪J図48(S=1/1)

掛|

―-162-一



m

第130図 S軍周溝出土遺物実測図49(S‐ 1/3)

-1鶴 ―



第 4章 総括
本調査地で縄文時代から近世にかけての遺構や遺物を発見することができた。以下は、時代毎に様

相を説明していく。

縄文時代

主要な遺構は確認できなかったが、D・ G・ H区で、縄文時代後晩期の土器片数点が出上した。

弥生～古墳時代

本調査では、竪穴建物跡、掘立柱建物跡、布掘建物跡、土坑、古墳などを確認した。調査地の東側

にあたるA～ K区は集落域になり、 F区南西端とL区北西端で検出した鞍部を挟んだ西側は、複数の

古墳を設営した墓域となる。このように、集落域と墓域が谷地により明確に区分された構造を見るこ

とができた調査事例はほとんどない。今後、弥生から古墳時代における集落構造を考えていく上で、

貴重な情報を提供できたと考える。

今回の調査で、当該時期の竪穴建物を 16棟確認した。この竪穴の中から出上した土器の様相や竪穴

のプランから、以下のように大きく3時期にわかれることが想定される。

弥生時代後期後半～終末期  S1l S16 S19 S 1 12 S 1 13 S 1 14 S 1 16

弥生日寺代終末期            S12  S1 5  S17  S18

古墳時代前期前半      S13 S14 S110 SJll S115

但し、竪穴建物の中には、弥生後期・終末期
。古墳前期と想定される土器が混在して出土している

ものも見られ、今後検討する必要はある。

古代～中世

畝溝 1～ 4は耕作のための溝群である。特に、畝溝 3は長さ約 35m以上まで廷びる広大な耕作地で、

近隣の調査では見られない規模をもつ。グリッドGの辺りで溝は一旦途切れることから、ここに東西

方向の小道が存在していたと想定される。時期は中世の遣物が溝内に入り込んでいるが、本遺跡や三

日市A遺跡など周辺の調査状況から古代までさかのぼると考える。

中世

掘立柱建物、竪穴状遺構、井戸などで構成される、13～ 14世紀にかけての集落跡である。B区グリッ

ドE・ F20、 D区グリッドB-24・ 25、 F区グリッドH-32、 G区グリッドE・ F-24。 25、 J区グリッ

ドH-29、 K区グリッドK-28な どで、掘立柱建物、竪穴状遺構、井戸の主要遺構が密集しており、

当該地が生活空間にあたると考えられる。周辺には宅地割 りや排水機能をもったとされる南北
。東西

方の溝が巡っており、計画的な村立がなされていたようである。

掘立柱建物や溝などの方位軸から、複数回の集落配置の変更があったと想定される。

近世

M区で方形大型土坑 1基を確認した以外は、日立った遺構・遺物は見つかっていない。現在存在す

る集落は近世から成立したと考えられ、本調査地及び周辺は農耕地であったと思われる。
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第 2表 出土土器・陶磁器観察表

番号
グリット

器種
口 径 器 高 底径 調整 (外 ) 色調 (クト)

残存率 備考
測

号

実

香遺構 (cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

1

B‐20
棗 135 (208)

ナデ、ハケ にぶい黄橙 口径 全周 腱凹線10条 体部に波状文
外面に煤・炭化物付着ナデ、ケズリ にぶい黄橙 体部 2/3

2
B-20

発
頸部径

160

体部径

199

ナ デ 橙
頸部径 1/2 l

ナデ、ケズリ にぶい責橙～灰黄

3
B‐20

高邪
ミガキ にぶい橙～にぶい黄橙

口径
ミガキ にぶい黄橙

4
B-20

脚 部
脚部径

40

ミガキ 灰 褐
脚吉Ь 1/2弱

灰 褐

5
C‐20

底部
ハケ、ナデ にぶい責橙～褐灰 台部 全周

底部のみ3/4S12 ナデ、ケズリ にぶい黄橙

6
C-20

甕
頸部径

150

|びれ径

55

ハケ、ナデ にぶい褐色、にぶい責橙 口頸部 全周
高台くびれ部 全周

疑凹線6～ 7条

ナデ、ハケ、ケズリ にぶい褐色、にぶい黄橙～灰黄褐 氏部の内外面に炭化物付着

7
C‐20

奏 307
頸部径

262

にぶい橙
70% 外面に媒付着 692

ヨコナデ、ケズリ にぶい橙

8
C-20

奏
ナ デ 浅黄橙

底部 全周 赤色粒含む 14
ナ デ i完黄橙

9
C‐20

発
頸部径

166

ナデ、ハ ケ 灰褐～にぶい褐
口頚部 2/3

擬凹線6～ 7条

外面に炭化物付着
11

ヨコナデ、ケズリ 明褐灰～灰褐

C-20
高郭

ミガキ 橙
ラド吉Б  2/3

ミガキ 橙

ll
C20

高 杯 雌
３５

ミガキ 浅黄橙
柱状部 全周

ハ ケ 浅黄橙

C‐20
高イ

柱部径

34

脚部径

l■8

ミガキ にぶい責橙 脚部

柱部
％
釧

7
ハケ、ナデ にぶい黄橙

C-20
小型壷

頸部径

88

体部径

120

ナ デ にぶい橙
頭・胴部 1/4 舅岳Tし 2子し

す デ にぶい橙

C‐20
笠

頚部径

l■ 0

ナデ、ハケ にぶい橙
日顕部 ほぼ全周 内外面に媒付着

S12 ナデ、ケズリ にぶい橙

C‐20
鉢

体部径

141

ケヽ にぶい橙 口縁・体部

1/8耳司S12 ケズリ にぶい橙

A-23
奏

頚部径

128

ナ デ 明黄褐

ナ デ 橙

17
A‐23

甕 (180)
頭部径

(140)

ヨコナデ、ハケ にぶい黄橙
582

ヨヨナデ、ケズリ にぶい責橙

A23
鉢

ナ デ 橙
ほぼ完形 ホ色粒含む

ナデ、ハケ 橙

B24
奏

票部径 ナデ、ハケ にぶい黄橙
1/7

132 ナ デ にぶい黄橙

B‐24
発

頸部径 ヨヨナデ、ハケ、ナデ にぶい責橙、にぶい橙
ほぼ全周 黒雲母、赤色粒少量含む

128 ヨヨナデ、ケズリ にぶい責橙、橙

B-24
奏

顕部径

l■0

ナデ、ハケ にぶい橙、褐
上/3

石英、雲母、海面骨針

少々含むケズリ、ナデ にぶい橙、褐

B‐24
高 邦

ケズリ、ナデ 灰責、責灰
黒雲母少々含む

分ズ リ、ナデ 浅黄橙

B-24
高郭

ミガキ にぶい橙、褐灰 赤色粒多く含む

海面骨針少量含む
507

ミガキ にぶい橙

A-23
士霊
顕部径

上02

体部径

280

ケヽ にぶい黄橙 1/2

頸部 1/3S13 ケヽ にぶい黄褐

B‐23
霊 164

頚部径

134

ミガキ にぶい黄橙 殉外面に赤彩痕

ホ色粒、石英質粒含むミガキ、ケズリ にぶい黄橙

B-23
装飾器台

体部径

158

ミガキ 橙、にぶい責橙
本面に赤彩痕

S14 ミガキ にぶい責橙

B-23
底部

ハ ケ にぶい橙、浅責橙
全周 ホ色粒少量含む

灰

C‐25
発

頭部径

152
172

ナ デ にぶい責橙
口縁  80%

疑凹線7条 指頭圧痕
朴面に煤付着ナデ、ケズリ にぶい責橙

B‐25
奏

頭部径

176

ナデ、ハケ 橙
全 周

疑凹線7条 指頭圧痕
/1・面に媒付着

670
ナデ、ケズリ 橙

B-25
奏

頸部径

120

ナデ、ハケ 橙
疑凹線8条 指頭圧痕 668

S15 ナデ、ケズリ 橙
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番号
グリット

器種
口径 器高 底 径 調 整 (クド) 色調 (外 )

残存率 備考
測

号

実

番遺構 (cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

B25
甕

頸部径

103

体部径

122

ナデ、ハケ にぶい褐 口縁部 3/4

1tN言卜  1/2
擬凹線10条 赤色粒含む

ナデ、ケズリ 橙

B-26
奏 (144)

頸部径

(■0)

ナ デ にぶい褐 擬凹線9条

海面骨針多く含むナデ、ケズリ 橙

C‐25
驚

頸部径

166

ナデ、ハケ 橙 外面に煤付着

赤色粒含むS15 ナデ、ケズリ 橙

B-25
甕

頸部径

131

ヨコナデ、ハケ
1/4 海面骨針含む

ヨヨナデ、ケズリ

C‐25
高郭 (185)

ミガキ 橙
1/9

内外面に赤彩痕

赤色粒含むミガキ 橙

C-25
高イ (196)

ミガキ にぶい責橙

ミガキ にぶい黄橙

B25
高郭

橙
赤色粒含む

橙

B25
高 必

柱部径

29

ミガキ 橙
全周

外面に赤彩痕

赤色粒含む
667

ミガキ 橙

B‐25
高郭

脚部径

34

にぶい橙
海面骨針含む 665

にぶい責橙

C-25
高郭

脚部径

32

ミガキ 明赤褐
全 周 透孔 3箇所 649

ミガキ、ケズリ 橙

B‐25
高郭

柱部径

30

にぶい橙
赤色粒含むS15 ミガキ 浅黄橙

B-25
高イ

柱部径

24

ミガキ にぶい責橙
全周 透孔 1箇所S15 ケズリ、ハケ 浅黄橙

B-25
高郭

ミガキ にぶい黄橙、橙 3/4

脚部は全周

内外面に赤彩痕

外面に黒班S15 ミガキ にぶい責橙

44
B‐25

高郭
脚部径 ミガキ 橙

全周 内外面に赤彩痕 666
ミガキ、ケズリ 橙

C25
高杯

ミガキ 浅責橙、橙 杯部は全周

(口縁部は1/18)

外面に赤彩痕

海面骨片多く含む
647

橙、赤橙

B25
装飾器台 162

ミガキ 明赤掲
殉外面に赤彩痕

ミガキ 明赤褐

B25
装飾器台

柱部径

33

ミガキ 橙 1/2

柱状部は全周

内外面に赤彩痕

赤色粒含むS15 ハ ケ 橙

48
C‐25

高郭
ミガキ 橙

全周
内外面に赤彩痕

赤色粒含むミガキ、ナデ 橙

B25
一霊

顎部径

86

ナ デ

全周 赤色粒含む
ミガキ

Bワ5
鉢 565

橙
摩耗著しい

橙

B‐25
蓋

脚部径

30

ナデ にぶい橙
全周 赤色粒含む

ナ デ 浅黄橙

C25
底 部

ナ デ にぶい黄橙
ほぼ全周 赤色粒多く含む 620

ナ デ にぶい黄橙

B‐25
底 部

にぶい黄橙
全周 赤色粒含む

橙

C25
小型土器

ミガキ にぶい責橙
ほぼ完形

赤色粒含む

口縁部孔4箇所ナ デ 橙

C-25
蓋
蓋径

92

まみね ミガキ にぶい橙
3/4 赤色粒含む 621S15 にぶい責橙

C-25
蓋
蓋径

1■6

ミガキ 明赤褐
海面骨片含むS15 ハケ、ケズリ 澄

57
B‐25

底部
ミガキ 橙

全周
ズリ、ナデ、ミガキ 橙

D,Eワ3
養

ナデ、ハケ 橙
口縁部 1/4

擬凹線10条

体部に波状文
560S16 ナデ、ケズリ 橙

D E23
発 176

頸部径

152

体部径

184

ナデ、ハケ にぶい責橙 擬凹線8条

体部に刺突文ナデ、ケズリ にぶい責橙

D,E‐23
奏

顕部径

138

ナ デ にぶい黄橙、橙 擬凹線5条

体部に刺突文ありナデ、ケズリ にぶい澄

D,E23
奏 ⑫22)

ナ デ にぶい黄橙
小片

擬凹線5条 指頭圧痕
赤色粒含むナデ、ハケ、ケズリ にぶい責褐
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番号
グリッド

器種
口径 器高 底径 調 整 (外 ) 色調 (91・ )

残存率 備考
測

号

実

番遺構 (cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

D,E‐ 23
甕 172

頸部径

156

ナ デ 橙、にぶい責橙
擬凹線6条

ナデ、ケズリ にぶい責橙

E23
甕

顕部径

142

ナ デ にぶい橙
全周 擬凹線6条

ナデ、ケズリ 橙

D,E‐23
甕

頚部径

139

ナ デ にぶい褐、橙
擬凹線5条

ナデ、ケズリ 橙

D,E23
甕

頸部径

144

ハ ケ にぶい橙 擬凹線8条

体部に刺突文ナデ、ハケ、ケズリ にぶい橙

D,E‐23
養

頚部径

145

ナ デ にぶい黄掲 擬凹線5条

外面に煤付着ナデ、ケズリ にぶい黄橙

DE-23
甕

頸部径

146

ナ デ
tatF/_W,罰

擬凹線3条

外面に煤付着
5砲

ナデ、ケズリ

DE‐23
甕

頸部径

135

ナデ、ハケ にぶい責橙 擬凹線9条 体部に刺突文
外面に媒付着

552
ナデ、ケズリ 灰黄褐

D,E‐23
発 l■6

頚部径

100

体都径

106

ナ デ 明黄褐
全周 擬凹線6条

ナ デ 明黄褐、イ表責橙

E-23
甕 (114)

ハ ケ 灰黄褐、にぶい責褐 疑凹線9条

本面に媒付着ハケ、ケズリ にぶい責

D,E‐23
甕

頸部径

96

体部径

104

ナデ、ハケ 橙 1/4

(口縁部は1/6)
体部に刺突文あり 550

S16 ナデ、ケズリ 橙

E23
奏

ナ デ 橙、にぶい黄褐
1/3 本面に煤付着 533

S16 ナデ、ケズリ 橙、明黄褐

D,E‐23
器台

柱郡径

42

橙
全周 華耗著しい

橙

D,E23
高郭

柱部径

32

ミガキ にぶい黄橙
透孔 1箇所

ナ デ にぶい黄橙

D,E-23
器台

注部径

36

ミガキ にぶい黄橙
全周 透孔 3箇所

ナ デ にぶい黄橙

D,E‐23
器 台

ミガキ にぶい黄橙
透孔 2箇所 545

S16 ナ デ にぶい黄橙

D E23
器 台

柱部径

40

ミガキ 明褐

ナ デ にぶい橙

D323
装飾器台

柱部径

36

体部径

157

ミガキ、ハケ にぶい責橙
1/3 557

ミガキ、ケズリ にぶい責橙

D.E‐23
脚 部

裾部径

88

ミガキ、ナデ にぶい責橙
1/5 疑凹線12条 558

ナ デ にぶい責橙

E-23
壺

頸都径

122

ナデ、ハケ 黒褐、にぶい責橙
内外面に媒付着

ナデ、ケズリ にぶい責橙、掲灰

D,E‐23
士霊

顎部径

生6(54)

ハケ、ミガキ 明黄褐

S16 ナ デ 明黄褐

D,E23
士霊

頸部径

108

ナデ、ミガキ 内外面に煤・赤彩痕

ひも透じ孔4箇所
551

ケズリ、ミガキ 橙

D,E-23
一霊

ナデ、ハケ、ミガキ 橙、にぶい責橙
1/3

体部に刺突文

内面に煤、外面に成化物付着
538

ナデ、ケズリ 灰黄褐

D,E23
底 部

ナ デ にぶい責橙
全周

ミガキ にぶい責橙

D,E‐23
底 部

ハ ケ 灰黄褐
外面に煤付着

ケズリ にぶい橙

E‐23
底部

ハ ケ にぶい黄橙
全周 舛面に媒、炭化物付着

ケズリ にぶい責橙

D,E-23
底 部

ハケ、ナデ にぶい責橙
と/3

ケズリ にぶい責橙

D,E‐23
底 部

ハ ケ 明黄褐、黒
全周 外面に媒付着 535

ケズリ 黄灰

F23
高 郭 126

ミガキ にぶい黄橙 底部 3/4

柱状部 全周
透孔 3箇所 572

ナデ、ケズリ、ミガキ にぶい黄橙

高郭
柱部径

38

ミガキ 橙
柱状部 全周 573

橙、明褐

F‐23
奏 158

ナ デ にぶい褐
1/6

擬凹線7条

外面に煤付着ハ ケ にぶい褐

F-23
底部

ハ ケ にぶい責褐
575

S17 ケズリ 灰責褐
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番号
グリッド

器種
口径 器高 底径 調整 (外 ) 色調 (外 )

残海率 備考
実測

番号遺構 (cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

F‐23
底部

にぶい責橙
全周 赤色粒含む 571

ケズリ にぶい黄橙

F-23
小型壺 77

ミガキ、ナデ 橙、にぶい黄褐
完 形 574ミガキ、ケズリ にぶい黄褐

奏 129
顕部径

103

体部径

114

ハ ヶ

口縁部 1/3
擬凹線6条

外面に煤付着ナデ、ケズリ

J22
喪

ナ デ

口縁部 1/5 擬四線7条
ナ デ

」‐22
奏 (上90)

ナ デ

小 片
ナ デ

J-22
奏

ヨコナデ、ハケ
口顎部 1/4強

ナデ、ケズリ

底 部
ハ ケ

全周
ケズリ

」‐22
高郭

ミガキ にぶい橙
口径  2/3S18 ミガキ にぶい橙

J22
高イ

ミガキ にぶい橙
郭 部 全 周

にぶい橙

」‐22
高郭

ミガキ
口縁部 1/9

ミガキ

高杯
体部径

137

ミガキ

ミガキ

J23
士霊

顕郡径

83

ミガキ
口縁部 1/5S18 ケズリ、ナデ

」-22
甕 132

顕部径

114

体部径

124

ナデ、ハケ にぶい橙
口顎部 3/4 擬凹線4条S18 ナデ、ケズリ にぶい橙

」22
高邪

体部径

84

ミガキ

ケズリ、ミガキ

J22
蓋

9まみぞ

37

ミガキ、ヨヨナデ つまみ部 全周
底部 1麗ナデ、ミガキ

蓋
まみ ミガキ

ほぼ完形
ケズリ、ミガキ

J22
蓋

9まみ雀

22

ミガキ
ほぼ完形

ミガキ

E‐28
甕

顕部径

94

体部径

146

ナ デ にぶい橙 擬四線7条、体部に刺突文

内外面に煤、炭化物付着ナデ、ケズリ 浅黄橙

E‐28
霊

顕部径

100

ナデ、ハケ にぶい澄
口縁部 1/5 外面に煤付着

ナデ、ケズリ にぶい橙

E-28
脚 部

柱部径

30
橙

部分的に全周 摩耗著し彰
橙

E‐28
底部

ナ デ 澄
底部

にぶい橙

E‐29
器台 (199)

ナ デ にぶい橙
底部 擬凹線5条

ナ デ にぶい橙

G31
養 (165)

ナ デ にぶい橙
外面に煤付着

ナ デ にぶい橙

G‐31
士堕 (277)

ナ デ にぶい責橙
小片 内面に媒付着

折ズ リ、ナデ にぶい黄橙

G‐31
底 部

ミガキ にぶい橙
底部

ナ デ にぶい橙

E25
士笠 142

ナ デ 灰白、にぶい橙 内外面に赤彩痕

擬凹線12～ 13条
M31S112 ナデ、ハケ にぶい黄橙、橙

119
E‐25

一霊
ヨコナデ にぶい赤褐

小片
内外面に赤彩痕

擬凹線4条
よ江33S112 ヨコナデ、ケズリ 橙

E‐25
豆

にぶい橙、橙
小片

内外面に赤彩痕

擬凹線6条
卜132S112 ヨコナデ 浅責橙、橙

E-25
高邪

柱部径

30

ミガキ にぶい黄橙
柱状部 完形 M85S112 ナ デ にぶい黄橙

E‐25
甕 177

ハケ、ナデ にぶい橙 体部に刺突文

外面に媒、擬凹線9～10条
Ⅲ128S113 ヨコナデ、ケズリ 灰黄掲

E‐25
器台

柱部径

44

ミガキ i麦黄橙
柱状部 1/2 1ヽ30ハケ、しぼり目 浅黄橙
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番号
グ リ ド

器種
口径 器高 底径 調整 (外 ) 色 調 (クト)

残存率 備考
実測

番号遺構 (cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

E-25
器台

柱部径

47

灰 白
柱状部 完形

透孔 6箇所

赤色泣含む
h127

S113 しtま り目 灰 白

G・ H‐29
奏

ハ ケ にぶい橙 擬凹線10条

指頭圧痕
M77

S114 ヨコナデ、ケズリ にぶい橙

G・ H29
甕

ナ デ にぶい橙
凝凹線 13条 卜183

S114 ヨヨナデ、ケズリ にぶい橙

G・ H‐29
奏

ナ デ にぶい橙、灰責褐
1/7

擁 凹線 5条

赤色粒含む
1ヽ81

S114 ヨコナデ、ケズリ にぶい橙

G・ H29
甕

ナデ、ハケ 淡赤橙 内面に煤、炭化物付着

擬凹線3条
�【91

ヨヨナデ、ケズリ、ナデ 橙、黒

129
G・ H‐29

奏

ヨコナデ、ハケ、ナデ にぶい黄橙、褐灰 外面に煤付着

赤色粒、石英質粒含む
M90

S114 ヨコナデ、ケズリ、ナデ 橙

G・ H29
奏

ヨヨナデ にぶい黄橙
1ヽ80

S114 ヨコナデ、ケズリ にぶい黄橙、褐灰

G・ H‐29
甕

ヨコナデ、ハケ、ナデ 灰 白
1/5 赤色粒含む h/179

S114 ヨコナデ、ハケ、ナデ 灰 白

G・ H‐29
奏 155

ヨヨナデ、ハケ にぶい橙
lv182

S114 ハケ、ナデ、ケズリ にぶい橙

G・ H29
高郭

ミガキ 淡赤橙、にぶい橙
1/2 内外面に赤彩痕 卜188

S114 ミガキ 淡赤橙、にぶい橙

G・ H‐29
脚部

即部径 ハケ、ナデ 橙
1/4 赤色粒含む Ⅳ【87

ハケ、ナデ 橙

G・ H29
士笠

ミガキ にぶい橙、灰褐
外面に煤付着 M84

S114 ミガキ にぶい橙

G・ H‐29
電

ヨコナデ、ハケ にぶい黄橙
内外面に煤付着 W186

S114 ヨヨナデ、ハケ、ナデ にぶい黄橙

G・ H29 ヨヨナデ、ハケ、ナデ にぶい橙、明掲
赤色粒含む 1ヽ94

S114 ナデ、ケズリ にぶい褐

G・ H29
空

ヨヨナデ、ミガキ 掲灰、にぶい黄橙
1ヽ78

S114 ハケ、ナデ にぶい責橙

G・ H‐29
一軍

ナ デ 橙 頚部に刺突文

赤色粒含む
h/192

SI文4 ナデ、ハケ、ケズリ 橙、褐灰

甕
頚部径

232

体部径

325

ナデ、ハケ 浅責橙
口縁部 全周 外面に煤付着

S115 ナデ、ケズリ 浅責橙

甕
頸部径

138

ナデ、ハケ 明黄褐
口縁部 1/6

擬凹線7条

指頭圧痕S115 ナデ、ケズリ 明責褐

I‐28
奏 165

ナ デ にぶい橙
口縁部 1/8強 擬凹線3条

S115 ナ デ 橙

I-28
養 (192)

ナ デ にぶい橙
口縁部 1/9 擬凹線1条 102

S115 ナデ、ケズリ にぶい橙

甕 154 235
頚部径

123

ナデ、ハケ にぶい黄橙
外面に媒付着

S115 ナデ、ケズリ にぶい黄橙

奏
頭部径

135

体部径

215

ナデ、ハケ 橙 口径

頸部
И
釧

195

S115 ナデ、ケズリ にぶい橙

と28
脚 部

裾部径

(172)

ハケ、ナデ にぶい橙
1/12

S115 ナ デ にぶい黄橙

脚 部
脚部径

216

ナ デ 浅黄橙
底部 1/12

S115 浅黄橙

I-28
脚 部

脚部径

144

ミガキ 橙
,表音Б 1/7写ヨ 透孔 1箇所

S115 ハケ、ナデ 明責掲

鉢

ミガキ、ナデ 橙
2/3酌負

S115 ミガキ、ナデ 橙

一霊
ナデ、ハケ 浅責澄

ほぼ完形
波状櫛描紋

突帯紋 (3箇所 )S115 ミガキ、ケズリ、ナデ 浅黄橙

士笠
ナ デ にぶい褐色

口縁部 1/8強
擬凹線5条

内面に煤付着S115 ナ デ にぶい橙

gE (258)
ナ デ 橙

小片
S115 ケズリ にぶい橙

I‐27
甕 (177)

頸部径

(146)

ナ デ にぶい責橙
疑凹線4条

S116 ナデ、ケズリ にぶい橙

養 162
頸部径

129

ナ デ 橙 口縁部 1/9

憂頁言Б  上/6

疑凹線5条

本面に煤付着S116 ナデ、ケズリ 橙
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番号
グリッド

器種
口径 器高 底径 調整 (外 ) 色調

残存率 備考
実測

番号遺構 (cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

発
頚部径

248

ナデ、ハケ にぶい橙
頚部 擬凹線5条

S116 ナデ、ケズリ 浅黄橙

斐 (262)
頸部径

233

ナデ、ケズリ にぶい黄橙
口縁部 1/16

擬四線6条

指頭圧痕SK ナ デ にぶい黄橙

157 〓宣 聯
唖

ナデ、ケズリ 浅黄橙
口頚部 1/6

SK ナ デ i完責橙

蓋
み俗 ナ デ 橙 つまみ部 全周

底部 1/3SK ナ デ 橙

脚 部
脚部径

123

ミガキ にぶ い橙

SK ハケ、ナデ 灰責褐

甕 (180
ナ デ にぶ い橙

口縁 1/10弱
SK 2 ナ デ にぶい橙

C-20
甕

頸部径

252

ナデ、ハケ にぶい橙
口顕部 1/6強 凝凹線9条

SK 3 ナデ、ケズリ にぶい橙

D‐20
奏

頸部径

132

ナデ、ハケ にぶい澄
1/4〕資

疑凹線5条、指頭圧痕

本面に媒付着SK 3 ナデ、ケズリ にぶい橙

D-20
高郭 198

ミガキ にぶい橙
口縁部 1/2

SK 3 ミガキ 浅責橙

Dワ0
高邦

Il部径 ミガキ にぶい橙
柱状部 全周

SK 3 細 いハ ケ にぶい橙

165
B-24

奏 (138)
頸部径

(108)

ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙

SK 4 ナデ、ハケ にぶい責橙

B‐24
甕

頸部径

168

ナデ、ハケ 橙
1/7

擬凹線7条

赤色粒含む
679

SK 4 ナデ、ケズリ 栓

B-24
奏

頚部径

164

ヨコナデ、ハケ にぶい橙
と/7

擬凹線6条

指頭圧痕ありSK 4 ヨコナデ、ケズリ にぶい黄橙

B-24
奏

頚部径

160

橙
1/7 摩耗著しい

SK 4 橙

B‐24
発 169

顕部径

126

ナデ、ケズリ にぶい黄橙
675

SK 4 ヨコナデ にぶい責橙

B-24
甕

頸都径

123

ナ デ 橙

SK 4 ナ デ 橙

B‐24
高不

柱状部

39

ハケ、ミガキ 橙
脚部 90%

透孔 4箇所

赤色粒含むSK 4 ケズリ、ハケ、ナデ 橙

B-24
器 台 127

ミガキ 赤褐
全体の80%

透孔 5箇所

内外面に赤彩痕SK 4 ミガキ、ケズリ、ハケ 赤褐、黒褐

B-24
霊

頚部径

56

ミガキ 明責褐 口縁部 1/7

頚部 1/2

海綿骨針多く含む

内面体部に圧痕
678

SK 4 ナ デ 明黄褐

174
B‐24

小型壼 (68)
顎部径

705

ナデ、ミガキ 橙
口縁部 1/3 内外面に赤彩痕 682

SK 4 ナデ、ミガキ 橙

B-24
器 台

柱部径

36

橙
全周 透孔 2箇所

SK 4 橙

E-23
士空

ヨコナデ、ハケ にぶい褐 口縁・底部 全周
体部 1/4

598
SK 6 ヨコナデ、ケズリ にぶい褐

F-23
養

頸部径

160

ナデ、ハケ 灰黄褐 外面に媒付着

指頭圧痕SX l ナデ、ケズリ にぶい責橙

K‐22
奏

頸部径 ナデ にぶい褐 口縁部 1/4ヨヨ

頚部 1/6

擬四線14条

外面に一部煤付着SX 2 ナデ、ケズリ にぶい橙

A23
一霊

略

９

騰

＆

ケズリ、ミガキ 灰責褐
1/4 外面に赤彩痕

SB l ケズリ、ミガキ 褐灰

A-20
甕 (170

顕部径

(132)

チ デ

口顕部 1/9
擬凹線7条

指頭圧痕包含層 ナデ、ケズリ にぶ い澄

A‐20
奏 (150

顕部径

(111)

ナ デ にぶい黄橙
口顕部 1/10 擬凹線6～ 7条

包含層 ナ デ にぶ い橙

182
A21

甕 177
頸部径

144

ナデ、ハケ 黄橙
口頚部 1/6

凝凹線5条

指頭圧痕あり包含層 ナデ、ケズリ 浅責橙

A21
奏

頸都径

126

ナ デ にぶい黄橙
口顎部 1/鯛ヨ

疑凹線6条

脂頭圧痕包含層 ナデ、ケズ 1, 灰責褐

A21
奏 (183)

顕部径

(155)

ナ デ にぶい橙
口顕言卜 1/9

擁凹線9条

指頭圧痕包含層 ナデ、ケズリ にぶい橙

A‐21
奏

頭部径

151

ナ デ 橙
口頭部 1/6 擬凹線6条

包含層 ナ デ 橙
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番号
グリッド

器種
口径 器 高 底径 調 整 (外 ) 色調 (外 )

残存率 備考
測

号

実

番遺構 (cm) (cm) (cm) 調 整 (内 ) 色調 (内 )

A‐21
奏 (220)

頸部径

(183)

ナ デ にぶい橙
口顕部 1/9

擬凹線7条

指頭圧痕包含層 ナデ、ケズリ 明褐灰

C■9
発 177

顎部径

141

ナデ、ハケ にぶい橙
口縁部 1/羽耳

擬凹線7条

指頭圧痕包含層 ナデ、ケズリ にぶい橙

C‐ 19
奏 (208)

顕部径

(168)

ナ デ 減黄橙 口縁 吉卜 1/6

口径 1/12

援凹線5条

指頭圧痕包含層 ナ デ 明黄褐

A21
奏

頭部径

156

ナ デ にぶい責橙
口顕 部  1/8

擬凹線6条

指頭圧痕包合層 ナデ、ケズリ にぶい黄橙

C■ 9
甕 (200)

頸部径

161

ナデ、ハケ 黒褐 口径吉卜 1/11

ヨ買言[  1/7

擬凹線7条

指頭圧痕包含層 ナデ、ケズリ にぶい橙

C19
甕

頸部径

165

ナ デ 灰褐
口縁言呂 1/7

擬凹線9条

指頭圧痕包含層 ナ デ にぶい橙

192
A‐21

奏
頸部径

218

ナデ、ハケ、ヨヨナデ オリーブ黒
口径部 1/6 外面に媒付着

包含層 ナ デ にぶい橙

A21
甕

頸部径

143

ナ デ 浅責橙
口頚部 1/8

包含層 ナデ、ケズリ 浅黄橙

A‐20
奏

頸部径

133

ナデ、ハケ にぶい橙
口頭部 1/6強

包含層 ナデ、ケズリ にぶい橙

A21
奏

顎部径

152

ナ デ 橙
口頚部 1/7

包含層 ナデ にぶい橙

△‐21
藷 166

ナデ 黒褐
口縁部 1/胃弓外面に煤付着

包含層 ナデ にぶい黄橙

A21
甕 176

頸部径

144

ヨコナ デ 浅黄栓
口頸部 1/7強

包含層 ヨヨナデ、ケズリ 浅責橙

△20
高邪 (253)

ケヽ、ミガキ にぶい黄橙
口縁部 1/17

包含層 ケヽ、ミガキ にぶい黄橙

C■ 9
脚 部

ミガキ にぶい橙
口ぞ&  1/8

包含層 ナ デ にぶい橙

A21
高イ

陛部径 ミガキ 浅黄橙
柱状部 全周 透孔 3箇所 (推定)

包含層 ハ ケ 浅黄橙

A‐20
底 部

ハケ、ナデ 明責橙
,表盲卜1/2耳ヨ

包含層 ハ ケ 褐灰

C19
底 部

ヨコナデ にぶい橙
,真言躊 1/3 71

包含層 ケズリ にぶい橙

一笠
ナ デ にぶい黄橙

口縁言卜 1/3
包含層 ナ デ にぶい黄橙

C‐23
奏

頸部径

144

体部径

185

ナデ、ハケ にぶい黄橙 口縁部 1/2

月同言躊 1/3
擬凹線6条

包含層 ナデ、ケズリ にぶい黄橙

D23・ 24
奏

頚部径

147

ヨコナデ、ハケ 明責褐 擬凹線2条

外面に煤付着包含層 ヨヨナデ、ケズリ にぶい責橙

C‐23・ 24
甕

頚部径

168

ナデ、ハケ にぶい黄橙 擬凹線6条

指頭圧痕包含層 ナデ、ケズリ にぶい責橙

C‐23
奏 192

頸部径

154

ナ デ にぶい黄橙 擬凹線8条 指頭圧痕
赤色粒含む包含層 ナデ、ケズリ にぶい黄橙

C-23・ 24
奏

頚部径

160

ヨヨナデ、ハケ 明黄掲
擬四線7条

包含層 ヨコナデ、ケズリ 明黄褐

F‐22
琵

ナ デ にぶい黄橙
1/7

外面に媒付着

指頭圧痕 海面骨針
565

包含層 ナデ、ケズリ にぶい責橙

C-23・ 24
奏

ハケ、ナデ 橙

包含層 ハケ、ナデ、ケズリ 橙

B-23・ 24
奏

頚部径

154

ヨコナデ、ハケ にぶい黄橙

包含層 ヨコナデ にぶい黄橙

B‐23・ 24
養 (114)

ナ デ にぶい褐
擬凹線4条

包含層 ナデ、ケズリ にぶい褐

213
A・ B‐22～24

奏
頚部径

130

ハケ、ナデ 橙

包合層 ハケ、ナデ 橙

C-23
高不

柱部径

34

ミガキ にぶい黄橙
全周 赤色粒含む

包含層 ナ デ にぶい黄橙

C‐23・ 24
高郭

ミガキ 橙 内外面に赤彩痕

赤色粒含む包含層 ミガキ 橙

216
C23

霊

ミガキ にぶい黄橙
1/2 外面に黒班

包含層 ミガキ にぶい黄橙
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番号
グリッド

器種
口径 器 高 底径 調整 (外 ) 色調 (外 )

残存率 備考
実測

番号遺構 (cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

217
C23

蓋
蓋径

144

まみ径 ミガキ 明赤褐
ほぼ完形 内外面に赤彩

包含層 ミガキ 明赤褐

F鬱2
蓋

まみ雀 ミガキ 橙
全 周

包合層 ケズリ 橙

～E26・ 2;
甕 (208)

頸部径

(177)

ナ デ 浅黄橙 擬凹線7条

赤色粒含む包含層 ナデ、ケズリ 浅黄橙

～E‐26・ 2;
甕

頸部径

171

ナ デ 浅黄橙
口縁部 1/6強 擬凹線6条

包含層 ナデ、ケズリ にぶい橙

C・ D26・ 27
甕 (269)

頚部径

(243)

ナ デ 橙
口顕部 1/12 擬凹鯉 条

包含層 ナデ、ケズリ 橙

J・ K‐21
士霊

頸部径

92

体部径

l■6

ナ デ 口縁部 1/2

体部 1/4
凝凹線8条

包合層 ミガキ、ケズリ

223 奏 220
頸部径

191

ナ デ 浅黄橙
口頸部 1/9

包含層 ナデ、ケズリ 浅責橙

C～ E96・ 27
甕

頸部径

99

ナ デ 橙
口頭部 上/7

包含層 ナデ、ケズリ 橙

225
C・ D26・ 27

高不
ミガキ 浅黄橙

口縁部 1/5
包含層 ミガキ にぶい黄橙

C'D‐ 26・ 27
高イ

柱部径

44

にぶい橙、暗灰責
柱状部 全周

包含層 ミガキ にぶい橙

227
J・ K21

高郭
ミガキ

口縁部 1/4
包含層 ガ キ

228
～B26・ 27

霊 (144)
頸部径

(117)

ガ キ にぶい黄橙

包含層 ミガキ にぶい黄橙

229
G24

）里 126
頸部径

75

ナデ、ハケ にぶい責橙

包含層 ナデ、ケズリ にぶい責橙

士電 (124)
ナ デ 橙

包含層 ナ デ にぶい橙

H・ I-26´ V28
一望

ナ デ にぶい黄橙
口縁部 1/2弱

地山直上 ミガキ にぶい責橙

232
」・K‐29'30 脚部径

101

ハケ、ナデ 橙
サ或言躊 1/6

地山直上 ナ デ にぶい橙

233
」‐30・ 31

発 (259)
頸部径

(220)

ナ デ 浅責橙
擬凹線14～ 15条

鞍 部 ナデ、ケズリ にぶい責橙

234
J30・ 31

甕 (170)
頸部径

(140)

ナ デ にぶい橙
口縁 言Б  1/9

擬凹線10条

指頭圧痕鞍部 ナデ、ケズリ にぶい橙

235
J‐ 30・ 31 頸部径

106

ナ デ 浅黄橙
口顕部 1/3

鞍部 ナデ、ケズリ 浅黄橙

」-30・ 31
士空

頸部径

104

ナ デ 灰褐
口頚部 1/6

鞍部 ナ デ 褐灰

237
L31

底 部
ケズリ、ナデ 明褐灰

底部 1/3弱
SD 43 にぶい黄橙

D‐21
高郭

柱部径

36

浅黄橙
柱状部 全周

SD 3 ミガキ、ナデ 灰責

239
C-20・ 21

蓋
うまみ雀

30

ナ デ にぶい黄橙
つまみ部 1ん欠損

SD 3 にぶい黄橙

C-20
斐 (19の

ナ デ にぶい褐
口縁部

外面に煤付着、擬凹線7条

指頭圧痕P6 ナ デ 浅責橙

A‐21
甕

頸部径

108

ナ デ にぶい橙
口縁部 1/7 擬凹線4条

P4 ナデ、ケズリ にぶい橙

F23
奏 (140)

頸部径

108

ナ デ にぶい責橙
擬凹線5条 567P13 ナ デ にぶい黄橙

C-20
器台

住部径 ナデ、ケズリ にぶい橙～浅責橙
柱状部 全周 密

ナデ、ケズリ、ハケ 橙

Z‐21
蓋
蓋径

165

つまみ径

43

ミガキ 澄
つまみ部 全周

P文 ミガキ 橙

245 鉢 (304)
ナ デ 浅責橙

口縁部 1/9弱
P2 ナ デ 浅黄橙

須恵器

有台郭

ロクロナデ 灰
高台部 全周

包含層 ロクロナデ、ケズリ 灰 白

D‐2] 須恵器

有台不

ロクロナデ 灰
だそ言卜 1/7

SD 3 ロクロナデ 灰
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番号
グリッド

器種
口径 器高 底径 調 整 (タト) 色調

残存率 備考
実測

呑号遺構 (cm) (cm) (cm) 調 整 (内 ) 色調 (内 )

G31 須恵器

有台不

ロクロナデ 灰
1/4

SE 4 ロクロナデ 灰

D-23・ 24 須恵器

無台郭

ロクロナデ 灰白、灰責

包含層 ロクロナデ 灰黄

250
C‐31 須恵器

短頸壷

ケズリ、ナデ 灰
1/3引雲 勺面底部に磨いた痕弥あり

SE 4 ナ デ 灰

251
4区 須恵器

蓋

ロクロナデ 灰
白色粒、黒色粒含む

SD 35 ロクロナデ 灰

BoC‐25 土師器

皿

ナ デ にぶい橙
655

ナ デ 橙

C-24 土師器

皿

ナ デ 橙
ほぼ完形

ナ デ 橙

C‐25 土師器

皿

ナ デ 浅黄橙
赤色粒含む

包含層 ナ デ にぶい橙

255
C-25 土師器

皿
14

ナ デ 橙
593

包合層 ナ デ 橙

C‐25 土師器

皿

ナ デ 橙
586

包含層 ナ デ 橙

257
C25 土師器

皿

ナ デ にぶい橙
1/8 赤色粒含む

包含層 ナ デ にぶ い橙

258
H‐32 土師器

皿

ナ デ 浅責橙
1/7

S135 ナ デ 浅黄橙

G31 土師器

皿
(60)

ナ デ 浅責橙
1/12

SE 4 ナ デ 浅責橙

G31 土師器

皿

ナ デ にぶい責橙
1/6 128

SE 4 ナ デ にぶい責橙

C卜3と 土師器

皿

ナ デ 浅黄橙

SE 4 ナ デ 浅黄橙

262
G31 土師器

皿

ナ デ にぶい褐

SE 4 ナ デ にぶい褐

C‐31 土師器

皿

ナ デ i完黄橙
1/43a

SE 4 ナ デ 浅黄橙

264
C-20・ 21 土師器

皿

ナ デ 浅責橙
1/5

SD 2 ナ デ 浅黄橙

D-35 土師器

皿

ナ デ 淡橙
8/10 赤色粒含む 1ヽ95

SD 26 ナ デ 淡橙

I‐ 31・ 32 土師器

皿
(15) (50)

ナ デ 浅責橙

SD 33 ナ デ 浅黄橙

267
土師器

皿

ナ デ 浅責橙

SD 35 ナ デ 浅黄橙

268
土師器

皿

ナ デ 淡赤橙
3/4

SD 35 ナ デ 淡赤橙

269
G‐30 土師器

皿

ナ デ 淡橙、淡赤橙
ほぼ完形

灯心油痕

赤色粒含む
h/1102

P14 ナ デ 淡橙

・K‐27・ 2を 土師器

皿
11

ナ デ にぶ い橙
赤色粒含む 1ヽ70

包含層 ナ デ にぶ い橙

」区 土師器

皿

ナ デ 浅黄橙

壁 面 ナ デ 浅責橙

272
G・ H29 土師器

皿
14

ナ デ 浅責橙
赤色粒含む �l106

包含層 ナ デ i美責橙

273
N‐35 土師器

皿

ナ デ 橙
全 周

包含層 ナ デ 橙

G31 土師器

皿

ナ デ 浅黄橙

SE 4 ナ デ 浅責橙

275
E-20 土師器

皿
lユ

ナ デ 浅黄橙

P3 ナ デ 浅責橙

276
C‐25 土 師器

皿

ナ デ にぶい橙
1/5 赤色粒含む

包含層 ナ デ にぶい橙

277
J・ K‐27・ 2モ 土師器

皿

ナ デ にぶい橙、灰褐 灯心油痕

赤色粒含む
卜173

包含層 ナ デ にぶい橙

278
E F23・ 24 土 H下器

皿

ナ デ 浅黄橙
赤色粒含む M67

包合層 ナ デ 浅黄橙
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番号
グリッド

器種
口径 器高 底径 調 整 (外 ) 色調

残存率 備考
測

号

実

番遺 構 (cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

279
K-28 土師器

皿

ナ デ 浅黄橙
赤色粒含む 1ヽ72S132 ナ デ 浅責橙

EF‐ 23・ 24 土師器

皿

ナ デ 浅黄橙
ほぼ完形 赤色粒含む lv166包含層 ナ デ 浅責橙

G31 土師器

皿

ナ デ 橙

SE 4 ナ デ 橙

282
D・ E-25 土師器

皿

ナ デ 浅黄橙、褐灰 内面に煤付着

赤色粒含む
1ヽ45SK 9 ナ デ 浅黄橙

K-28 土師器

皿

ナ デ にぶい黄橙
灯心油痕 卜175P15 ナ デ にぶい黄橙

N‐35 土師器

皿

ナ デ 橙

ナ デ 橙

285
E・ F23・ 24 土師器

皿

ナ デ 淡橙
赤色粒含む lッ162

包含層 ナ デ にぶい橙

286
I‐28 土師器

皿
(103) (25)

ナ デ 橙
1/11S129 ナ デ 橙

287
土師器

皿

ナ デ にぶい黄橙
1/3写耳S129 ナ デ 橙

C‐20。 21 土師器

皿

ナ デ 浅責橙
口縁部 1/8SD 2 ナ デ にぶい橙

E‐25 土師器

皿

ナ デ 淡橙
赤色粒含む M36SD 16 ナ デ 淡橙

290
じ31 土師器

皿

ナ デ 灰 白
175SD 35 灰 白

G‐31 土師器

皿
(108) (55)

ナ デ にぶい橙
127SE 4 にぶい橙

292
E-25 土師器

皿
127

ナ デ i完黄橙
1/7 赤色粒含む 卜146S122 ナ デ 浅責橙

土師器

皿
(121)

ナ デ にぶい橙

S129 ナ デ にぶい橙

H-32 土師器

皿
(1■5)

ナ デ 浅黄橙
口縁部 1/14S135 ナ デ 浅黄橙

と27・ 28 土師器

皿
127

ナ デ にぶい橙
1/4]食

SK 14 ナ デ にぶい橙

M・ N34～ 3( 土師器

皿

ナ デ 橙

包含層 ナ デ 橙

297
G‐31 土師器

皿
(1■3)

ナ デ にぶい黄橙

醐
脚

1/11

1/6SE 4 ナ デ にぶい黄橙

298
土師器

皿

ナ デ にぶい橙
1/7

S129 ナ デ 橙

L-32 土師器

皿

ナ デ 淡橙

SD 35 ナ デ 淡橙

G・ Hワ9 土師器

皿

ナ デ 浅責橙
赤色粒含む A/1107包含層 ナ デ 浅責橙

B‐23 土師器

皿
120

ナ デ 明責褐
1/6

ナ デ 明黄褐

302
B25 土師器

皿

ナ デ にぶい橙
赤色粒含むS119 ナ デ にぶい橙

B-25 土師器

皿

ナ デ にぶい責橙
ホ色粒含むS119 ナ デ にぶい黄橙

G‐31 土師器

皿
(126)

ナ デ にぶい責橙
1/9強 123SE 4 ナ デ にぶい責橙

G31 土師器

皿
(1■3) (50)

ナ デ にぶい橙

SE 4 ナ デ にぶい橙

G‐31 土師器

皿

ナ デ 橙
1/4駒食SE 4 ナ デ 橙

E-22・ 23 土師器

皿
125

ナ デ 明責橙

SD 15 ナ デ 明責橙

E‐25 土師器

皿
122

ナ デ 浅黄橙
赤色粒含む h/137SD 16 ナ デ 浅黄橙

B-25 上師器

皿
285

ナ デ にぶい黄橙
1/3 赤色粒含むS119 ナ デ にぶい黄橙
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番号
グリッド

器種
口径 器 高 底 径 調 整 色調 (外 )

残存率 備 考
測

号

実

番遺構 (cm) (cm) (cm) 調 整 (内 ) 色調 (内 )

310
H-32 土師器

皿
(1■6)

ナ デ 浅責橙
口縁部 1/14

S135 ナ デ 浅黄橙

C・ D‐23 土師器

皿

ナ デ 橙
赤色粒含む

SD 3 ナ デ 橙

2区 土師器

皿

ナ デ 浅黄橙
赤色粒含む M35

SD 16 ナ デ 浅責橙

C‐25 土師器

皿

ナ デ にぶい責橙

包含層 ナ デ 仄黄褐

B20 土師器

皿

ナ デ にぶい責橙
口縁吉卜 1/8

包含層 ナ デ にぶい責橙

C卜31 土師器

皿

ナ デ にぶい橙

SE 4 ナ デ にぶい橙

土師器

皿

ナ デ i莞黄橙

SD 35 ナ デ 浅黄橙

M・ 悴34～3( 土師器

皿
(153)

ナ デ 浅黄橙

包含層 ナ デ 浅黄橙

318
4ヽ34 土師器

皿
(136)

ナ デ にぶい橙

SE 6 ナ デ にぶい橙

B‐20 土師器

皿

ナ デ 浅黄橙
1/6写量

SD 2 ナ デ 浅黄橙

L31 土師器

皿

ナ デ にぶい橙
1/7

SD 35 ナ デ にぶい橙

L31 土師器

皿

ナ デ にぶい橙
口縁言Б  1/6

SD 35 ナ デ にぶい澄

322 識
碗

(170)
明オリーブ灰

小片
外面 蓮弁文
内面 刻花文S129 明オリーブ灰

G31 青磁

碗
(170)

オリーブ灰
小片 蓮弁文

SE 4 オリーブ灰

G‐31 青磁

碗
(170

明オリーブ灰
蓮弁文

SE 4 明オリーブ灰

4区 青磁

碗
(170)

明オリーブ灰
蓮弁文 卜1100

SD 26 明オリーブ灰

326
Eジ8 誡
碗

暗オリープ
口縁部 1/15 内面 沈線2本

SD 21 暗オリーブ

327
C・ D23 識
碗

灰オリーブ
全 周

SD 3 灰オリーブ

323
H区 識
碗

オリーブ灰
完 形 卜12

SD 19 オリーブ灰

G区 青磁

碗

灰 白
1/2 蓮弁文 卜141

SD 16 灰 白

C-25 青磁

皿

高台径

69

灰オリーブ
1/3 端反箆線描蓮弁文

包含層 灰オリーブ

I区 青磁

皿

明緑灰
1/10 端反箆線描蓮弁文

壁 面 明緑灰

332
H32 誡
皿

(1■3)
灰 白

S135 灰 白

J K27・ 2〔 白磁

碗
181

灰 白
1/10 M71

包含層 灰 白

」・K‐ 27・ 2廷 白磁

碗

灰 白
1/12 1ヽ76

包含層 仄白

C25・ 26 白磁

碗

高台径

51

灰白、浅責
1/3

SE 3 灰 白

C-25 白磁

碗

高台径

54

灰 白
1/4

包合層 仄 白

G・ H‐32 白磁

皿

灰 白
1/7耳弓 口禿

SD 31 灰 白

338
I-27・ 28 青白磁

合子

体部径

103

にぶい責橙、明緑灰
と/7

S128 灰白、明緑灰

B24 瑚

士霊

灰
肩部印花文3個

S119 灰

」区 瑚
霊

(178)
灰白、灰

口縁言卜  1/10
壁 面 灰 白
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番号
グリッド

器種
口径 器 高 底径 調 整 (外 ) 色調 (外 )

残存率 備考
測

号

実

番遺構 (cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

C・ D23 珠洲

里

褐灰
1/3

静止糸切痕

赤色粒含む
523SD 3 灰黄

B25 珠洲

すり鋏

灰
684S119 灰

B宅5 珠洲

すり鉢
(275)

掲灰

S120 褐灰

3区 珠洲

すり鉢
273

褐灰 海綿骨針含む

白色粒含む
h174S130 褐灰

345
B-24 珠洲

すり鉢

責仄
小片SE l 黄灰

B‐ 24 珠洲

すり鉢

灰

SE l 灰

G-25・ 26 珠洲

すり鉢

灰黄 静止糸切痕

348F司――
633SE 3 黄灰

C}25。 26 珠洲

すり鉢

責灰
347と 同一 632SE 3 黄灰

G3] 珠洲

すり鉢
(156)

灰 責
静止糸切痕 142SE 4 灰責

G‐31 珠洲

すり鉢
(3■6)

灰 責
小片SE 4 灰黄

G31 珠洲

すり外
(267)

灰

16SE 4 灰

352
G-31 珠洲

すり鉢
(260)

黄灰

SE 4 黄灰

珠洲

すり鉢
(155) 137

灰
だ罠言Б  2/3SE 5 灰

珠洲

すり鉢
(275)

灰
口縁部 1/10SE 5 灰

珠洲

すり外
(298)

灰

SE 5 灰

356
N36 珠洲

すり鉢

にぶい責橙
静止糸切痕SE 7 にぶい責橙

357
1区 珠 洲|

すり鉢

灰 白
1/6 黒色粒含む W【4SK 10 灰

C・ D23 珠 洲

すり鉢

灰
海綿骨針少量含む 522SD 3 灰

C・ D‐23 珠洲

すり鉢

にぶい責橙、灰白
内外面に煤付着 521SD 3 にぶい責橙

D27 珠洲

すり鉢
379

灰

白色粒含む h/138SD 16 灰

361
」区 珠洲

すり鉢
312

褐灰
と/12

海綿骨針含む

黒色粒含む
�[97SD 26 灰 白

J区 珠洲

すり鉢
307

灰 海綿骨針含む

白色粒合む
1ヽ198SD 26 灰

G・ H32 珠洲
すり鉢

103
灰

1/4強 静止糸切痕SD 31 灰

I-31・ 32 珠洲

すり鉢

灰
底部SD 32 灰

365
と31・ 32 珠洲

すり鉢

灰

SD 33 灰

�I‐ 33・ 34 珠洲

すり鉢

灰
静止糸切涙SD 38 灰

G区 珠洲

すり鉢

灰
白色粒、黒色粒含む M64包含層 灰

G区 珠洲

すり鉢
337

灰
海綿骨針含む 1ヽ63包含層 灰

I区 珠洲

すり鉢
●40 灰

小片包含層 灰

370
C‐23・ 24 珠洲

すり鉢
に22)

暗灰責
小片 637包含尼 責灰

」区 珠洲

すり鉢

掲灰
静止糸切痕 卜1104包含層 褐灰
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番号
グリッド

器種
口径 器高 底径 調整 (外 ) 色調 (外 )

残存率 備考
測

号

実

番遺構 (cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色 調 (内 )

C‐25'26 越前

すり鉢
(254)

灰
小 片

SE 3 灰

G-25・ 26 越前

すり鉢

にぶい黄

SE 3 にぶい責

N35 越前

すり鉢
(370)

浅責橙

SE 7 浅責橙

375
G区 越前

すり鉢

ナデ、ケズリ にぶい橙
白色粒含む !v140

SD 16 ナ デ 明褐灰

376
J区 越前

すり鉢
235

ナ デ にぶい橙、橙
白色粒含む 1ヽ199

SD 26 ナ デ にぶい褐

131・ 32 越前

すり鉢SD 33

E‐22・ 23 越前

すり鉢
(318)

にぶい褐
529

包含層 灰責褐

379
L-32 鰤
莞

にぶい橙 口縁部 小片
肩部 1/8弱SD 44 にぶい橙

加賀

甕

にぶい橙、にぶい黄橙 口縁

胴 部

体言躊に亥」文

381と 同一SE 5 にぶい橙、にぶい黄橙

加賀

奏
(283)

にぶい責橙
〕80と 同一

SE 5 にぶい黄橙

382
L-32 膿

甕

にぶい橙
底部 1/4

SD 35 にぶい橙

膿

甕

にぶい責橙
小 片

380、 381と 同一か

刻文SE 5 にぶい黄橙

I-31・ 32 膿

奏

にぶい黄橙
小 片 格子文

SD 33 にぶい黄橙

B‐24 加賀

すり鉢
190

灰
1/7 515

SE l 灰

386
E-25 加賀

すり鉢
102

ナ デ 灰 褐 体部に刻文

381と 同一
1ヽ47

S122 ナ デ 灰tB

G31 加賀

すり鉢
(221)

灰
口縁 部  1/9

SE 4 灰

G‐31 加賀

すり鉢

ナ デ 褐灰 体部に刻文

381と 同一SE 4 ナ デ にぶい褐

G3ユ 加賀

すり鉢
上44

ケズリ にぶい橙
1/3軸甍

SE 4 灰 褐

G区 加賀

すり鉢
277

ナ デ 責灰
と/10 白色粒含む �139

SD 16 ナデ、おろし目 灰 責

J‐29 加賀

すり鉢
(294)

ナ デ にぶい橙
小片

SD 33 ナ デ 灰褐

H区 加賀

すり鉢

ナ デ 灰
白色粒、黒色粒含む M8

包含層 ナデ、おろし目 仄

H‐30
甕

ヨコナデ、ハケ、ナデ にぶい褐、浅責橙 擬凹線2条

赤色粒含む
1ヽ101

SX 3 ヨコナデ、ケズリ 1莞黄橙

」区
奏

ナ デ 灰 褐
1/5 擬凹線7～ 8条 h1103

包含層 ヨコナデ、ケズリ 灰 褐

H25
養

ナ デ にぶい橙 擬凹線7条

指頭圧痕
卜112

包含層 ヨコナデ、すデ にぶい橙

J区
底 郡

ハ ケ にぶい黄橙
完形底 部 A/1108

包含層 ナ デ にぶい黄橙

」区
高イ 263

ミガキ にぶい橙、明赤褐 赤色粒含む

内外面に赤彩痕
卜1109

包含層 ミガキ にぶい橙、明赤褐

H区
深鉢

条痕文 にぶい責橙
ほぼ完形 h17

包合層 ナ デ 灰責褐

G区
深鉢

灰 白
小 片 弧線文 M58

包含層 灰 白

H-22・ 23
縄文 小 片 629-1

包含層

H‐22・ 23
縄文 小 片 海綿骨針含む 629‐ 2

包合層

卜1-38-39
堂

ヨコナデ、すデ、ハケ にぶい橙、褐
ほぼ完形 赤色粒、黒色粒含む T2

SH3周溝 ヨコナデ、すデ、ハケ 灰掲、黄灰
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番号
グリッド

器種
口径 器 高 底 径 調整 (外 ) 色調 (外 )

残存率 備考
実測

番号遺構 (cm) (cm) (cm) 調整 (内 ) 色調 (内 )

580
038

壼
ナ デ 浅黄橙、明赤褐

小 片
黒色粒、赤色酸化粒含む

外面に赤彩痕
T5SH4周滞 ナ デ 灰白、浅責

Q‐38
士宜

ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙、橙
内外面に赤彩痕 T4SH4周溝 ヨコナデ、すデ にぶい黄橙、橙

582
M区 青磁

碗
浅黄 底部 1/3 内面 刻花支 Tl

壁 面

第 3表 土製品観察表

番号
グリッド

器種
最大長 最大幅 重量

色調 備 考
実測

番号遺構 (cm) (cm)

402
J区

土錘 舘動 1■9 にぶい橙 1ヽ105
包含層

403
G-31

土錘
SE 4

404
G31

土錘 41 1_1

SE 4

405
」区

土鍾 赤橙
壁面

A‐25
土錘

包含層
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第 4表 石製品観察表

番号
グリット

器種
最大長 最大幅 最大厚 重 量

石 材 備 考
実測

番号遺構 (cm) (cm) (cm)

G‐23
打製石斧 粉 岩 T6

包含層

408
H-24

打製石斧 粗流凝灰岩 T10
包合層

409
C・ D‐ 26・ 27

打製石斧 (300) 凝灰岩 τ子33
包含層

E23～ F24
打製石斧 凝灰岩 T50

包合層

G25
打製石斧 粗流凝灰岩 Tlll

SK 10

412 打製石斧 凝仄岩 T22
包含層

Z-22
打製石斧 459 玲 岩 未使用 石16

包含層

E-25・ 26
打製石斧 535 火山礫凝仄岩 T15

包含層

A-23
打製石斧 砂岩

P7

A‐21
打製石斧 火山礫凝仄岩 石17

包含層

打製石斧 疑灰岩 T3
畝溝

528
打製石斧 (426) 紛岩 石31

SD 21

」-25
打製石斧 花筒斑岩 T21

包含層

420
F‐25

打製石斧 砂岩 T51
包含層

H25
打製石斧 疑灰岩 T13

包含層

」24
打製石斧 172 火山礫凝灰岩 T20

包含層

C‐20・ 21
打製石斧 (149) (725) 火山礫凝灰岩 7子 5

SD ll

H-26
打製石斧 242 凝灰岩

包合層

H‐ 24
打製石斧 440 火山礫凝灰岩 T9

包含層

D区
打製石斧 (13め 火山礫凝灰岩

包含層

427
I-26

打製石斧 307 凝灰岩 T19
包含層

K5
打製石斧 火山礫凝灰岩 T24

包含層

H-25・ 26
打製石斧 176 火山礫凝灰岩 T16

包含層

430
G-26

打製石斧 1975 805 粗流凝灰岩 走形 T59
包含層

B24
打製石斧 515 粉 岩

SD 13

432
F‐23

打製石斧 375 火山礫凝灰岩
S17

Al
打製石斧 火山礫凝灰岩 完形 Tl

畝溝

L‐ 32
打製石斧 緑色凝灰岩 石48

包含層

435
D呈6

打製石斧 555 火山礫凝灰岩
包含層

B-24
打製石斧 粗流凝灰岩

包含層

F‐25
打製石斧 粗流凝灰岩 T52

包含層
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番号
グリッド

器種
最大長 最大幅 最大厚 重 量

石 材 備 考
測

号

実

番遺構 (cm) (cm) (cm)

F-25
打製石斧 126 火山礫凝灰岩 T54包含層

H‐26
打製石斧 (129) (500) 火山礫凝灰岩 626包合層

440
F-25

打製石斧 123 火山礫凝灰岩 T56包合層

打製石斧 122 114 478 火山礫凝灰岩 T17
包含層

G‐26
打製石斧 895 火山礫凝仄岩 T61包含層

F25
打製石斧 132 火山礫凝灰岩 T53包合層

H‐25
打製石斧 火山礫凝灰岩 T14包含層

B-24
打製石斧 260 火山礫凝灰岩 516SE l

打製看斧 230 凝灰岩 T23包含層

447
2区

打製石斧 粗流凝灰岩 T25S113

A‐25
打製石斧 (765) 77 火山礫凝灰岩包含層

449
G23

打製石斧 安山岩 T5
包含層

C・ D26・ 27
打製石斧 (79) (203) 火山礫凝灰岩 Z]34包含層

打製石斧 砂 岩 T18包合層

C-25
打製石斧 (104) 17 (225) 火山礫凝灰岩

F乾5
打製石斧 火山礫凝灰岩 T55包合層

454
H-24

打製石斧 火山礫凝灰岩 Tll包含層

F‐24
打製石斧 (55) 粗流凝灰岩 568包含層

C‐20
敲石 125 1,048 砂 岩 石 3

C-25
敲石 735 粗流凝灰岩 623

C‐25
敲石 砂岩

H32
磨石 凝灰岩 元三46包含層

H-32
磨石 凝灰岩 死]45包合層

D・ E‐23
磨石 凝灰岩

B20
砥 石 安山岩 石15P5

463
B‐24

砥 石 (1.250) 火山礫凝灰岩SK 4

464
H26

砥 石 (77) (1,725) 砂 岩 628S125

砥 石 4,720 砂岩 石 9

B‐25
砥石 223 1,760 火山礫凝灰岩

E-29
砥石 凝灰岩 石32S110

G・ H29
石鏃 黒色頁岩 Tl17
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番号
グリッド

器種
最大長 最大幅 最大厚 重量

石  籾 備 考
実測

番号遺構 (cm) (cm) (cm)

469
F‐20・ 21

管玉未成品 鉄石英 荒割 石 8
S117

470
A21

管玉未成品 緑色凝灰岩 荒割 石18
包含層

47]
F‐23

管玉未成品 (49) 緑色凝灰岩 荒割 576
S17

G・ H29
管王未成品 1717 緑色凝灰岩

荒割

Al
Tl14

S114

G・ H29
管玉未成品 緑色凝灰岩

荒割

Bl
Tl15

S114

474
G・ H29

管玉未成品 425 緑色凝灰岩
荒割

Bl
Tl13

S114

G・ H29
管玉未成品 緑色凝灰岩

辮
Ы

Tl12
S114

G・ H‐29
管玉未成品 255 鉄石英 荒割 Tl16

G・ H‐29
管玉未成品 21 緑色凝灰岩 形割 T93

478
G・ H29

管玉未成品 065 緑色凝灰岩
調整

Bl
T■9

G・ H‐29
管玉未成品 緑色凝灰岩

形割

B2
T133

G・ H29
管玉未成品 緑色凝灰岩

形割

Bl
T123

G・ H‐29
管玉未成品 緑色凝灰岩

形割

Bl
T128

G・ H29
管玉未成品 065 緑色凝灰岩

形割

C2
T120

G・ H‐ 29
管玉未成品 11 緑色凝灰岩

形割

Bl
T124

S114

G・ H29
管玉未成品 緑色凝灰岩

形割

Bl
T125

S114

G・ H29
管玉未成品 緑色凝灰岩

形割

Bl
T126

S114

G・ H‐29
管玉未成品 055 緑色凝灰岩

形割

Cl
T129

S114

G・ H29
管玉未成品 045 緑色凝灰岩

形書J

C2
T130

S114

G・ H‐ 29
管玉未成品 055 緑色凝灰岩

形割

Cl
T131

S114

G・ H29
管玉未成品 緑色凝灰岩

形割

Bl
T121

S114

G・ H29
管玉未成品 緑色凝灰岩

形割

Bl
T122

S114

G・ H‐29
管玉未成品 緑色凝灰岩

形割

Al
T132

S114

492
G・ H29

管玉未成品 鉄石英 形害」 T134
S114

G・ H29
管玉未成品 11 緑色凝灰岩

形割

Bl
T127

S114

G・ H29
管玉未成品 035 緑色凝灰岩

穿孔

Bl
T135

SI上 4

G・ H29
管玉未成品 11 035 緑色凝灰岩

宇了し

D2
T136

S114

G・ H‐ 29
管王 緑色凝灰岩

友品

32
T137

G・ H29
勾玉 055 滑石

を
オ Tl18

498
B25

勾玉 翡翠 売品 石 1

S15

499
G・ H‐29

砥 石 355 軽石 T89
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番号
グリット

器種
最大長 最大幅 最大厚 重 量

石  材 備 考
測

号

実

番遺構 (cm) (cm) (cm)

C‐25
砥 石 (181) 軽石S16

F-25
火打石 235 チャー ト 剥片 T57包含層

Oワ0
砥 石 凝灰岩 τ〒30S17

G31
砥石 (74) (1,540) 火山礫凝灰岩 煤付着 7〒 38SE 4

G‐31
砥 石 (15の (75) (2210) 砂岩 Z〒40SE 4

C-20
砥 石 (12働 (113) (1089) 火山礫凝灰岩 石 12SD 2

506
D‐21

砥 石 (572) 凝灰岩 元〒26SD ll

507
C‐20、 D21

砥 石 (585) 火山礫凝灰岩 Z=25SD 2

C20、 D‐21
砥 石 (l■0) (上,206) 凝灰岩 石 上孔SD 2

C‐20、 D‐21
砥石 (1■6) 砂 岩 石 13SD 2

D‐21
砥 石 (65) (347) 砂岩 Zf7SD 2

C20、 D21
砥 石 (217) 砂岩 石27SD 2

512
C‐20、 D2上

砥 石 粗流疑灰岩 煤付着 Z子23SD 2

D‐ 27
砥石 緑色凝灰岩 中砥石 T34SD 16

G31
砥石 17 (801) 凝灰岩 中砥石 石37SE 4

J‐30
砥 石 (71) (248) 凝灰岩 中砥石 死]42SE 5

516
C20、 D‐ 21

砥 石 (111) 凝灰岩 中砥石 石14SD 2

Gワ3
砥 石 (1013) 凝灰岩 中砥石SD 2

E-22・ 23
砥石 (105) 凝灰岩 中砥石SD 15

L31
砥石 6の (141) 凝灰岩 中砥石 石47SD 35

F24
砥 石 砂岩 中砥石 �148

E-23～ F‐24
砥 石 凝灰岩 中砥石 T49包含層

522
」区

砥石 230 凝灰岩 中砥石 Tl10包含層

A‐25
砥石 (612) 凝灰岩 中砥石包含層

B25
砥石 125 泥岩 仕上砥石SI上 9

卜25
砥 石 泥岩

仕上砥石

鳴i竜産
Ⅲン[44

砥 石 (1■0) 泥岩 仕上砥石 Z]35S129

G区
砥石 泥岩

仕上砥石

鳴滝産
M42SD 16

C-25
砥 石 (299) 凝灰岩 中砥石包含層

△‐25
砥 石 泥岩 仕上砥石包含層

J-29
砥 石 泥岩 仕上砥石 ア〒36包含層
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番号
グリッド

器種
最大長 最大幅 最大厚 重量

石  材 備 考
測

号

実

番遺構 (cm) (cm) (cm)

G区
砥 石 泥岩 仕上砥石 T69

包含層

炉 石 (270) (1.590) 凝灰岩 県付着 石41
SE 5

G区
炉石 118 凝灰岩

煤付着

のみ痕あり
T43

SD 16

534
B‐24

自然石 186 1,760 火山礫凝灰岩 県付着 510

D20
自然石 砂岩 県付着 Z子29

020
自然石 粗流凝灰岩 県付着 Z了28

G31
自然石 (96) (1,260) 凝灰岩 県付着 7〒39

SE 4

O‐37
自然石 (85) 火山礫凝灰岩 県付着 7〒49

SK 14

037
自然石 (3,315) 火山礫凝灰岩 柴付着 I〒50

SK 14

C20、 D‐21
自然石 粗流凝灰岩 某付着 石21

SD 2

C‐ 20、 D‐21
自然石 火山礫凝灰岩 集付着 石19

SD 2

542
C20、 D21

自然石 131 2,082 凝灰岩 陳付着 石 10
SD 2

C‐20、 D‐21
自然石 (1,278) 火山礫凝灰岩 煤付着 石24

SD 2

D‐21
自然石 凝灰岩 全面煤付着 元]6

SD 2

Cワ0、 Dワ 1
自然石 1,072 火山礫凝灰岩 煤付着 Z〒20

SD 2

C20、 D翌 1
自然石 凝灰岩 煤付着 元了22

SD 2

I-31・ 32
自然石 砂岩 媒付着 石44

SD 33

I‐ 31・ 32
自然石 (97) (1,678) 火山礫凝灰岩 媒付着 石43

SD 33

B‐24
自然石 (2,700) 火山礫凝灰岩 媒付着 578

包含層

A～E22～ 27
石鍋 唯

朋

残存率

113
滑石 色調 褐灰 607

壁 面

Q‐38
打製石斧 火山礫凝灰岩 T3

古墳4 周溝

第 5表 玉類の石材類型表
類型 色調 特  徴

Al 濃緑色 硬質

A2 濃緑色 硬質であるが、やや粗め

Bl 淡緑色 硬質

B2 淡緑色 軟質

Cl 白色 硬質

C2 白色 軟質
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第 6表 鉄製品・銭貨観察表

香号
グリッド

器種
最大長 最大幅 最大厚 質量

備 考
測

号

実

番遺構 (cm) (cm) (cm)

A‐23
刀子 107 鈍

S13

B‐25
刀 子 鋏 7

S15

B‐25
刀 子 692 飽

B-25
刀 子 267 鈍

N35
刀子 717 拠

SD 40

B-25
刀子 (68) 鉄 6

557
N‐35

刀子 (77) 鉄 9
包合層

558
H‐26

刀子
S125

A23
刀子 (85)

包含層

A‐25
輪状製品 673

P9

鉄津 938 坑形津 鉄 2
SD 35

C‐25
鉄 津 坑形津

包含層

A呈5
捧状製品 (347)

包合層

F‐ 23
釘 569

SK 8

B90
釘 鉄 l

SD 2

C・ D23
釘

SD 3

567
E‐22・ 23

釘
SD 15

568
D‐25

釘
P ll

569
E92・ 23

釘 (475) (62)
包合層

C‐25
釘

包含層

A-25
釘

包含層

572
A25

釘 ■7
包含層

573
A‐25

釘 14
包含層

H93
熙寧元費 T139

SD2

575
F‐25

熙寧元賓 (23) (26) T142
包含層

K‐25
元豊通費 T140

SD2

寛永通費 225 T141
SD2

H23
文久永費 265 T138

SD2
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写
真
図
版

１

A区 (南西から) D区 (北東から)
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コー ド 】ヒ湘革 東経
発掘期間

発掘面積

m
発掘原因

市町村 遺跡番号

二日市イシバチ

遺跡

1次調査

石川県

野々市市

二日市町

17344 16024

＾
ｖ
　

つ
ね

　

ワ
ｒ

つ
０
　
　
つ
０
　
　
１
■

Ｍ
舒
Ｙ

20060508

20070116

7,849
記録保存

調査

二日市イシバチ

遺跡

5次調査

石川県

野々市市

二日市町

17344 16024

〔
〉

９
守
　

０
け

Ｏ
υ
　
　
ｐ
υ
　
　
ｌ
■

136°

35/

32″

20080715

20030905

565
記録保存

調査

二日市イシバチ

遺跡

6次調査

石川県

野々市市

二日市町

17344 16024

６

　

２

　

５

つ
け
　
　
０
０
　
　
１
■

昭
訂
７

20090413

20090828

2,130
記録保存

調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

二日市イシバチ

遺跡

1次調査

集落

古墳

弥生

古墳

中世

竪穴建物、掘立柱建物、

井戸、土坑

溝、古墳

弥生土器、土師器、

中世陶磁器、打製石斧

二日市イシバチ

遺跡

5次調査

古墳 古墳 古墳 土師器

二日市イシバチ

遺跡

6次調査

集落
弥生

中世

盟穴建物、掘立柱建物、

井戸、土坑、溝

弥生土器、土師器、

中世陶磁器、打製石斧

要 約

弥生時代後期後半～古墳時代初頭の集落跡と古墳を確認した。主要な遺構は、竪穴建物

16棟、掘立柱建物 17棟、布堀建物 2棟、古墳 5基である。竪穴建物には直径 1l mの 五角

形プランや、布掘建物には桁行 6.5m× 梁行 4.5mと いった各遺構に大型タイプのものが

見られ、本調査地が集落の中心エリアになると想定される。竪穴建物 S115か らは、完

形の養と重が 1個体分出土しており、土器祭祀が行われたとみられる。確認した古墳は全

て方墳で、集落域から鞍部を挟んだところで設営されている。中世においては集落跡を確

認した。主要な遺構は竪穴状遺構 19棟、掘立柱建物 27棟、井戸 8基である。竪穴状遺構、

掘立柱建物、井戸は近接しており、そのエリアが生活空間であったようである。主要遺構

の周囲には宅地割 りや排水機能に使用したとされる溝が巡る。調査区の一角に畝溝群が見

られる。古代の耕作溝と思われる。
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